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茨城県南部のつくば市周辺地域には9　回の首都圏整備計画による

「土浦◎筑波業務核都市構想」が計画されております。

首都圏中央連絡厩動車道（圏央道）及び高速厩動車国道常磐厩動

車道つ　ばジャンクション　仮称　の建設は　県南◎県西の交通の

洞滑億と　交流の連携が強健され　地域の厩立性を高める拠点とな

る都市整備を　的に計画された　のであります。その予定地内には

埋蔵文佗財包蔵地である梶内向山遺跡が確認されております。

財団法Å茨城県教育財団は　国土交通省並びに冒本道路公団から

埋蔵文飽財発掘調査事業に肇齢で委託を受け　平成は年相月からは

′上．∵良一了∴？′∴か才jリ工、半歳‾l′了に、六かレ了夕月と畑：から、）′二

まで発掘調査を実施いたしました。

本書はタ　梶内向山遺跡の調査成果を収録したものでありますが汐

本書が学術的な研究資料としてはもとよ勘　教骨魯文億の向上の一

助として　御活用いただければ幸いです。

なおタ　発掘調査から報告書の刊翻こ至るまで撃　委託者である国土

交通省並びに日本道路公団から齢ただいた多太なる御協力に対し，

心から御礼申し上げます。

また　茨城県教育委員会　つ　ば市教育委員会をはじめタ　関係各機

関及び関係各位から御指導　御協力をいただいたことに対し　衷心

より感謝の意を表します。

平成温5年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎
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1　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ＝＋3，760m，Y＝＋26，520mの交点

を基準点（Alal）とした。なお，この原点は，日本測地系による基準点である。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…・，西から東へ1，2，3

…・とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C・・‥

j，西から東へ1，2，3…・0とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Alal区」，「B2b2区」の

ように呼称した。

なお，調査の便宜上，北からおおよそ，I～L区をI区，B～F区をII区に区分けした。

2　抄録の北緯及び東経の覧には，世界測地系に基づく緯度・経度を（）を付して併記した。

3　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　掘立柱建物跡－SB　　柵列－SA　　土坑－SK　　溝・堀－SD　　ピットーP

井戸跡－SE　不明遺構－SX

土層　　撹乱－K

4　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

［：コ焼土・粕・赤彩　Eヨ炉・繊維土器断面・根石　Eヨ竃部材・黒色処理・粘土・炭化材　因油煙・煤

●　土器　　▲　土製品　　■　石器・石製品　　△　金属器・金属製品　　★　木製品　　□　骨片

5　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

6　土層解説中の含有物については，各々総量で記述した。

7　遺構・遺物実測図及び遺物観察表等の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は400分の1，遺構は原則的に60分の1に縮尺して掲載した。種類や大きさにより異なる場

合もある。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もある。

（3）「主軸」は，炉・竃を持つ竪穴住居跡については炉・竃を通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）

を主軸とみなした。「主軸・長軸方向」は主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角

度で表示した。（例　N－100－E，N－100－W）。

（4）土器の計測値は，口径，器高，底径とし，単位はcmである。また，現存値は（）で，推定値は［］

を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，残存率及びその他必要と思われる事項を記した。

（6）遺物番号については通し番号とし，挿図，観察表，写真図版に付した番号は同一とした。
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東　 経 標高

i

調査期間
調査

面積
調査原因

かじ　うち　むかい　やま
根 内　向　山
l　　　　　　　　　　　　　　曳

いばらきけん　　　　　　　し
茨城県つくば市 08220 36度 140度 17．0 20001001～ 38，3 一般国道468号首

し　　　　　　　　　　せC遺　　　　 跡 おおあしかじり「bあし　き　の太字梶内字キノ －464 11分 9 分 ～ 20001231， 86前 都圏中央連絡自動
さ　き
サキ

42秒 10秒 19．9 20010201～ 車道 （圏央道）及

ばん　ち197番地の1ほか ［；；蓋jI∵ I lu 20010930，20020101～
20020228，
20020401～
20020531

び高速自動車国道
常磐自動車道つく
ばジャンクション
（仮称）建設事業に
伴う事前調査i所収 遺跡名

種　 別 主な時代 主　な　遺　構 主　　 な　　 遺　　 物 特記事項

柁内向山遺跡 集落跡

東　 城

その他

古　　　 墳 竪穴住居跡　　 28軒 十痢器　叫、，椀、高月、用言軋 古墳時代

堀　　　　　　 3条 嚢　 甑上　須恵器　 高塚　 軋　 平 中・後期，

方形竪穴遺構　 2基

不明遺構　　　 1基

瓶，施） 奈良・平安

時代，中・

近世の複合

遺跡 であ

る。二重の

堀で区画き

れた古墳時

代後期の居

奈良。平安

申 ・近 世

近　　　 世

時 期不明

竪穴住居跡　　 70軒 土師器（棒，高台付埠，嚢，甑），

据立柱建物跡　 1棟 須恵器 （杯夕　艶　 鼠　 高台付棒，

井戸跡　　　　 2基 軋　 監　 甑上　 土製品 （球状土錘）

据立柱建物跡 16軒 陶磁器 （片口鉢，監　 卸皿，折線

柵列跡　　　 1条 深皿，青磁，白磁）

′井戸跡　　 17基　 土師質土器 （小皿）　　　　 館跡と誹も

士抗　　　 4基　　　　　　　　　　　 近世の掘立

溝　　　　 7条　　　　　　　　　　　 柱 建物跡

ピッ言群　 2 ヶ所　　　　　　　　　　　 群 の墓跡が

士墳墓　　　 53基　 陶磁器 （揺鈍 染付），土師質士　 検出されて

溝　　　　　 1条　 器 （小皿），古鑑　 人骨　　　　　 いる○

土坑263基瀾24免不明遺構4基
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（1）土坑
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（4）不明遺構

5　遺構外出土遺物・遺構IA覧表

第4節　まとめ
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第風車　調　査　経　緯

第且節　調査に至る経緯

平成10年1月7日，建設省（現国土交通省）関東地方建設局常総国道工事事務所長は，茨城県教育委員会教

育長あてに，一般国道468号首都圏中央連絡自動車道建設工事地内における埋蔵文化財の所在の有無と，その

取り扱いについて照会した。これを受けて茨城県教育委員会は，平成12年6月7日に現地踏査を実施し，同年

7月10日から13日と7月19日に試掘を行った結乳　同年8月用目　茨城県教育委員会教育長から建設省関東地

方建設局常総国道工事事務所長あてに，事業地内に梶内向山遺跡が所在する旨回答した。

平成12年8月2用　建設省関東地方建設局常総国道工事事務所長から茨城県教育委員会教育長あてに，文化

財保護法第57条の3に基づく土木工事等の通知が提出された。これを受けてタ平成12年8月30日，茨城県教育

委員会教育長から建設省関東地方建設局常総国道工事事務所長あてに，工事により埋蔵文化財に影響が及ぶこ

とから，工事着手I‾狛こ発掘調査を実施するよう通知した。

平成12年8月30日夕建設省関東地方建設局常総国道工事事務所長から茨城県教育委員会教育長あてにタ事業

地内における埋蔵文化財（梶内向山遺跡）について協議書が提出された。同年8月凱冒　茨城県教育委員会教

育長から建設省関東地方建設局常総国道工事事務所長あてに，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，調
鰭

査機関として，財団法人茨城県教育財団を照会した。コ

第2節　調査経過

梶内向山遺跡の発掘調査はタ　平成12年10月1日から平成14年5月31日までの間に断続的に1年3か月にわた

って実施した。以下，調査経過について，表に示す。

平成12年 平成 13年 平成 14年

10月 11月 12月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 月 2 月 4 月 5 月

調査準備
b □ □

表土除去 匡頭I ・Ⅱ区 Ⅱ

確認調査 ＋ 掬
I ・Ⅱ区

遺構調査 ヰ I区！　　　 工区用区　　　 i

－1－



第2童　位置　と　環境

第且節　地理的環境

梶内向山遺跡は，茨城県つくば市太字梶内字キノサキ197番地の1ほかに所在し，霞ケ浦西岸から約10km酉，

牛久沼北岸から約8．5km北に位置している．

当遺跡周辺は蟄　北西部から南東部にかけて鬼怒川と小月川によって形成された沖積低地が開け，北東部には

常総台地の一部である筑波の稲敷台地が広がっている。この台地の標高は20～25m前後で，台地の縁辺部は北

西から南東方向に流れる桜川，小野川，東谷田川，西谷田川とその支谷による浸食が進んでいる。

筑波。稲敷台地の地質は，新生代第西紀更新世に形成された層が基盤となっている。地層は下層から龍ヶ崎

砂礫層，常総粘土層，関東ローム層が順次堆積している。

当遺跡は小野川左岸の標高17～20Illの洪積台地上に位置している。この台地はほぼ平出であり，1～2mの

比高をもって小野用の流れる沖積地に臨んでいるし、調査前の現況は畑地である。

第2節　歴史的環境

梶内向山遺跡〈H　は、野jは流の　東谷田川下流まで西へ約3．5k恥　乙戸肝上流まで東へ約2k恥　花室川

中流まで束へ約∠‥上5kmの地点に位置しているしつ対辺で確認されている遺跡は，ほとんどがこれら中小河川の流

域に点在してお娠　これまでに調査が行われた遺跡も多い。

ここではタ　当遺跡と関連する古墳時代，奈良の平安時代夢　中の近世の主な周辺遺跡について，小野川流域を

中心に述べることにする。、

（＝　古墳時代

古墳時代になると鉄製品の普及によって荒廃地の開拓も進みタ　谷津に画した台地に集落が形成されて，谷田

の経営にも手を加え始めた。また，最初周溝墓が造られていたものが，濃尾平野の勢力が浸透すると前方後方

墳があらわれタ　次の畿内勢力の浸透とともに県内各地に前方後円墳や円墳などが造られ始める。また努　茨城町
おくのや　　　　　　もりと　　　　　　こっしょう

奥谷遺跡，那珂町森戸遺跡，石下町国生遺跡などには，前期から中期にかけての居館が登場する。中期中葉

には各拠点ごとに支配していた首長者が統合され，地域的なまとまりが生まれた。各地の田造たちは国内に巨

太な古墳を造営したが，それらはほとんどが主要河川の近くにあって，低湿地を見渡せる台地上に占地されて

おりタ　支配者層が交通網を掌握していた結果と考えられる。

小野川流域は，当遺跡を中心に見ると　北西に約飢m　南東に約mmの流域に20か所以上の遺跡が続いてお
ぎょうにんだ　　　　　　　ばば　　　　　　しもおおい

り，それらの内，集落跡では行太田遺跡ij〈4〉タ　馬場遺跡2）〈5〉，下大井遺跡3）〈6〉が調査されており，行

太田遺跡は前期夕　馬場遺跡と下太井遺跡は中期から後期にかけての集落跡であることが判明している。また，
しもよこば　　　　　　　　　　　　あかつかこまがた　　　　　　　　　　こじゅうつか

古墳群はタ　当遺跡から0。5km南西に下横場古墳群〈2〉，0。8玩北西に赤塚駒形古墳群〈3〉，3km南に五十塚古

墳群〈7〉　と下太井古墳群〈8〉　の4か所が確認されている。またタ　下横場古墳群では古墳57基（前方後円墳

2，円墳23，削乎32）が確認されてお娠　世紀初頭から　世紀末にわたる時期設定がなされている。当古墳

群では，太物埴輪や円筒埴輪が出土しており，No3819。34035墳からは箱式石棺が検出されている。これら

の規模はタ　太半が直径10m程度の円墳である射。また　五十塚古墳群からほ前方後円墳が確認されている。こ

れらの中で　当遺跡に凝　近い位置に所在するのは，赤塚駒形古墳群と下横場古墳群である。赤塚駒形古墳群
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は当遺跡と同じく小野川左岸流域に位置し，円墳3基が確認されておりタ対岸の下横場遺跡とは直線で伽。8

kmの距離にある。また，下大井古墳群と五十塚古墳群は互いに直線距離で0・5kmの位置にあり，当遺跡からほ

若干離れた位置に選地されている。

東谷田川下流域ではタ牛久沼へ注ぐ河口から北西へ約机mの範囲に15遺跡が確認されている。それらの内，
ほなれ

当遺跡から3諸膝西には羽成古墳群〈9〉が所在し，前方後円墳1鼠円墳6基が確認されている。
なかしもね

乙戸川上流域では，乙戸沼から南東へ約4kmの範囲に9遺跡が確認されている0それらの肉薄下根遺跡〈10〉タ
にしのはら　　　　　はやとやま

酋ノ原遺跡〈n〉，隼人山遺跡〈12〉が調査されており汐それぞれ中期を主体とする集落跡である㌔古墳群で
ないき

は円墳4基から構成される内記古墳群〈13〉が所在し，2m幅の周溝をもつ古墳や籍式石棺を有する古墳が確

認されている6）。また，小野川と乙戸川の中間位置には，ヤツノ上遺跡〈14〉とヤツノ上古墳群〈15〉が所在

する。

（2）奈良・平安時代

常陸国風土記鮮によると，大化の改新以前の常陸国は新治夕筑波，茨城，那賀夕久鼠多河の六回に分

かれ，それぞれの国造によって支配されていた。それが，太化の改新によって常陸国に統合されタそれまでの

国は諷後に郡に改められた。当初夕当地域は筑波郡内であったが資後に分郡して河内郡に編入された。河内

郡の郡街はつくば市金田台が所在地と想定されており，当遺跡はそこから約7km南に位置している。また芦当
くまのやま

遺跡から約mm北西に所在する熊の山遺跡は芦大形の掘立柱建物跡群も検出されている奈良の平安時代の太規

模な集落跡で，島名郷の中心的集落と考えられている。

当遺跡を中心に小野川流域を見ると　北西に約mm　南東に約餉mの流域には4遺跡が点在するだけで，古

墳時代に比べると遺跡数は激減する0南東205kmの下大井遺跡では，「上寺」「上家」と書かれた墨書土器やタ

銑鉄　三彩陶器が出土し学　一般集落と考えられない点が興味深い㌔

東谷田川下流域では，牛久沼の河口から北西へ約5加の範囲に12遺跡が確認され，古墳時代と比べてその様

相にはあまり変化は見られない。

乙戸川上流域では，乙戸沼から南東へ約2kmの範囲に2遺跡が点在するだけで，やはり遺跡数は減少する。

（3）中・近世

県内では各地の荘園開発が進みタ当遺跡を荘域にしている田中荘は，常陸平氏本宗の多気氏が開発して鎌倉

幕府成立後に八田（小出）氏，霜月騒動後は北条得宗家の手に移るが，中世後期には小田氏の影響下にあった

と考えられる。江戸幕府の成立後に当遺跡周辺は旗本領となり，由良氏の所領として続く。

小野川河口の古渡津は，摘世紀半ば頃には権現乳阿弥陀堂などの小堂が数多く建てられて在家がかなりの

数存在したものと想定され，小野川水系を利用した交易によ娠霞ヶ浦の主要な港として栄えていたことが窺

える。

当遺跡を中心に小野川流域を見るとタ北西に約2km，南東に約7kmの流域に12遺跡が所在する。それらの内，
いなおか

稲岡遺跡〈16〉は中世末期から近世初期にかけての墓域鋸であり，下大井遺跡も中世末期の墓跡1鋸である。ま
ひのさわくぼ

た芦樋の沢久保遺跡〈17〉は，近世を中心とした屋敷跡である11）。これらの流域では，城館跡は少なく，4．5
おのさき

玩北の小野崎館跡〈18〉　まで城館跡は確認されていない。
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第3童　調査の成果

第且節　遺跡の概要

梶内向山遺跡は，小野川左岸の標高17～20mの低位段丘上に位置する。調査区域は，常磐自動車道を挟んで

南側と北側に分かれており，便宜的に南側を調査I区言ヒ側を調査Ⅱ区とし，当遺跡は古墳時代中期e衡軌

奈良の平安時化　中の近世の複合遺跡で，調査I区から古墳時代後期の居館跡，奈良8平安時代の集落凱　中

世前期の掘立柱建物跡乳　中世末期から近世初期にかけての墓域，調査Ⅲ区では古墳時代中期。後期と奈良の

平安時代の集落跡が確認された。調査区域は総面積38，386戒で学　現況は畑である。

今回の調査によってタ古墳時代の住居跡28軒e堀3条の方形竪穴遺構2基0不明遺構1軋奈良0平安時代

の住居跡70軒の掘立柱建物跡1棟。井戸跡2軋　中砂近世の掘立桂建物跡16棟e柵列跡1条e井戸17基。土墳

墓53基。土抗4基◎溝8条，時期不明の土坑263基のピット群2か所e不明遺構4基が検出された。

遺物は普縄文土器片（深鉢），土師器（棒ヲ　高台付称㍉軌　高塚一札鈍聾，甑夕　三足鍬　手淫土器）タ須

恵器捧　高台付杯　盤　鼠高塚　平瓶　婆　甑上　土師質土器（かわらけ）グ　陶磁器（常滑片口鉢，常滑監

古瀬戸卸血，古瀬戸折線深皿夕古瀬戸線粕小皿夕瀬戸ゆ美濃揺鈍竜泉窯青磁），士製品（球状土嵐支卿，

泥面子）タ石器8着製品（尖頭鼠磨石，敲石，滑石ヲ砥石）タ古銭（開元適も　淳黙元も　治平元鼠　天聖元

宝，景祐元も至和通宝努嘉祐元も　元豊通宝，宣都元患渋武適も永楽適も　寛永通宝），人骨等が出土

し，遺物収納コンテナ（60×∠10×20cm）約1＿30箱に収納された、「

第2節　基本層序

調査　区内は2㍍区）と調査Ⅲ区（C9cO区）にテストピットを掘り，基本土層の観察を行った（第

2図上

調査I区

第1層はタ　黒色の耕作士で，厚さは20～35cmである。

第2層は，暗褐色のソフトローム層で，厚さは5～25cmである。

第3層は，褐色のハードローム層で芦　第1黒色菅を含むと思われ，厚さは0～18cmである。

第4層は，褐色のハードローム層で，第3層よりもやや色調が明るく9　部分的に確認され，厚さは0～22cm

である。

第5層は，明褐色のローム層で，上部に姶良Tn火山灰を含むと考えられ，厚さは18～40cInである。

第6層はタ　暗褐色のローム層でタ　赤色スコリアゆ鹿沼土を含む。上部には第2異色帯を含むと考えられ，厚

さは1ご－ト35cmである、。ここまでが立川ローム層と考えられる。、

第7層は，鈍い黄褐色のローム層で，粘性　締まりとも強い。立川ローム層の下に武蔵野ローム層は明確に

は確認することができなかった。この層の中に武蔵野ローム層が含まれている可能性も考えられるが，分層で

きなかった。おそらく，この層から常総粘土層が始まると考えられ，厚さは12～34cmである。

第8層は，灰白色の粘土層で，常総粘土層であり，厚さは50cm以上である。

住居跡などの遺構は，第2層上面で確認した。

一一一一　7　－



調査Ⅲ区

第1・2層はタ　黒褐色と黒色の耕作土で，厚さはそれぞれ12～22cm，5～18cmである。

第3層は，極暗褐色の層で，新期テフラを含む可能性も考えられ，厚さは5～22cmである。

第4層は資　黒褐色の層で，第1層よりもやや色調が明るく　厚さは　～飢cmである。

第5層は，暗褐色の漸移層またはソフトローム層で，厚さは0～15cmである。

第6層は，褐色のソフトローム層で，部分的に確認され，厚さは0～10cmである。

第7層は．明褐色のハードローム層で，厚さは3～30cmである、〕

第8層は，明黄褐色のローム層で，姶良Tn火山灰を含むと考えられ，厚さは4～30cmである。

第9層は，褐色のローム層で，赤色スコリアが確認されることから，ここまでは立川ローム層と考えられ，

厚さは0～30cmである。

第10011層は暗褐色と黄褐色のローム層でタ　固く締まっている。層位が安定しているため，武蔵野ローム層

の可能性も考えられるが，この層から水が湧き出し，十分な観察ができなかった。厚さはそれぞれ0～27C恥　5

～25cmである。

第12層は，黄橙色の粘土層で，常総粘土層と考えられ，厚さは40cm以上である。

住居跡などの遺構は，第3層の上面で確認した．

調査Ⅱ区
19．8m－

19．0m－

18．8m－

第2回　基本士層図
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第3図　梶内向山遺跡調査区設定図
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第4図　梶内向山遺跡グリット設定図
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掘立社建物跡や柵列跡　布掘勘洗遺構　土塁などの施設は確認されていないが　第　号堀と　号堀の北東道の

覆土は内儀から流れ込み　第　号機の北西辺の南西欝　や南東辺の覆土は両側からのロームの流れ込みの堆積

′、ノ′′′言ノ　ノ、・カ・i：ノ、：・ソ∴∴′l’二　弓、′工、つ、′∴ノ、′　了鉦′ノ月一一∴㍉′∵／ノ　石′1・一シソー′ノ・一ノ、．ノ・ソ．）・，、．・

期の遺構が確認されて浴ないことなどから　一部に土塁状の盛　土が存在した紺能役　者えられる。

②　外堀

：ナ‾　　∴‾‾‾　工う、・，いく一

一‘三　1′－・′く　六′‥∴＼：。′；、　′　言‘・・く、′′つ／ノ、：つミ‥：男山・・一、言ノ、′了、一い再言l工，j・∵＼：右．一抹のノこ

田である。幅はほ～摘mで　北西側には第　号裾の南東辺と第　号土橋が位置し　その区域には本跡と同時期

の遺構は確認されてない．「、

重複関係　第　～　参酌号士坑　第1号不明遺構に掘　込まれている。
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規模と形状　堀は上幅7・0～7・4m，下幅6．4～6．8m言深さ40cmほどで，確認された長さは40mであり，N－520

－Eを指して直線的に延びている。断面形状は箱堀状を呈している。

覆土　4層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第4層にはロームブロックが中量含ま

れ，内側からロームブロックが流れ込んだ状況を示している。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　3　暗　褐　色　ローム粒子中量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片939点（杯類320，椀1，高杯5，襲・甑613），須恵器片8点（杯類4，蓋1，瓶1，

施1，要・甑1），土製品1点（不明）が出土している。これらの遺物は，覆土上層から底面にかけて全体的

に出土している。2・4は出土状況から本跡の廃絶時または廃絶直後のもので，内堀側から投棄または流れ込

んだものと考えられる。

所見　本跡は，舌状に延びた低台地の先端部を切断するように掘られており，居館の南東側を区画する外堀と

考えられる。また，覆土の堆積状況から，内側に低い土塁状の盛土が存在した可能性が考えられる。出土土器

から本跡は，6世紀後菓までは機能していたと考えられる。

」L17．8m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第5図　第1号堀・出土遺物実測図

第1号堀出土遺物観察表（第5図）

0　　　　　　　　　　　　10m

：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号種　別器　種U　径器　高底　径胎　 ．土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

1 土師器 杯 13，4 3．7 － 石英・砂粒赤褐 普通内・外面摩耗 覆土中 85％　PL36

2 土師器 杯 13．4 4．7 砂粒 にぷい符普通U縁部内・外面横ナデ，内面摩耗内壁際帽・底面90％　PL36

3 1二帥器 上不 ［12．2］（4．1） 砂掛雲母・スコリアにぷい橙普通U縁部内・外面横ナデ，外面摩耗覆土中 40％　PL36

4 須恵器 瓶類 （1．2） 砂粒
灰

深緑色相
普通底部へラ削り 内壁際下層10％

第3号堀（第6～11回）

位置　調査I区中央部K4a3～J5d7区に位置した北西部の外堀で，16m南東側は第2号堀の北西辺とな

り，その区域には本跡と同時期の遺構は確認されてない。

重複関係　第221・351号土坑に掘り込まれている。
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第6図　居館全体図
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規模と形状　上幅8．6～9。6m，下幅7．6～8．6m，長さは70mで直線的に延結∴N喜好㌧Eを指している。内

辺側中央部に位置する張り出し部の幅は，上幅5．0～6．0m，下幅4．7～5骨mと狭くなる。深さは，中央部から

北東部は70～80cmタ　南西部は30～80cmで，確認面が南西方向に傾斜するに従い浅くなり，断面形状は箱塊状を

呈している、、

本跡の北東側に外堀が延びることを想定してトレンチ調査を実施したが，地山は東側の湿地に向かって緩や

かに傾斜し学　堀はここで立ち上がることが確認された。南西側は撹乱が激しいために立ち上がりが明瞭には確

認できなかったが，南西側の確認面がタ　第2号堀南西辺の外辺の延長方向のライン上で西に向かって急傾斜し

ていることから，ここで立ち上がるものと推定される、、．

張柑出し部　堀の内辺中央部が外方に向かって，幅3m，長さ＝∴叡mの長方形状に突出している。張り出し部

の内部や周辺からは，橋脚跡などの出入りに伴う施設の痕跡は確認されていないこ、．

尊堂　4～5層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。中央部の覆土（駄目軋　第4層に

ロームブロックが中量含まれ，内側からロームブロックがより多く流れ込んだ堆積状況を示している。本跡の

北東側に入れたトレンチ（B）は，国中の第1層が黒褐色士，第2層が黒色土の堆積土で，第3層がローム層

の地山である。

土層解説A

l　黒　褐　色　ロームプロ、ソク微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

土層解説B
l　恒暗褐色　ローム粒J′・少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・炭化物少量

3　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

3　極暗褐色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

5　明　褐　色　粘土ブロック多量

遺物出藍状況　土師器片3，瞞2点（杯類467，手捏土器7，嚢e甑2，567，不明2扶　須恵器片110点（杯類99，

蓋針　短頸壷1瓶類日，士製品10点（球状士錘2，支卿8），石器2点（砥石），鉄淫5点が出土しており，

土師器片の中で底部片などから推定される個体数は杯独在，襲37点，甑8点である。これらの遺物は，張り出

し部周辺の覆土下層から底面にかけて多量に出土しており，張り出し部から投棄された出土状況を示している。

所凰　本跡は，舌状に張り出す低台地先端部の根元を区切るように掘られており，居館の北西側を区画する外

堀である。遺物の出土状況からタ張り出し部からの投棄が想定されるが，祭祀的な行為については不明である。

また，覆土の堆積状況から，内側の一部に低い土塁状の盛土が存在した可能性が考えられる。出土土器から本

跡は，6世紀後楽までは機能していたと考えられる、、

」L18伽

第　閑　第　号堀実測図糾
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第8回　第3号堀実測図（2）
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第9図　第3号堀出土遺物実測図（1）
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第10図　第3号堀出土遺物実測図（2）
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第11図　第3号堀出土遺物実測図（3）

第3号堀出土遺物観察表（第9～11図）

闘一矧268
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圃
番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 商 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

24 2 土 師 器 杯 13 ．7 5 ．3 － 砂 粒 に ぷ い 褐 普 通 口 緑 部 内 ・外 面横 ナ デ 北 東 部 床 面 8 0％　 P L 3 6

24 3 土 師 器 杯 1 2 ．2 4 ．8 砂 粒 にぷい赤褐 普 通 口縁部内 ・外面横ナデ，内 ・外面摩耗 北 東 部 床 面 8 0％　 P L 3 6

2 44 土 師 器 杯 1 2 ．3 4 ．3 － 砂 粒 に ぷ い 橙 普 通
口 縁 部 内 ・外 面 及 び休 部 内 面

横 ナ デ ， 底 部 外 面 へ ラ 削 り

中央 部 中 層

・下 層
8 0％　 P L 3 6

24 5 土 師 器 珂こ ［13 ．2］ 4 ．8 雲 母 ・砂 粒 に ぷ い橙 普 通 口縁部内 ・外面及び体部内面横 ナデ 南 西 部 下 層 50 ％

24 6 土 師 器 杯 13 ．2 5 ．3 長石 ・パ ミス 赤 橙 普 通 内 ・外 面 摩 耗 南西部中層・下層 75 ％　 P L 3 6

24 7 土 師 器 珂こ 13 ．0 4 ．4
砂 粒 ・パ ミ

ス
橙 普 通

ロ緑 部 内 ・外 面 及 び体 部 内面

横 ナ デ ， 底 部 外 面 へ ラ削 り
中 央 部 下 層 60 ％

24 8 土 師 器 杯 ［14 ．4 ］ （5 ．2） － 雲 母 ・砂 粒 にぷい赤褐 普 通 口緑部内 ・外面及び休部内面横ナデ 中 央 部 中 層 4 0％

2 50 土 師 器 鉢 ［16 ．2］ 12 ．3 6 ．0
長 石 ・石 英

・雲 母
に ぷ い 橙 普 通

口緑 部 内 ・外 面横 ナ デ ， 体 部

内 面 へ ラ ナ デ
南 西 部 下 層 5 5％　 P L 37

2 5 1 土 師器 小 形 壷 9 ．0 （ 6 ．4 ） － 砂粒 ・スコリア 浅 黄 橙 普 通 口 緑 都 内 ・外 面横 ナ デ 中央部上層・下層 6 0％

2 52 土 師 器 柑 （10 ．5 ） － 石英 ・パ ミス 明 赤 褐 普 通 頚 部 ・体 部 内面 横 ナ デ 中央 部 下 層 6 0％

2 53 土 師 器 小 形 壷 ［ 5 ．5］ （ 5 ．3 ） － 腫 ・パミス・スコ野 浅 黄 橙 普 通 口緑部内 ・外面及び体部内面横ナデ 中央部覆土中 40 ％

2 54 土 師 器 小 形 整 13 ．2 16 ．9 ［6 ．6 ］ 雲母 ・スコリア にぷい黄橙 普 通 ロ緑部内 ・外面横ナデ，休部内面へラナデ 中 央 部 下 層 60 ％　 P L 3 6

25 5 土 師 器 小 形 賓 14 ．6 （11 ．9） － 長石・石英・／くミス 明 赤 禍 普 通 口緑部内 ・外面楕ナデ，体部内面ナデ 中 央 部 下 層 4 0 ％

25 6 土 師 器 整 ［16 ．0 ］ 18 ．7 8 ．3 砂粒 ・スコリア に ぷ い橙 普 通 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 中 央 部 中 層 6 0 ％　 P L 36

2 5 7 土 師 器 聾 － （20 ．5 ） 7 ．0 雲母・槻 ・スコリア 橙 普 通 体 部 内 面 へ ラ ナ デ ， 輪 積 痕 北 東 部 床 面 6 5％

2 58 土 師 器 聾 ［18 ．8］ （18 ．5 ） 長石・石英・スコリア にぷい黄褐 普 通 口 縁 部 内 ・外 面横 ナ デ 中 央 部 下 層 4 0％

2 59 土 師 器 慧 19 ．6 （18 ．9 ） － 長石・石英・雲母 明 赤 褐 普 通 口緑部内 ・外面横ナデ，内面へラナデ 中 央 部 下 層 4 0％

2 60 土 師 器 斐 ［33 諸］ （3 3 ．3 ） － 長石・石英・スコリア に ぷ い 橙 普 通 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 中央 部 下 層 6 0％　 P L 3 7
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番号i 種 別 極 種陣 後極 高i底 径i 胎　 土 i色　 調i焼成i 手 法 の 特 徴　 恒鉦離日 償了頂

2飢恒 踊 澄 恒 0車 や中 の中 骨 糾ア褐　 普通　 縁部内0 滴横ナデ　 洩 綱 層i腑％ PL欝

262
巨 師器 回 的 車 中 纏 欝 の橙　 輌 霊 謡認 薗横ナデ 体部 中央部下層索 蜜

2損 十紬器 甑　 い せ日 蝕　 巨　 極 磯 欄 明赤褐　 普通　 那 内ヰ外商横ナヂ　　 洩 部中層 料 蒜

器4 須恵器 綱 つ　 恒 可　　 醜 さ窯蟻子 褐族　 良好 郷部内湖 面口璧 し 柄部覆餅 料 ‾

墾車蔓　橙序 きi 径 極 径極 量i 材　 質 i　 特　　　　　 徴 日 独溌 i 備　 考
邦　 球状土鐘い め鼠巨 の恒 諸 「服 ！ 土製 i摘ナデ 胎士に砂凝 極東部下層 極 ％ 甑

猫 球状土錘い さl 2ヵ9 恒 諸 「闘 士製 iタ桁毎へラ削娠始まに長石のパ ス 極史郎欄 護．輌％　㌘L鵬

聖顔㍉奥 長さ巨編　纏う 重量i 材　質 i　 特　　　　 徴　 ！出土位置 i 備　考
聖十轡‖恒噛巨痛 「諭 紹欝）　 凝灰岩　 踊鴫　 が細かい　　　　 北東部床面 i
聖」翫「極痛「蟻 「読 堅 ⊥ 塑 生 座 垂 二 二 二 二 「 「 嘉 ㌃ 「 蒜
聖」好子　巨行中 拍五千議 聖⊥曇堅」垂直二二二二二「市議議了蒜…‾
聖」那㍉恒痛い読辛気 拍可　 鉄製　 基部残存　　　　　　　 南西部下層 i渕％
堅守　劫巨　巨船可 訂十議 綾や扇　 鉄製　 茎部　　　　　　　　 極西部下層 i渕％

r．＿、、丁、内堀
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色士と黒褐色も褐色土を交互に積み上げて構築されておりタ締まりは極めて強い。これらはスロープ状施設

に接していることからタ同施設を拡張する目的で構築されたものと考えられる○さらにこれらの構築物を除去

すると，その下面から2良×1・3mタ306×2の2mの不整楕円形で，深さ10。30cmの掘り込みが確認された。これ

らの底面は皿状を皇し，壁面は緩やかに外傾している0この掘り込みの中に黒色土が堆積した後，突起状の土

壇部を作ったと考えられる。しかし，これらの構造物については不明である。

また，スロープ状施設の南東側の内壁部にはタ長さ10の6mの範囲で，5cmほどの厚さに粘土が貼り付けられ

た部分が確認されている。埋め込まれたロームの下面に暗褐色の堆積士が確認されたことなどから，堀が構築

された後に新たに掘り込まれた別の施設と考えられ，この部分だけが他の壁よりも堀の内側へ張り出している。

またタこの壁から2・6m離れた堀内に長蜘減m，短軸3。4恥深さ25cmの竪穴状の掘り込みが確認されている。

北東壁は存在しないが他壁は直立し，北東部では緩やかに傾斜する堀の底面と同一レベルとなる。この竪穴状

の掘り込みは，スロープ状施設の南東端部を掘り込んでいることから，堀が作られた後に掘り込まれた施設と

考えられる。

覆豊　堀の覆土（A～G）は3層から摘層に分層されタレンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第1号

土橋の北東側（A）と南西辺中央部（F）は黒色土や極暗褐色士の堆積だけであるが，第1号土橋の北西側（G主

第2号土橋の北東側（D主南西側（E）では両側からの流れ込みが認められ，スロープ状施設（B）と南東

側（C）では内側から褐色士や暗褐色士の堆積層が確認されている0また，突起状の士壇部（H命日では掛

15層がそれぞれ堀の堆積層でタその上部が積み上げられた士である○スロープ状施設の北側に入れたトレンチ

（K）では芦回申の第1層が黒褐色も第2層が黒色士の堆積士であり，第3層は地山である。

土層解説A

l　黒　褐　色　ローム粒子少量
2　極暗褐色　ロームブロック少量
土層解説B

l　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

土層解説C

l　暗　褐　色

2　極暗褐色
3　暗　褐　色

土層解説D

l　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

ローム粒子中量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子中量

炭化粒子中量，ロームブロック少量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，炭化物少量

ロームプロ、ソク・炭化粒J’・少量

土層解説E

l　黒　褐　色　焼土粒子・炭化物少量，ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子。炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子0炭化粒子少量，焼土粒子微量
5　褐　　　色　ロームブロック中量・炭化粒子少量
土層解説F

l　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
土層解説G

l　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　褐　　　色　ロームブロック多量
土層解説H

l　黒　褐　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量
2　褐　　　色　ロームブロック多量
3　極暗褐色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量
5　暗　褐　色　ロームブロック少量

6　褐　　　色　ロームブロック多量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量

5　極暗褐色　ロームブロック少鼠　炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量
5　褐　　　色　ローム粒子多量

5　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
6　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
7　褐　　　色　ローム粒子多量

8　褐　　　色　ローム・炭化粒子少量

6　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

7　窯　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
8　褐　　　色　ローム粒子中量

9　褐　　　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量
7　暗　褐　色　ロームブロック少量

8　黒　褐　色　ローム粒子少量
9　にぷい褐色　ローム粒子多量

10　暗　褐　色　ロームブロック中鼠炭化粒子微量

7　極

8　暗

9　明

10　黒

11黒

12　窯
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ロームブロック微量
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土層解説！

温　褐　　　色　ロームプロッタ多量

にぷい褐色　ロームブロック多量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量

－1黒　褐　色　ローム粒J’・少；－i：

5　褐　　　色　ローム粒子多量

（；暗　褐　色　ロー．－∴プロ・ソク中量

ア　黒　褐　色　ローム粒子微量

8　暗　褐　色　ロームプロッタ少量

土層解説J

l　橙　　　色　ロームプロ、ソク多量

にぷい橙色　砂質粘土中量

9　褐　　　色

摘　暗　褐　色

11黒　褐　色

且2　褐　　　色

鼠3　明　褐　色

摘　暗　褐　色

1う　黒　褐　色

ロームブロック多義

ロームプロッタ中量

ローム粒子微量

U－∴プロ・、′ク多量

しトー∴ブU・・・′ク多量

ロームブロック中還

しトー！、粒j′・微量

3　暗　褐　色　ロ…ム粒子中量資　廃土粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量　炭化粒子微巌

′　　　　、・′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾l　′・　　ヽ′ノ

′　　　　　．　　　　　　　　　　・　　　　こ　　　　　　　　　′　　　　　　　　　′′　　　　・　　　　′′′　　　　　　　　ノ′．　　　　　　．　ノ

ー　　　　　　　　′　　　　　　′‥′　′　　　　、、　　′ノ′′′　　　　　一　・′　　　　′、J　、．′　′　　　′一つノ　　　　′　′

′　′‥　ン′　′　ノ・一ノ．、・・・く：
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底面にかけて特に多量の出土が認められ，土橋部や内郭側から投棄された出土状況を示している。また資本跡

の南コーナー部の底面は学　第6号不明遺構によって掘り込まれ，そこに多義の遺物が投棄された状況で出土し

ているが，出土遺物は「⑤　堀内の不明遺構」の第6号不明遺構の解説で図示した。

新風　本跡昧　第103号堀の内側にあって，内部には同時期の住居跡が存在することから，これらを区画す

る内堀である。本跡の北西辺と南東辺には土橋が構築され，また，北東辺にはスロープ状施設がある。これら

は出入りに伴う施設と考えられ，第1号土橋と第2号土橋は線上に位置せず，外側からは互いを見通せないよ

うな構造を示している。出土土器から見る上6　摘中葉はこれらの施設だけであったが，華頭複葉にスロー

プ状施設の近辺に突起状土壇部や竪穴状掘り込み，粘土粘りの壁が構築され，北東側外部への出入りに利用し

たと想定される。またタ覆土の堆積状況から，外堀の内側や内堀の内側に低い土塁状の盛土が存在した可能性

も考えられる。調査された部分において祭祀的な施設は確認されていないが資出土遺物や遺物の出土状況から，

土橋やスロープ状施設の周辺，さらに南コーナー部で祭祀が行われたことが考えられる。

本跡からの出土土器は，6世紀後半のものが中心であ娠　世紀末柔から7世紀初頭の土器も出土している。

i i

1 1 2

t

⑳一◎

1 1 9

◎ 1琶9　 ◎

1 2 7　　 1 2 4　　　　　　 日

旦 18°4m　　 132 ㌔126 120 鞋 127 4 30
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123　133　　　　　　　　129

113　116　　　　　　　　110　122　121　　　　　　　　131
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また，5世紀後葉から6世紀前葉の土器もごくわずか出土しているが，この時期の住居跡は内郭には1軒のみ

検出されているだけで居館の外縁部にも確認されておらず，しかも主軸方向は本跡の長軸方向と200もずれて

おり，これらの土器は混入したものと考えられる。また，遺物の大半が覆土下層から底面にかけて出土してい

るが，居館に伴う住居跡の土器と時期が一致している。従って，本跡の時期は，6世紀後半には構築され，6

世紀末葉から7世紀初頭まで機能し，住居跡群の衰退期には機能を失いつつ埋没したと考えられる。

÷一

4m

』＝≡二一二i二二二二土．

－26－
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第18図　第2号堀出土遺物実測図（1）
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第19図　第2号堀出土遺物実測図（2）
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第20図　第2号堀出土遺物実測図（3）
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第21図　第2号堀出土遺物実測図（4）
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第22図　第2号堀出土遺物実測図（5）
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第24図　第2号堀出土遺物実測図（7）
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第25図　第2号堀出土遺物実測図（8）
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第26図　第2号堀出土遺物実測図（9）



第27図　第2号堀出土遺物実測図㈹
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第28図　第2号出土遺物実測図（11）
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第29図　第2号出土遺物実測図的

第2号堀出土遺物観察表（第18～29図）

三

［⊃
0　　　　　　　　　　5cm

：　　：　　」

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　ゐ　特　徴 出土位置 備　　 考

5 土師器 杯 ［12．2］ 5．4 － 長石・スコリア 橙 普通 口緑部内・外面横ナデ 1号土橋北東上層 55％　PL37

6 土師器 杯 ［12．6］ 5．1 － 雲母・砂掛スコリア 明赤褐 普通 口緑部内・外面横ナデ，内面摩耗 同底面 55％　PL36

7 土師器 土不 12．2 5．2 － 長石・スコリア にぷい橙 普通 口緑部内・外面横ナデ，内・外面摩耗 同下層 95％　PL37

8 土師器 珂こ ［13．0］ 4．3 － 長石・スコlけパミス にぷい橙 普通 内・外面摩耗 同下層 60％　PL37

9 土師器 杯 ［14．7］ 7．0 － 雲訃スコリア・パミス 橙 普通 内・外面摩耗 同下層 50％

10 土師器 杯 ［12．3］ 4．8 － 砂掛スコリア にぷい橙 普通 口緑吾β内・外面横ナデ，内面摩耗 同底面 60％　PL38

11 土師器 杯 ［12．2］ 4．4 － 砂粒 灰褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 同底面 50％

12 土師器 巧こ 14．3 6．0 － 長石・石英・砂粒 にぷい赤褐 普通 内・外面摩耗 同底面 60％　 PL38

13 土師器 杯 12．8 4．4 － 長石・雲掛スコリア 赤褐 普通 内・外面摩耗 同下層・底面 90％　PL38

14 土師器 杯 ［13．0］ 5．1 － 長石・スコリア にぷい橙 普通 口緑部内・外面横ナデ，内面摩耗 同下層 40％

15 土師器 杯 ［12．2］ 4．9 － 石英・雲母・スコリア にぷい橙 普通 ロ緑部内・外面横ナデ，底部外面へラ削り同下層・底面 40％

16 土師器 杯 ［12．5］ 4．4 － 長石・雲母・スコリア にぷい褐 普通 口緑部内・外面横ナデ，内面摩耗 同下層 80％　PL38

17 土師器 杯 12．9 4．9 － 砂粒 にぷい赤褐 普通 内面摩耗 同底面 65％　PL38

18 土師器 杯 ［13．6］ 4．7 雲母・砂掛スコリア にぷい橙 普通 口緑部内・外面横ナデ 同下層 50％　PL38

19 須恵器 蓋 ［14．4］ 3．9
長石・砂粒・

パミス
灰 良好

天井部2段の回転へラ削り，

天井部とロ緑部の境・口緑端

部内面に沈線巡る

同底面 40％　PL38

20 土師器 椀 12．6 8．7 6．2 長石・石英・雲母 橙 普通 内・外面摩耗 同下層・底面 85％PL38 煤

21 土師器 柑 （7．8） 3．0
長石・石英・

砂粒
橙 普通 内・外面摩耗 同覆土中

90％ 外面・

口緑部内面

赤彩痕

PL38

－39－



番号　種 別　霹 種恒 径極 高 底 径　胎　 土　色　 謂 焼成　 手法の特徴　　 出土位置　 備　 考

霊　 土師器　 違 い 可 鋼の1 巨 中 砂粒　　　　 普通 磯部内湖面械ナデ　　　　 擁％PL謎

器　 須恵器　 施　　 恒 可　　 窯色粒子　 灰　　 良好体部内濁商ロタロナデ　 恒底面　 極％

銅　 土師器　小形婆　綱 目 0日 ・4　長石や雲母　 橙　　 普通　 縁部内朋 横ナデ　　 岡庭南　 極％PL諏

翫　 土瞞　 嚢　 鵬 い せ　巨 中 摘勝糾車 ぷい褐 普通　 縁部内濁面積ナデ　 恒 層　 極％

邦　 土師器　 整 恒痛 い か　巨 中 石英磯 恒 い橙 普通恒 摘摩耗　　　 恒 層の底面鵬

2　 土師器　 嚢 巨 も　恒 項　 i長石磯 雲母恒 い橙 普通　 縁部内朋 横ナデ　 恒 層を底面極％

錆　 土師器　 餐 恒 e中 凍i i 舶 コ可 橙　 普通　 縁部内湖面横げ　 恒 層e底中 ％

餅 巨 師器　小形婆恒 の中 の可　 ！長石瀞 純 明赤褐　 普通　 縁部内の摘桟ナデ　 恒 層　 極％

諏　 土師器　 甑 恒 e車 6日　 の中 妙齢 コリア 橙　 普通極 部醐紛 デ働 癖へ郷 綱 層　 恒％

凱　 土師器　 甑 い せ中 掴0時 捕 縄をスコリア 舶 褐　 普通　 舶内爛 横ナデ酒瓶 醜恒 層や底中 ％PL諏

崇　 土師器　 甑　 飢両 雄も日　 中 長石を雲母恒 い橙 普通　 縁部内朋 横ナデ　　 礪 南　 極％㌘L諏

3 恒 師器　 甑 巨 両 雄の7 恒 の中 長石磯 醜 褐　 普通　 舶内朋 積丹滴朋 蠣 礪 南　 極％㌘L諏

凱 巨 師器　 甑 巨 の中 鋼の可　　 礫の石英　 橙　 普通　 嫁部内ゆ摘横げ　 恒 層場面巨・％

虫 曇 墾 ⊥ 旦 ⊥ ニ⊥ 璧 吐 ニ J 率 「 「 嘉 茹 薄 可 遠 部内をタ摘ロタロげ　 恒 層　 巨％

深い 師器　 種 目 や畑　 のl i i雲母やスコ腔 橙　 普通 内灘面摩耗　　　 擁ナ 欄恒 ％㌘脳

淵恒 師器 恒 つ 且の畑　 中　 極右碓雲母恒 い橙 普通　 舶 内灘輌ナデ外滴耗北西辺底面恒％PL諏

罰　 土師器　 塚 目 可　 の5 i　 雲母磯 恒 い橙 普通恒 摘摩耗　　　　 北西断 層極％PL諏

購　 土師器　 棒 極細 恒 の　 序掛スコ贈 橙　　 普通恒 摘摩耗　　　　 北西辺下層極％

射 巨 師器　 種　目 の　恒 可　　 輝 スコ贈 橙　　 普通　 縁綱朋 横ナデ滴鵬耗同種土中　 腑％

可 土瞞 i 捧 巨般 車 対　 極掛スコ贈 橙　　 普通恒 摘摩耗　　　 極商運一一一首・㌻層 購％

購　 土師苦　 杯　 鵬 巨 中　　 長石磯　 橙　　 普通　舶 内朋 横ナデ滑植耗恒 漸層恒％

舶巨 師器　 椀 巨 の　巨 の中　 も中 砂粒　　 浅黄　 普通　舶内朋 及翻部痛積丹恒穫土中　極％PL購

張 恒 師若　 槻 器巨 め扇巨 中 細 恒 瀞 醜巨ぷ齢橙 普通　 縁部内濁商機ナデ　　　　 極％

購巨 師器　小形聾　　 恒 ゆ扇巨 中 砂掛スコリア赤褐　 普通休部浦へラ削　　　 恒 湖 中 ％

可 ザ 墜 十 斐 巨… 恒摘 巨 可 妙齢 コ悍 橙　 普通　 縁部内朋 榛ナデ　　 離如魂頼 ％

48　 土師器　　 碧　 ［且8eS］紹凄　　　　 教義着き石英　橙　　　 普通　目線部内e外商横ナデ藩部滴へラ痕　離如上鵬面　諏％
姻 巨 摘　 棒 巨 可　 両　 極榔 招 橙　　 普通　 縁部内朋 横ナヂ　 恒 購際欄極％PL購

粥　 土師器　 棒　 は中　 の3　　　 長石撒 鍋 にぷい褐 普通 欄部内朋 横ナデ藩朋 醜 描瀾 綱 鵜％PL購

51 土略　 称 12・2　 4・5　　 砂粒　 頼 褐　 普通 語 票，㌶ 票 荒 海孟義謡 縮 ％㌘L購

可 土瞞 ！塚 巨捌 月 摘 「 つ 砂掛スコリア恒 減橙普通　縁錮朋 横ナデ滴朋 摩耗巨機 軸極％

5 巨 師器　 塚 目 も　巨 中　 序母8スコリア恒 い橙 普通　舶醐桶ナデ潮胴へ丹恒 騰際欄 i鋪％

土師器　 中 車 のO i 雲母の槻 灰黄褐 国 語 票9 謡 禁 等 面 同産土中 ト％

55　 十師器　　 林　　 は・8　　 うつ　　　　　 五姓・剖・帖　 明赤褐　　 普通　＝綾部外面植ナチ両肘柚へラ削り1ご一斗訂頼日計軌
舗　 土師器　 球 目 可 摘 ！　 拓榔 頼 橙　　 普通　 縁部内朋 横げ 滴面醜 恒 纏際下頼 ％ PL購

欝　 土師器　 塔 日 の目　 可　　 石英8砂粒　 赤褐　 普通 臓 酬 摘横棉 細 浦へラナデ匪 般痛 棒％

猶 巨 師器　 鉢 巨 の中 可　 恒 石英磯 明褐　 普通　 縁馴 朋 接げ　 恒磯 酎中 ％ PL購

5年湖中掴巨日航巨可紆鍋恒瀾恒腰豊㌶霊昔鵠㌫譜鶴甑
佃　 士師器　 手相士器　 …　　 信0　　寸・7　 砂粒・バミス　明褐　　 不良　休部外面ナデ，内面へラナデ 1ニー当ふ叛吊70％　PLJH

61 須恵器　 旗　 9の5　 鉦 1　 長石のパミス 赤灰　 良好 悪霊謡 警孟義舶 部研凰 霊誓 み 鵬％ PL購

寝 巨 師器　 鉢 恒 04車 両　 の6　 脾 パ中 礪 褐　 不良 舶醐 面積丹蘭 欄 鵬 痕恒 般鵬中 ％

砧　 士師器　 小彬壷　　　　 ぐ川・8）　 7・2　 品・冊十ミ1 にぷい樟　普通　底部外面へラ当て痕　　　　 小冊汗ふ十丹目し粧％

根　 上帥器　 小形幾　 は宜　 行誹　 ・0　 長五五英・榊圭　にぷい橙　普通　休部外面筋状研磨痕　　　 1二一㌦王宮豆「洲％　PLlり

桁 巨 師器 棒 形嚢巨 の0 日 可　 も　恒 篠 砂中 麦黄橙 序良恒嫁部内面積ナデ，轡 鍼 巨欄 機 中 縮 甑

聖 上攣 堅⊥ 旦」 曇土 山聖 斗 二「西 元嘉 「首 ‾「 普通　 縁部内朋 桟げ 湖面醜 同覆土中　 極 ％

・一一一u、一一‘．′′1（）l“一一1一．．．



番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

67 土 師器 婆 19 ．7 （25．9） － 長石 ・有 英 にぷ い橙 普通
体 部内面へ ラナデ痕，内・外 面

摩耗

スロープ施設北

西下層・底面
40％

68 士師器 聾 ［18 ．2］ 31．0 8 ．3 長石・石卦 雲母 にぷ い橙 普通 外面摩耗 粘土貼壁際下層 65％　 P L 4 1

69 士師器 聾 ［21．0］ 35 ．1 8．2 砂粒・スコリア にぷい橙 普通 目線部 内・外面横ナ デ スロープ般北鵬面 50％　 P L 4 1

7 0 士 師器 婆 は8．2］ 36．9 7．2
長石 ・石英 ・

雲母 にぷい褐 普通
日縁部内 さ外 面横ナデ，体 部内

面へ ラナデ

スロープ施設北

西下層・底面
70％

71 士 師器 聾 1告 5 （7．6） － 長石・石英∴砂粒 にぷい橙 普通 目線 部内 ・外 面横 ナデ 方形擦り込み下層 20％

72 士師器 甑 19 ．0 1 3．4 2 ．8 長石 ・雲母 赤褐 普通 日経 部内・外面桟 ナデ スロープ般北鵬面 45％

73 土師器 甑 19 ．4 1 6．3 4 ．3 長石・石製 雲母 にぷ い橙 普通 目線部内・外面桟ナデ，外面摩耗 スロープ般北鵬 面 95％　 PL 41

74 土師器 甑 19．7 15 ．2 3 ．8 長石塙英l醜さパミス 橙 普通 ロ舶 輌摘横ナデ，体舶滴へラナデれ桶舶 スロープ施設北西緬 80％　 PL 4 1

75 土師器 甑 21．1 26 ．3 7．7 長石・スコリア にぷい褐 普 通 目線部 内・外面横ナ デ スロープ般北西欄 60％　 P L 4 2

7 6 土 師器 甑 ［24．4］ （19 ．6） － 長石 ・石 英 にぷい橙 普通 目線部朴外面横ナデ，僻的面へラナデか スロープ般北鵬面 20％

78 土 師器 林 ［13 ．4］ 5．4 － 石英り ミヾス 橙 普通 目線部内 ・外 面横 ナヂ 東コーナー部下層 50％　 PL 4 1

79 士師器 高林 11 ．リ 10．0 7 ．7
長石 ・石英 ・

ス コリア
橙

普通 i
内・外面摩 耗 同中層

80％，一部に赤

彩残る　 PL41

80 土師器 聾 － 14 。4 （7 ．0） － 長石 ・石英 にぷ い橙 普通 内・外面摩耗 同底面 20％

81 土師器 婆 ［22．8］ （7 ．5） － 長石 ・石 英 にぷ い橙 普通 内 ・外面摩耗 同底面 10％

82 土 師器 襲 ［19．2］ （14 ．5）
－
長石・石卦 ス

コリア・バミス
にぷい褐 普通

口縁部内・外面横ナデ瀾 部外面へラ

ナヂ後横ナデ，体部内面へラ当て痕
同下層 10％

83 土 師器 聾 ［18 ．7］ （10．2） － 長石・パ ミス にぷい褐 普通 口嫁部か外面横ナデ濾部外面へラナデ 同下層 15％

84 土 師器 襲 ［19 ．9］ （24．0） － 長石・石卦スコリア にぷい褐 普通 目線 部内 ・外 面構ナデ 同下層 30％　 PL 43

85 土師器 杯 11 ．8 4 ．7 － 石英・パミス にぷ い橙 普通 口縁部内・外面横ナデ，内面摩耗 同底面 90％　 PL 42

86

，

土師器

l

林

】

12．8

l

4 ．2

l l

長石 e 石英 にぷ い褐 普通 目線部朴 外面横ナデ，底部外面へラナデ 同底面 95％　 PL 42
l

8 7 士師器 杯 13．0 （4 ．7） － 長石・石英・雲母 にぷい赤褐 普通 目線部外両横 ナデ，外 面摩 耗 同底面 70％　 P L 4 2

8 8 土 師器 杯 13．0 4 ．6 － 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通 底部外面へ ラナデ 同底面 95％　 P L 4 2

8 9 土 師器 林 ［13．0］ 6．0 － 長石・パ ミス にぷい橙 普通 体 部内面へ ラナデ，外面摩耗 同底 面 50％，煤付着

90 土師器 杯 14 ．2 （4．4） － 長石リ ミヾス 明赤 褐 普通 目線部内・外面横ナデ，底部外面ナデ 同底 面 80％　 PL 4 2

9 1 土師器 杯 12 ．7 （4 ．6） － 砂粒 にぷ い橙 普通 目線部朴 外面及び体部内両横ナデ 同底面 70％　 PL 43

92 土師器 林 13．2 4 ．7 － 砂粒 灰褐 普通 口縁部内・外面及び体部内面積ナデ 同底面 55％

93 土 師器 椀 12．6 8 ．5 7．5 砂粒・スコリア 赤 普通 目線部朴 外面横ナデ，底部外面へラナデ 同下層 80％　 PL 43

9 4 土 師器 手捏土器 3．3 3 ．9 5．1
長石 ・パ ミ

ス
黄褐 不 良

体部外面ナデの後に一条の沈線，体部・底

部内面指頭庄痕，底部外面へラ削り 同下層 100％ P L 4 6

9 5 士師器 手捏土器 9 ．8 5．1 4 ．4 パ ミス にぷい橙 普通 口縁部内・外面及び休部内面横ナデ 同底 面 75％　 P L 4 7

96 土師器 手控土器 ［9 ．5］ 4．5 5 ．0 長石・パミス にぷ い橙 不良 朴外面ナデ，体部外面下位へラ当て痕 同下層 ・底面 50％

97 土師器 聾 ［17 ．4］ （7．4）
－ 長 石 ・石英 赤褐 不良 目線 部内 ・外面 ナデ 同底面 10％

98 土師器 甑 ［24 ．8］ （22 ．3） － 雲訃砂粒スコリア 橙 普通 口射 的 側面横ナデ，外面筋状のヘラ痕 同下層 20％

99 土 師器 林 ［12諸］ 4 ．7 － 長右 ・有 英 にぷい褐 普通 底部外面 へラナデ 緒土橋北東覆土 45％

100 土 師器 杯 15．0 5 ．4 － 長存 石英・雲母 赤 普通 口緑部内・外面横ナデ濾 部外面へラ削り 2号土橋北東下層 70％　 PL 4 3

1 0 1 須恵 器 杯 ［10 ．0］ 5 ．1 － 長石リ ミヾス 灰 良好 底部外面 回転へ ラ削 り 2号土橋北東下層 30％　 P L 4 3

1 02 土師器 手捏土器 2 ．6 2．5 － 長石・パ ミス にぷ い橙 普通 内 ・外面 に指頭庄 2号土橋北東下層 95％

10 3 土師器 手捏土器 ［7 ．3］ 7．9 － 長石・．ヾミス 明赤褐 不良 内・外面 ナデ 2号土橋北東底面 40％　 P L 4 6

10 4 土師器 柑 ［7 ．6］ （9．3） － 石英 ・砂粒 橙 普通 内・外面摩耗 2号土橋北東覆土 20％，赤彩残

105 士 師器 ここ土ご婁 ［12．8］ 21．3 〔7 ．8］ 長石・石英リヾミス 浅黄橙 普通 口緑部朴外面横ナデ，休部内面へラナデ 2号土橋北東底面 50％

106 土 師器 甑 ［23．4］ 28 ．2 8．6 砂粒 にぷい褐 普通 目線部内・外面横ナデ，体部内面へラナデ 2号土橋北東底面 70％　 PL 43

1 09 土師器 林 ［lL 8］ 4 ．7 － 雲計 スコリア にぷい橙 普通 体酢 底部外面研ぎ臥 内・外面摩耗 2号土橋南鵬 面 60％

‖0 土師器 杯 12 ．5 4．7 － 石英 ・雲母 にぷい橙 普通
口縁部内・外面横ナデ，休部内面へラナデ

後横ナデ，底部外面へラ削り後へラ記号
2 号土橋南

西 際上層
95％　 P L 4 2

11 1 土師器 林 13 ．0 4．3 － 石英・パ ミス にぷ い褐 普通 目線部内・外面梯ナデ，底部外面へラ削り 2号土橋南西下層 75％　 P L 4 3

11 2 士 師器 林 ［12．8］ （4 ．7） － 有薬・バミス にぷ い褐 普通 目線部内堺南棟ナデ郎 陶面へラ削り 同下層 60％　 PL 4 2

－41－



番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

H 3 工帥器 林 ［12．0］ 「れ郎 － 長石 ・有薬 にぷい橙 普通 目線 部内・外面植ナ デ 同下層 購％

114 士師器 林 12．3 6 ．8 － 砂粒 浅黄 普通 目線部内朝痛 及び体部内両横ナデ 同中層 65％

H 5 士師器 林 14．3 4 ．9 － 長石 ・石英 にぷい黄褐 普通 外面摩耗 同下層 70％

11 6 士師器 林 13諸 5 ．0 －
雲母 ・砂粒 にぷい橙 普通 目線部外面横ナデ適 部外面へラ削り 同下層 70％　 P L 4 2

H 7 士師器 林 14 ．1 4 ．8 … 長石 ・石英 にぷい橙 普通 外面摩耗 同下層 60％，煤 PL43

H 8 土 師器 林 白5．6］ 5．5 － 長石 ・石英 浅黄橙 普通 底部外商へラ削 り，内。外面摩耗 同中層 40％

H 9 土 師器 椀 D l。8］ （7．5） 一 長石。パ ミス 暗赤褐 普通 口縁部朴 外面及び体部内面横ナデ 同中層 35％

120 士 師器 小 彬鉢 11．5 7．6 7 ．0 石英・パ ミス 浅黄橙 普通
目線部 内 を外 面及 び体 部上半

楯 ナデ，休部外 面へ ラナデ
同下層 70％　 PL 44

1 21 士 師器 鉢 13 ．0 9，2 5 ．7 砂 粒 にぷい褐色 普通 目線 部内・外面 植ナデ 同工屑 80％　 P L ＝

122 士 師器 鉢 14 。7 1 1．1 8 ．5 長石 ・右奥 暗赤褐 普通 目線部か外面横ナデ，底吾腑面へラ削り 同工屑 100％ PL 44

1 23 士師器 高林 － （4 ．3） ［6 湖 長石 ・有薬 にぷ い橙 普通 内・外面摩 耗 同 車屑 50％

12 4
！
士師器 手捏土器 5 ，0 3 ．3 3 ．4 長石0パミス 明赤褐 不良 内・外面指頭圧痕 同底面 100％ PL 4 6

12 5 士師器 小彬林 10 ．0 6 ．2 － 石英り ミヾス 黄橙 普通 日録部朴外面横ナデ，底部外面へラ削り 同中層 90％　 P L 4 4

12 6 土師器 小形婆 13 ．5 13 ．8 5 ．6 砂粒・スコリア 淡赤橙 普通 目線部内湖面横ナデ遽 部外面へラ削り 同下層 60％　 P L 4 4

12 7 土師器 嚢 ［20．3］ （13 ．1） － 長石・石卦 雲母 にぷい赤褐 普通 内 ・外面摩 耗 同上層 15％

12 8 士帥器 襲 20．9 （10 。1） － 長石さ石卦雲母 にぷい褐 普通 目線部 内・外面横 ナデ 同工屑 ・中層 20％

12 9 土師器 聾 19．4 29 。3 8．2 石卦砂掛スコリア 黒褐 普通 口縁部朴 外面横ナデ，内。外面摩耗 同中層～底面 60％　 P L 4 5

13 0 士師器 婆 21．6 30 ．8 8．6 長石・石敷スコリア にぷい褐 普通 目線部 内・外面植ナ デ 同底 面 70％　 P L 4 4

封 士師器 甑 20．8 19 ．5 6．5 長石 ・石英 にぷい橙 普通 目線部内 ・外面楯ナ デ 同下層 80％　 P L 4 5

13 2 士帥器 甑 26．4 26 ．8 1 2．2 砂粒 にぷい橙 普通 目線部内・外面碩 ナデ，内面ナデ 同上層～底面 70％

13 3 1 土 師器 甑 i 26 05 1 27・8 ［ 9こ5 砂粒 ネコリア にぷい黄橙 普通 目線部内 ・外面横ナデ 同下層 ・底面 70％　 P L 4 5

13 6 士 師器 聾 ［20．2〕 （2L 郎 － 礫・長石・石英 にぷい橙 普通 目線部内 ・外 面横ナデ 南西 辺底 面 30％

137 士 師器 聾 22．3 8．3 － 長石積弊雲母 にぷい褐 普通 目線部内 ・外 面植ナデ 南西 辺底面 30％

138 土 師器 林 13．5 4．5 － 長石 ・右奥 にぷい赤褐 普通 日録部朴外面横ナデ亨底部外面へラ削り 南西辺底 面 95％　 PL 44

1 39 土 師器 嚢 ［18 ．0］ （27．5） － 雲母 にぷい橙 普通 口緑部内湖面横ナデ，体部内面へラナデ 西コーナー部緬 60％　 PL 45

1 40 土 師器 婆 20 。0 （22誇） － 礫・長石・右奥 橙 普通 目線 部内 ・外面 横ナデ 南西辺底 面 60％　 PL 46

1射 土 師器 甑 ［27 4 ］ （20．0） … 長石 ・石 英 にぷい赤褐 普通 目線 部内 ・外面横 ナデ 南 西辺 底面 30％

142 士師 器 林 12 ．0 4′．8
－ 長石 ・石 英 にぷい黄橙 普通 日録部内・外面横ナデ，朴 外面摩耗 1号土橋南鵬 面 70％　 PL ・1・1

14 3 土師器 林 12 言 4 ．7 －
長石・石英6ス

コリア・バミス
橙 普通 内・外面摩耗 同下層 ・底面 70％　 PL 45

14 4 士師器 林 ［12 。7］ 4 せ5 － 長石 ・石 英 にぷ い橙 普通 底部外面へラ削 り，内・外面摩耗 同底面 ㈹％

145 土師器 林 13 ．3 4 ．6 － 長石・石 英 橙 普通 底部外面へラナデ，内・外面摩耗 同下層 60％

14 6 土師器 杯 ［12。5］ （4 。3） － 長石・石英濱母 にぷ い橙 普通 底部外面へラ削 り，内・外面摩耗 同下層 40％

14 7 士帥器 林 ［H 湖 5 ．2 － 石英・パミス 橙 普通 底部外面へラ削 り，内さ外面摩耗 同下層
60％，底部

外面煤 PL45

14 8 ！ 土師器 球 15。5 5 。2 － 長存石英りギミス 明赤褐 普 通 内 ・外面摩耗 同下層 70％　 PL 4 5

14 9 須恵器 高塚 は3．1］ 9 ．8 「10．01
長石ヰ石英・パ

ミス・黒色粒子
灰 良好

3窓，林 部内 面・脚 部外 面 に 自

然寒由の剥 落痕
同底面 40％　 PL 4 6

15 0 士 師器 手捏土器 4諸 3 ．8 3．2 長石 ・石英 にぷい黄褐 不 良 内 ・外 面指頭圧痕 同底面 100％ P L 4 6

15 1 士 師器 手捏土器 5。3 4 ．8 6．0 長石 ・有英 橙 不 良 休部 ・底部外面へ ラナデか 同下層 川0％ P L 17

15 2 土 師器 手捏土器 9．6 7 5 ［5。1］ 長石l石をパミス 赤褐 不 良 体部外面棒状の工具による削 り 同底面 80％　 P L 4 7

15 3 土 師器 小形 嚢 14．0 11．7 6。5 長石・石卦スコリア にぷい褐 普通 口緑部内・外面横ナデ，底部外面へラ削り 同底 面 70％

154 士 師器 餐 15．1 17．8 7．2 長石・パミス・スコ樟 浅黄橙 普通 目線部朴 外面桟ナヂテ内e外面摩耗 同底 面 70％　 P L 4 7

15 5 士 師器 聾 ［16。6］ （12．0） … 長石・石英・パミス にぷい橙 普通 目線部内 ・外面植ナデ 同底 面 10％

156 土 師器 鷺 ［13．0］ （10．5） － 長石・石敷スコリア にぷい橙 普通 目線部内 ・外 面横ナデ 同下層 15％ 、

157 土師器 ＝土こさ笠E ［16 。2］ 26．8 ［7 ．4］
石英 ・砂粒 ・

ス コリア
橙

赤　 i

普通 ロ縁部内 ・外 面横ナデ 同底 面
70％　 体部

外面煤 PL47

1 58 土師器 甑 16 ．4 11．1 3 ．8 長石・石英・パミス 普通 体部内面摩耗 同下層 ・底面 70％ 煤 PL47

一一一42一一



鵬　 種 別 極 穫 沼 郵 券 高極 径恒陰　 土 色　 姉 繍 手　法　の　井　微 出土位置 i 清　 孝

蟻　　 土師器　　 甑 墾 ‖ 汎‖ 告年 恒 酢 読 赤褐 i普通 ＝緑加中外面積ナチ減・外面摩耗 同底面　 巨8％ PL45

番号 器　 穫 長 さ　 径　 極 径 重 量　 材　 質　　　 特　　　　　 徴　　　 出土位置　 備　 考

36 球状土錘　 滅 恒 温 巨 中 鵬　 土製 ！滴へラ削娠 胎土に砂粒をパ ス　 恒 土凱断層極 ％

TT 撃 墜 士 聖 ⊥ 聖 ⊥ 聖 ⊥ 聖 止 二 重 ＝ 蓬 車 重 重 車 重 を 子 年 「 笹 遠 遠 市 議 高 遠

lH0 劇太土縫い の中　 07 恒 を7 日 を中　 土梨 i浦摩耗 胎士に石英き繍　　 恒 土橋柄下層恒 ％ PL消

那中幕　穫車上項　 編遠　軽 き 重 義i 漸　 質 i　 特　　　　 徴 出土位置 i 備　 考
摘　 切子圭 恒 の　巨　 巨 2 加 日　 本製　 極離 彿 一部欠損 覆土中　 恒％　 ㌘L閥

項　 攣隼 恒 牛 巨 日 用 独 酌　　 凝灰岩　　砥商　海　上部に貫通乳 根輌璃土中 ％　 PL礪

亘　竪穴住居跡

第　号健腰妙　策渕◎別図）

位置　調査　区南東部の監5掴匪　第　号土橋の内側正面に摘耶撒ほど離れて位置し若折る。

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

もほぼ直立している－

・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　　′　　　　　　　　′　　　　′　　ノ

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′　　　　　　′　　り　∵　　　　　　′　　　　　　′

′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　、‘　ノ　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　ノ　ノ

′　′′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′

′　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴　′　′　　　　　　　　　′ノ　　　　　　′

竃土層解説

暗赤褐色　焼士粒子の粘土粒子あ砂粒微量　　　　　　　　　　　　　　　黄　褐　色　砂粒中鼠　炭化粒子少量

ご　暗赤褐色　焼仁7、’し上′ケ′描＼Lトームプロ、・・・ク・尉ヒ粒J∴粘上粒j∴砂粒裾Il：7　褐　　　色　ローム粒j’・・炭化粒自微量

：j　暗赤褐色　焼L斗1子・ロームプロ、ソク・尉ヒ物・砂粒微量　　　　　　　8　褐　　色　焼「プロ∵ク少結　ローム粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子や粘土粒子や砂粒の灰微量　　　　　　　　　　　9　暗赤褐色　焼土粒子多義夕砂粒中量夕炭化物微量
1　暗′ホ褐色　砂粒′吊iH Lトームプロ、ソク・一b＝二ブし「リク・尉ヒ粒J’－・粘上プロ、ソ打微量

′　　　　　′　　　ノ　　　　　　　　：′′　′　　　　　　′′ニ′、．　　　　　′、一　　　　　　　．　、′　ソ．

の正面に位置しており，出入り口施設に伴うピットである．、、

、　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　′　　　　　　　ノ　　′　、　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　・、

し，壁は外傾して立ち上がっている．、．

貯蔵穴土層解説

ヱ　暗　褐　色　ローム粒子少農学　焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子0廃土粒子の炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　窯　褐　色　ローム粒子を炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック微量

（i　視　　　色　ロームプロ、ソク中量

覆土　7層からなり．レンズ状の堆積状況を示した，自然堆積である、－1．

土層解説

l　暗　掲　色　ロームブLJt・ノノク・炭化粒Jつ投量

？　暗　視　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク微量

：う　褐　　　色　ロームプロ、ソク申［－ti二

・l　裾　　　色　ロームプロ・ソク少結　焼吊llイー・炭化粒自散量

5　掲　　　色　ローー∴プロ、ソク少量∴　焼日章「微量

6　暗　褐　色　ローム粒子少量　炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　′　　　、　・

′　　　　　　　　　　　　　　′　・∴　　　　　　　　　　　ノ　　　　　、　　　′

－1．．11二王3－11一一1－－－－



である。これらの遺物はP2・P3周辺の覆土下層から床面と，Pl周辺の覆土上層を中心に出土している。

出土状況から，161の手控土器，162・164の土師器杯，170の土師器甑は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡は，主軸方向が内堀の長軸方向と概ね一致しており，堀を意識して構築された居館を構成する施設

である。本跡の時期は，出土土器から6世紀後菜と考えられる。

第30図　第1号住居跡実測図

－44－

＿L18．6m

営

0　　　　　　　　　　　　　2m
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J

161

第31図　第1号住居跡・出土遺物実測図

－45－
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′　　　′、、　　　　　　ご

鵬車針中潅種桓径器可底径胎　二項色　調i焼成i 手法の酢散　こ恒朗潤い清　孝

蟻　士瞞序研恒すi 可 描きパ中繍　普通　船舶涌ナデ湖面へ渦中東壁鵬面鵬㌘L舶

腰上飾露「捧「胴4可 長石藩英　浅黄　普通匪摘摩耗　　　　 貯蔵究上層極％㌘L媚

蟻　土師器　堵　恒の幻線可 締紳輔こぷい橙普通　縁部内の摘榛ナデ　北部下層　極％

捕獲　土師器　捧　恒滅3可 長石0パ′ス舶褐　普通匝網棚楼細浦へ郷貯蔵榊層鵬

蟻5　土師器　　杯　　隠滅線可 長石磯雲母橙　　普通　嫁部内濁醐げ湖醜耗恒如蜘摘極％

揃巨臓中期憫巨繍線可 長石やパス極赤褐色普通体部痛へラナデ　　　摘部下層極％軋鮮

蟻ア　土師器　小形襲い08膵を項　も2巌榔頼浅黄橙　普通　縁部内の外面桟ナデ　　中央部上層桓％軋媚

蟻車師器　嚢恒翻ラi竺」憂斗尋翠糧禦料雪盃悪声忘
澗上欄静‖甑　巨鋸 3可　も4・長石6石英虜母橙　　 普通　射的の外面横げ　　 摘錮層！閥射組媚

膵の　土師器　甑　巨25湖2404恒や2 長石朋さ雲母にぷい橙普通　舶醐輌ナデ蘭的繭積み痕擁旺～緬極％

．．　ノ　　バ、．ぺ　ノ

・・　　′′　．　　′′　、　　　　′く　　′　一ノ　　．　′　　　　　　　′　／．／　　　　　　　　　　　　‘！　　　、、ノ′、

′　　　　　　　　　′　′、∴＼　二　　　　．′　．　′　、　　　　　　　　′　　　一、、′も

′　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　ソノ、′・・・　　　　　′　　　、、　　　　　　　・；′′〕　′．・・／．、ト、、　ソ

とも外傾して立ち上がっている、，

床　ほぼ平出で，中央部から各主柱穴にかけて踏み固められている、、＿、．

‥　　　ノ　　′　′　　＼　．′　′　　　′’・、′　　　　　　　′、　　′′　　　り　一・、言こ　こ′　∴、′、㍉・・‘：‾、′

．、　‘・　　∴　．　　　　′、．　　　　　　　　一　　　　．　′　　　　，・一‘　′，′、∴悠－、ハ　‾、′、－・′一、′　∴．′・、

り，赤変碩化している．、、、

電土層解説

且　暗赤褐色　焼土粒子や砂粒少量　炭化粒子微農

2　黒　褐　色　焼上ブロック微量

3　暗　褐　色　廃土粒子の砂粒微量

・l　暗　褐　色　焼上プロ・ソク少［ll：・ローム粒J′・・砂粒微量

5　暗赤褐色　焼上プロ、ソク・砂粒少甘．炭化粒自微量

（i　暗　褐　色　焼上位r・・炭化粒1㌧・砂粒微量

7　暗　褐　色　ローム粒j′一少量．炭化粒自微量

：　　　　　・　　　　　　　　　　　　　′　　　′　　′．；、　′　′　　　　　ノ　　′、　‾　　．、′・ノノ、、′ノニ　ノ

ノ　　　　ノ、一　言．く　　　′′　　′・　′ノ㍉′．　′　　　ノ∴　　′　　　一　　′′．．′ノ、　ニ　　：：　∴　三一きィ、；　′．

色調も同じことから，補助的な柱穴と推定される．、、、、

二　八．言′　　　　／・・．　　　′．′　′、　′′　　ノ　．．　ノ　、　、　　　　′ノ

ほ外傾して立ち上がっている、＿、

貯蔵穴土層解説

l　暗　褐　色　ローム粒召微量

2　暗　褐　色　ローム粒J’・・炭化粒自微量
：j　暗　褐　色　ロームプロ、ソク微量

・l　暗　褐　色　ロームプロ・ソク少結　炭化粒自微量

覆土．7屑からなり各層にロームブロックを含む人為堆積である、∴

土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量，焼日章！・・炭化粒召糾fi：　　う　暗　褐　色　ロームプロ・ソク少：li：

ゴ　褐　　　色　ロームブロック多量　　　　　　　　　　　　　　（う　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少甘．炭化粒召微量

：i　褐　　　色　ロームプロ、ソク中量言封じ粒自微量　　　　　　　　7　暗　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上粒J’・・炭化粒自微量

rl　褐　　　色　ロームプロ、ソク中量

！．：・・′　　、’　　－・′．．　言、′′ノ・！‘、ノ′　∴、∴：∴　；‥／、　．、Jノ、　∴、′．．′∴　　ノノ、　　一　　∴

・ノ　ノノー＼　　′ノ　′ノ　′．　′　．′　′，　′＼′、．－∴　　ノ　　　．、二、′／言．　　ノーー　j′ノノ・久、　棲　　　　′′　′ノノ、

′．∴‾ノ∴′＼′－　　　、・′．　′′　　′　′ノ、－／．・∵　　　J、）フノ、′ノノー＼・！十、一′′－；′′ノ　／．j一ィ．′　－′ノノ　′′ノ

－46－
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第32図　第2・20号住居跡実測図

－47－
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所見　本跡は，第20号住居跡を掘り込んでいるが，主軸方向と北西壁のラインが一致しており，第20号住居跡

の建て替えと考えられる。また，主軸方向から，堀を意識して構築された居館を構成する施設のひとつである。

なお，本跡の覆土は人為堆積であるが，これは第3号住居跡の構築時に埋め戻されたものと推定される。出土

土器から，本跡の時期は6世紀後葉と考えられる。

第33図　第2号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表（第33図）

10cm

コ二二妄コ二
l178

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

171土師器杯14．14．9－長石・スコリア橙普通口緑部内・外面横ナデ，底部外面へラ削り南東壁際下層70％　PL48

172土師器杯［13．6］（5．0）－パミス・スコリア明赤褐普通ロ緑部内・外面横ナデ，底部外面へラ削り砲火床面20％

－48－



番可 種 別 極 種恒 径 畢 可 底 軽い拾　 まつ 色　 軒 離 1＋ 手 法 の 特 徴　 …巨 料 彿 備　　 考

膵　　 土師器　　 棒　　 融 対　　 義着せパ 中 二ぷい橙 普通　 縁錮 朋 横ナデ滴朋 醜 竃嫡 面
渕％

膵　 土師器　 棒　 恒 滅 線 郎 i　 長石ゆパ′中 三ぷい橙 普通棒 鋼 髄憾ナデ細痛へラナデ恒 壁際下層 購％
消　 土師器　 甑　 恒 も釦 銅や5 恒 のl 長石を醜 玩黄褐　 普通　 舶醐 輌丹劇 痛へラナデ極 陣酎下層 棉％　PL媚
消　 土師器　 甑 ！ 綾 や封序　 恒 瀞 小 義叢橙　 普通 体部痛 へラナデ　　　 摘 部摘 50％

中 ヰ 甑恒 尋　 匿 項 こぶ尋 普通趣票譜面横ナデ傭i南璃際下層
蟻％

膵　　 土師器　　 杯　　 Ⅲ諸 対　　 極母スコ腔 にぷい橙 普通　 舶 髄 憾ナデ腰 桶 嘲 り 西部下層
65％

番号 器　 可 長 き 幅 厚 さi重 義i 材　 質 i　 特　　　　 徴 出士位置 備　　 考
臓 日 韓 「錮 紅55） 0中 潮　　 鉄　 刃部摘 部 西部中層

∴　　′∴　　　′、′

位置　調査I区南東部のIi5e（う区，内堀北西辺から5111ほど内側に位置している。、

重複関係　第2号丁目1潮二を裾i‖ムみ，第83号上坑に据i）込まれている、、

ニノ、　　　　　　　　　′　　　　　′　′′．　′　′　　　　　　　　・＼　　　　　　　　　′　　　　　　　・　　　　　ハ

ともほぼIll一日：上しているし、

一　　　　　　　　　　一　′‥　′く　′　ノ′　　′　、　′’　′′、　　　　　　　　　　′′′　　　　　　一　り－′　・　　∴

′・　′　′、．、、・．　′　　′　、・‥　・．　‥　．　　　ノ　　ノ　　′1／　掬　二　　　・

I巨央部に壁を50cmほど掘り込まれて構築されていたと想定される．∴・・、

竃土層解説

l　暗　裾　色　焼上プロ・ソク少量，炭化粒自微量　　　　　　　1　暗赤褐色　ロームプロ、ソケ中量

ご　赤　褐　色　焼上プロ、ソク中量，炭化粒召鈷；：　　　　　（　灰　褐　色　ロームプロ、ソク中量．粘目白′・・砂粒少：ll：

3　黒　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　7　極暗褐色　炭化粒子中量努　焼土ブロック微量

・1　暗赤掲色　焼‖位√中量・炭化粒召微量

ピット11か所、、I当は深さ3．1cnl、南東壁寄りの中火に位置しており，出入りIl施設に伴うピットである。、、．f）

1、－f）3　日〕5、I二）11の性格は不明である、〕

・．′ノ　ノ′、′　ニノ∫　′、．　：ノ　　ノン∴ノ′．7ハ　ー：・，ノ′．′′ノ．′一石ノ、／ノ　∵　′ノJ・・、、．Jイ／ご　ノ・′て．7ノ

覆上が薄いため堆積状況の判断は困雉である、、一　第4層は第3層よりもやや色調が明るい、、i

土層解説

1　暗　視　色　ロームプロ、ソク・炭化粒J’・微量　　　　　　　：1暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量

2　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量、炭化粒自微量　　　　・1暗　褐　色　ロームプロ・ソク少量

．　　　　ノ　′　ノ、、．　′　′．、　ノ　l．．、＼　三ノ　‥／′　　′　！′　′′　　　ノ、りJ′　　＿　′　ノ．．．、・　ノ．、

′、∴r　一′　′′．・∴　ノ　′、　　，　　　　　　一　′．′′．　／・∴′、・ケ′　ノ、‘・、　′．　・′′′．　′，′　′

′．＼、′∴　　′ノ　言　　、．、　′′ィ、′／、′く．　　　ノ．－　ノ．ニ　′　／．′．‘′∴　／工、＿　′′・・：；

ノ、　ノ　　．、、、！一ノ′．、、　ノ・′／了．′、　・′了、！′　′，′‥　　′、　∴　∴　　　′・・一　，

′′　　　ノ′、．　1ノソノ　ー／ノ　ノノ　工′，∴　／l　′　′′′　　　′　′ノ・／　∴′′一ノ　′一、一一・′．ノ．′．′′、、一ハ′．′′ノ∴

・く　′　′・ノノ．′‥′ノ　：′一　ノ、．・′了、・・∴、・一、　ノ′・・ノ′　∴・′　′一；k′ら・＿、了′ノノ　ー／．、∴㍉′．∴H′

住居跡を捕り込んでいることと出「上器から，本跡の時期は（‖杜紀末葉から7世紀初頭と考えられる、＿・．

1一一一一一l一一つt）・一一一一一一一一一一一一－
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第34図　第3号住居跡実測図
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第35図　第3号住居跡出土遺物実測図

第3住居跡出土遺物観察表（第35図）

0　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿」　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

180土師器甑［25．8］27．68．5
礫・石英・

スコリア
橙普通
口緑部内・外面槙ナデ，体部外面上半へ

ラナデ・下半へラ削り，体部内面ナデ
南東部中層65％　PL48

第4号住居跡（第36～38図）

位置　調査I区南東部のK5h7区，内郭のほぼ中央に位置している。

規模と形状　長軸・短軸とも5・60mはどの方形で，主軸方向はN－520－Wである。壁高は30～36cmで，各壁

とも外傾して立ち上がる焼失家屋である。

床　ほぼ平坦で，中央部から各コーナー部にかけて踏み固められており，北コーナー部の壁と東コーナー部の

壁から南西壁にかけて壁溝が確認されている。また，南東壁と南西壁の南コーナー寄りでは，断面形がU字状

の溝が検出されている。

竃　北西壁の中央部に付設されている。袖部が残存し，焚口部から煙道部まで135cm，袖部最大幅90cmほどで，

煙道部は壁外へ20cmほど掘り込まれており，外傾して立ち上がっている。第17～20層は袖部であり，平坦な地

山の上にロームと砂混じりの粘土を積み上げて構築されている。第20層は袖部の基部であるが，黒褐色土で焼

土ブロックが含まれていることから，竃が作り替えられている可能性が考えられる。火床部はほぼ平坦で火熱

を受けて赤変硬化しているが，第21層に焼土ブロックや灰が含まれていることから，旧竃の火床面は第33層の

下面の地山を若干掘りくぼめて作られていたと考えられる。

竜土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土ブロック少量
2　灰　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子中量

3　灰　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子多量，粘土粒子中量

4　赤　褐　色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子・粘

土粒子少量

5　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック中呈，ローム粒子・

砂粒少量

6　暗赤褐色　焼土粒子中量，砂粒少量

7　暗赤褐色　焼土ブロック中量，砂粒少量

8　暗赤褐色　焼土粒子少量，砂粒微量

9　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，砂粒微量
10　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子微量

11暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土ブロック微量

12　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量
13　暗赤褐色　焼土ブロック・灰少量

14　黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土粒子微量

15　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

16　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量

17　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子少量，砂粒微量

18　褐　　　色　ロームブロック中量，砂粒少量，粘土粒子微量

19　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，焼土ブロック・粘土粒子
微量

20　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・砂粒微量

21黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子・灰微量
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第36図　第4号住居跡実測図

旦18．2m

・三・二∴－

2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一旦＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」



ピット　8か所。主柱穴はPl～P4で，深さは35～58cmである。P5は深さ23cmで，南東壁寄りの中央に位

置しており，出入り口施設に伴うピットである。Pl・P3・P4の第3層は床の掘り方の埋土で，床を貼る

前に柱穴を掘り，柱を立てていることが確認された。

Pl・P3・P4土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少呈，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量

貯蔵穴　貯蔵穴1・2はそれぞれ北コーナー部と束コーナー部に付設されている。平面形は隅丸長方形と楕円

形で，深さはそれぞれ30cmと15cmあり，底面は皿状を皇し，壁は外傾して立ち上がっている。覆土はブロック

状に堆積しているが，下層に焼土や炭化材が多く含まれており，家屋の焼失に伴い流れ込んだと考えられる。

貯蔵穴1土層解説

1赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化物微量　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子少量
2　褐　　色　焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　5　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化物・粘土粒子少量
3　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化物少量

貯蔵穴2土層解説

1褐　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子中量　　　　3　褐　　色　ロームブロック中量，粘土粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　　色　焼土粒子多量，ロームブロック中量，炭化粒子少量　　4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　8層からなり，各層に焼土や炭化物が含まれているが床面と下層に多く，上・中層が少なく，自然堆積

の状況を呈している。第8層は竃の火床部で，第9層は締まりが強く掘り方の埋土である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微逼　　6　褐　　色　ロームブロック中量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　7　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物少量

3　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量　　8　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量　　9　暗　褐　色　ロームブロック少量
5　暗　褐　色　焼土粒子・炭化物中量，ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片648点（杯類252，嚢・甑392，椀4），須恵器片2点（杯類），土製品1点（支脚），石

製模造品1点が出土しており，土師器の底部片などから推定される個体数は，杯17点，嚢4点，甑2点である。

これらの遺物は，竃周辺を中心に覆土上層から床面にかけて出土している。また，焼土と炭化材が覆土下層か

ら床面を中心に全体的に出土し，181・183－185の土師器杯は出土状況から本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡は焼失家屋であるが，覆土下層や床面からの出土遺物数が少なく，大半が破片であるため住居が機

能していた段階での火災とは考えにくく，本跡の廃絶後，焼失までに時間が経過していれば，貯蔵穴の覆土下

層に焼土や炭化材が含まれない自然堆積層が確認されるはずであるが，下層を中心に焼土や炭化物が含まれた

堆積状況であり，本跡は廃絶時に焼失している。本跡は，出土土器から時期は6世紀複葉と考えられるが，同

時期の住居跡で主軸方向が一致するものはない。また，内堀の長軸方向とも異なるが，堀底面から本跡と同時

期の土器が出土しており，居館を構成する施設のひとつである。

第37図　第4号住居跡出土遺物実測図（1）
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第38図　第4号住居跡出土遺物実測図（2）

第4号住居跡出土遺物観察表（第37・38図）

0　　　　　　　　　10m

：　　i l

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

181 土師器 杯［10．8］4．4 －長石・バミス・スコリア
橙 普通内・外面摩耗 北部床面50％

182 土師器 士不13．0 4．6 －雲母 にぷい橙普通
内・外面摩耗 北東壁際下層80％　PL48

183 土師器 杯 13．1 4．8 －長石・雲母にぷい橙
普通内・外面摩耗 竃右袖前下層100％PL48

184 土師器 杯 12．6 4．8 －長石・石英・雲母にぷい橙普通
口緑部朴外面横ナデ，底部外面へラ削り竃右袖脇下層90％　PL49

185 土師器 杯［13．2］4．7 －長石・石英にぷい褐普通ロ縁部朴外面横ナデ，底部外面へラ削り北部下層・床面80％　PL49

186 土師器 登 21．2 31．1 8．8 長石・石英・雲母橙 普通口緑部内・外面横ナデ，底部へラ削り中央・北部床面60％　PL49

187 土師器 襲 20，5 35．0 ［8．4］
長石・石英・

雲母
にぷい褐普通
ロ緑部内・外面横ナデ，体部

外面摩耗
竃右袖脇下層
85％　煤付

着　　PL49

番号器　　種長　さ幅厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

188 砥石 5．1 3．7 1．5 43．1 凝灰岩貫通孔有り 南コーナー壁溝100％　PL66

第5号住居跡（第39・40図）

位置　調査I区南東部のK5i8区，内郭の中央に位置している。

重複関係　第6号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　遺構の大半を第6号住居跡に掘り込まれており，北西辺5・40mの方形または長方形と考えられ，

－54－



主軸方向はN－450－Wである。壁高は35cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　軟質で平坦である。残存する壁下から壁溝が確認されている。

竃　北西壁の中央部に付設されている。袖部の一部が残存し，規模は焚口部から煙道部まで80cm，袖部最大幅

90cmであり，煙道部は外傾して立ち上がり壁外へはほとんど掘り込まれていない。第11・12層は袖部で，地山

を掘り残した基部の上にロームと砂混じりの粘土を積み上げて構築されている。第12層に焼土粒子が含まれて

いることから，竃が作り替えられていたと考えられる。第13層は火床面の埋土で，火床部はほぼ平坦で火熱を

受けて赤変硬化している。また，焚口部に当初の火床面であった長径50C皿，短径40cmほどの浅い窪みが確認さ

れている。

電土層解説

1　時　赤　褐　色　砂粒中量，焼土ブロック少量

2　時　赤　褐　色　焼土ブロック・砂粒中量

8　赤　褐　色　焼土粒子中量

9　極暗赤褐色　焼土ブロック微量

3　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量　　　10　暗　褐　色　ローム粒子少量

4　赤　褐　色　焼土ブロック少量

5　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子微量

6　赤　褐　色　焼土ブロック中量

7　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

11灰　黄　褐　色　粘土ブロック中量，砂粒少量，ローム粒子微量

12　暗　赤　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・粘土ブロック・砂粒微量

13　暗　赤　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

貯蔵穴　平面形は楕円形を呈し，北コーナー部に付設されている。深さは35cmで，底面は血状を呈しており，

壁は横やかに外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片316点（杯類175，整類141），石器1点（砥石）が出土しており，土師器の底部片など

から推定される個体数は，杯14点，嚢4点である。これらの遺物は，おもに竃内と右袖脇の覆土下層から出土

しており，189と191の土師器杯は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　主軸方向から見て，本跡は，堀を意識して構築された居館を構成する施設で，出土土器から，時期は6

世紀後菜と考えられる。

㊨

第39図　第5号住居跡実測図
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第40図　第5号住居跡出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表（第40図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

189 土師器 杯［12．0］4．0 長石・雲母・スコリアにぷい赤褐普通内・外面摩耗 薗火床面下層50％

190 土師器 杯［12．6］（4．5）－
長石・石英・

雲母
褐 普通
口緑部内・外面横ナデ，底部

外面へラ削り

北コーナー上層・

北東壁際下層
50％

191 土師器 珂こ12．4 4．3 鮪・スコリアり†ミスにぷい赤褐普通口緑部内・外面横ナデ，朴外面摩耗寵前下層70％　PL49

192 土師器手捏土器［8．5］8．6 5．4 長石・雲母・砂粒にぷい橙不良内・外面へラナデ 北西壁際下層80％

193 土師器 杯［14．7］5．7
石英・パミ

ス

にぷい黄

橙
普通内・外面摩耗

北西壁際・

寵前下層
70％　PL49

番号器　　種長　さ幅厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

194 砥石 23．1 5．2 4．1 588 i尼岩 砥面4両，目が細かい 北西壁際床面100％　PL66

第6号住居跡（第41～43園）

位置　調査I区南東部のK5j8区，内郭の中央に位置している。

重複関係　第5・7号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸6．90m，短軸6．80mはどの方形で，主軸方向はN－350－Wである。壁高は30－36cmで，各

壁とも外傾して立ち上がる焼失家屋である。

床　ほぼ平坦で，中央部から各主柱穴にかけて踏み固められており，南西壁の中央部で壁溝が確認されている。

竜　北西壁の中央部に付設されている。袖部が残存し，規模は焚口部から煙道部まで105cm，袖部最大幅98cm

で煙道部は壁外へ30cmほど掘り込まれており，緩やかに傾斜して立ち上がっている。第10－12層は袖部で，地

山を台形状に掘り残して基部とし，その上にロームと砂混じりの粘土を積み上げて構築されている。火床部は

ほぼ平坦に作られており，あまり火熱を受けていない。

竃土層解説

1　にぷい黄橙色　ローム粒子多量，焼土粒子微量
2　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化物少量

5　にぷい黄橙色　砂粒多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
6　橙　　　　色　焼土ブロック中量，砂粒少量，ロームブロック微量

3　にぷい黄橙色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量　　　　　　7　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微墓

4　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量　　8　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量



A

第41図　第6号住居跡実測図（1）
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第42図　第6号住居跡実測図（2）

9　褐　　　　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量　11にぷい黄褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量

10　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量　12　褐　　　　色　ローム粒子多量

ピット　6か所。主柱穴はPl～P4で，深さは50～55cmあり，掘り方の形状からそれぞれ内側に向かって抜

き取られたと推定される。P5・P6は深さ30・38cmで，南東壁寄りの中央に位置しており，出入り口施設に

伴うピットである。

覆土　23層からなり，各層にロームブロックと焼土が含まれた人為堆積である。第6・22層はPl・P2・P

5・P6の覆土，第23層は貼床の層である。第6層は柱の抜き取り後の本跡埋没時に入り込んだ土であり，第

22層は埋土でその上に第23層が貼られている。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　褐　　　色

10　暗　褐　色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック少量

ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック中量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック少量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・砂粒少量，炭化粒子微量

ローム粒子微量

ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量

13　黒　褐　色

14　暗　褐　色

15　暗　褐　色

16　黒　褐　色

17　暗　褐　色

18　暗　褐　色

19　暗　褐　色

20　黒　褐　色

21暗　褐　色

22　褐　　　色

23　褐　　　色

ローム粒子・炭化物微量

焼土粒子微量

ロームブロック少量

焼土粒子・炭化物微量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ロームブロック少量

ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

ローム粒子・炭化粒子微量

ロームブロック少墓

ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・砂粒微量

ロームブロック中量，粘土ブロック少量，砂粒微量

遺物出土状況　土師器片1，598点（杯類558，嚢類1，039，高杯1），須恵器片2点（整類）が出土しており，土

師器ので底部片から推定される個体数は，杯33点，嚢13点である。これらの遺物は，竃周辺を中心に覆土上層

から床面にかけて出土している。また，焼土が南部と南東壁際の床で確認され，炭化物も覆土中から出土して

いることから，焼失家屋と考えられる。出土状況から，197と199の土師器杯は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡は焼失家屋であるが，二次焼成を受けた土器が出土しておらず，覆土下層から焼土や炭化物が出土

していることから，住居の廃絶時または廃絶直後に焼失して埋め戻されたと考えられる。また，本跡は，内郭

の住居跡の中では，面積が46汀iを超える大型の住居跡であり，出土土器の破片数が最も多い。また，主軸方向

から堀を意識して構築された居館を構成する施設のひとつで，出土土器と6世紀後葉の第5号住居跡を掘り込

んでいることから，時期は6世紀末葉から7世紀初頭と考えられ，居館の最終期の住居跡である。

第43図　第6号住居跡出土遺物実測図
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第6号住居跡出土遺物観察表（第43図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

19 6 土 師 器 杯 ［13 ．0 ］ 4 ．7 － パ ミス 黒 褐 普 通
口 緑 部 内 ・外 面構 ナ デ ， 底 部

外 面 へ ラ削 り， 休 部 内 面 剥 落

P l 内上層 ・

竃 前上 層
60 ％

19 7 土 師 器 杯
－ （5 ．0） － 長石 ・パ ミス 暗灰 普 通 底 部 外 面 へ ラ削 り， 内面 摩 耗 南東壁際床面 80 ％

198 土 師 器 杯 1 3 ．8 4 ．7 － 長石・石英・パミス 極 暗 赤 褐 普 通 口緑部内側 面横ナデ，底部外面へラ削り 北東壁際中層 80 ％　 P L 50

199 土 師 器 】不 ［14 ．0 ］ 4 ．5 － 長石・石英・スコリア にぷ い 褐 普 通 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 竃 左 袖 床 面 50 ％

2 00 土 師 器 杯 14 ．4 （5．0） 長石・石英・パミス 橙 普 通 口緑部朴 外面横ナデ，休部外面摩耗 中央 ・南東下層 8 0 ％　 P L 50

第7号住居跡（第44～46図）

位置　調査I区南東部のL5a9区，内郭の中央部南東寄りに位置している。
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第44図　第7号住居跡実測図
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重複関係　第6号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸7．60m，短軸6．10mの長方形で，長軸方向はN－500－Eである。壁は北西壁と南東壁が残

存しており，壁高は30～35C皿で，ほぼ直立している焼失家屋である。

床　ほぼ平坦で，中央部を中心に踏み固められており，南東部と南コーナー部の壁下で壁溝が確認されている。

中央部で，長軸80cm，短軸65cmの長方形に貼られた粘土が確認され，その中央にピット（Pl）が掘られている。

ピット　2か所。Plは径35～45C皿の楕円形で，粘土が埋め込まれた床の中央から確認されていることからロ

クロ設置用のピットの可能性も考えられるが，深さが20cmと浅く，確定しがたい。第2・4層は明褐色の粘土

で，第2層の方が砂粒が多い。第1・3層は褐色のローム土で，第1層は焼土粒子が微量含まれる。

覆土　3層からなり，各層にロームブロックと焼土・炭化物が含まれ，ブロック状の堆積状況を示した人為堆

積である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　3　暗　褐　色　ローム粒子・炭化物少量

2　暗　褐　色　炭化物中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片540点（杯類121，嚢・甑418，椀1），須恵器片2点（瓶類）が出土しており，土師器

の底部片から推定される個体数は，杯10点，窯9点，甑1点である。これらの遣物は，中央部の覆土上層から

中層を中心に出土している。また，焼土と炭化材が覆土下層から床面を中心に全体的に確認されており，焼失

家屋と考えられる。出土状況から，201の土師器杯は本跡に伴う土器である。

所見　本跡は，面積が46Idを超える，居館内では大型の住居跡であるが，竃や主柱穴，出入り口施設に伴うピッ

トが見られず，床面中央部からピットを伴う粘土貼りの施設が確認されるなど，一般の住居跡と異なる機能を

有していたと考えられる。また，本跡は焼失家屋であるが，住居に伴う土器は少ない。また，焼土や炭化材の

出土状況から，住居の廃絶時または廃絶直後に火災を受け，埋め戻されたと考えられる。従って出土土器と本

跡の時期差はほとんどなく，第6号住居跡との重複関係などから，時期は6世紀後葉と考えられる。また，主

軸方向から本跡も内堀を意識して構築されており，居館を構成する施設のひとつである。

第45図　第7号住居跡出土遺物実測図（1）
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窮報国　第　号住居跡出土遺物実測図潮

第　号住居跡出土遺物観察表　第舶砂購脚）

204

0　　　　　　　　　　　　　10C汀】

獲≡＝恋

綱 車 陸 別 極 橙 口　径！器　高 底　径 胎　　 土 色　 調！焼成i 手 法の特 徴 出十位置 備　　 考
2中 土離日　 塚

［且3潮 449 － 長首　到　戒ス
に釦可 普通 臓的欄 轄細 浦へ潮

中央部十層 舶％

鋼2　　土師器　　 杯 ［摘潮 「軋離
－ 長石・バミス

明赤褐 i普通恒縁部内を夕浦横ナデ
中央部上層 50％

m 上欄 芳 年礪 ［15凍 （13潮
－ 長石き石敷パミス

褐　 ！普通i体部外商へラげ
中央部十層 35％

邦 巨 師器　 聾 ［21。5］（18。9） － 長石・石英
窯褐 ！普通恒縁部内の外商横ナデ

中央部上を下層 20％

鋼5　　土師器　　 襲 ［ユ8湖 （13。鋸 － 長石菊菜濱母にぷい褐　普通　 舶内灘廟横ナデ渦潮殖産中央部上層 摘％

錮6　　土師器　　 甑 19せ6 紹　誹 － 拓積数パミス明赤褐　　 普通　 縁部舟奥面積轄僻腋憾縮み痕中央部十層 15％
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床　軟質で、印tである、
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た人為堆積である－

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

・i　灰　褐　色

5　黒　褐　色

6　褐　　　色

ローム粒子少量芦　廃土粒子ゆ炭化粒子微量

ローム粒j′一少量，焼目白’・・炭化粒自微量

ロームプロ、ソク少量　焼‖11イ一・歳化粒召精一i：

ローム粒！・中量．焼＝位十・歳化粒自微量

ロームプロ、ソク中量、炭化粒自微量

ロームプロ・ソク申㌻‾‡†

7　褐　　　色　ロームプロ・ソク申軋　焼十ブロック微量

8　灰　褐　色　粘土ブロック多量，焼土粒子の炭化粒子微量

tI　暗　視　色　ロームプロ、ソク小品　焼日日一・歳化粒子微量

l（）暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量．焼巨拉丁一・炭化粒召微量

11褐　　　色　ロームプロ、ソク多量
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コーナー部を中心に覆土上層から床面にかけて出土している。出土状況から，208の土師器高杯と209の土師器

嚢，210の土師器甑は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の長軸方向は内堀の長軸方向と一致しないが，本跡と同時期の土器が堀の底面からも出土しており，

居館を構成する施設のひとつと考えられる。本跡の時期は，出土土器から6世紀中葉と考えられ，居館の初期

段階の住居である。

－62－

第47図　第8号住居跡・出土遣物実測図
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第48図　第8号住居跡出土遺物実測図

第8号住居跡出土遺物観察表（第47・48図）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

207土師器杯［12．8］5．9－長石・石英・パミスにぷい褐普通口縁部内・外面横ナデ，内・外面摩耗東部下層30％

208土師器高珂こ（4．4）9．2石英・雲母・パミスにぷい橙普通脚部外面へラ磨き 東部床面40％

209土師器要18，328．0 8．5砂掛スコリアにぷい橙普通口縁部内・外面横ナデ北コーナー部床面70％　PL50

210土師器甑［20．8］26．210．8礫・長石・雲母黄橙普通口緑部内・外面横ナデ東部床面60％　PL50

第9号住居跡（第49図）

位置　調査I区南東部のL5bO区，第2号土橋内側のほぼ正面で，南東側の出入りを托する位置に立地して

いる。

規模と形状　長軸5．25m，短軸5．07mの方形で，主軸方向はN－370－Wである。壁高は23～25cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　軟質で平坦である。

竃　北西壁の中央部に付設されている。天井部と袖部は残存せず，火床面と焚口部も撹乱のため確認すること

ができなかった。煙道部は壁外へ50cm掘り込まれており，外傾して立ち上がっている。

ピット10か所。Pl・P2は深さ40・49cmで，位置と形状から主柱穴と考えられる。また，Pl・P2の北

東側に主柱穴が存在したと想定し，北コーナー部と東コーナー部の床面を精査したが，撹乱のため，確認でき

なかった。P3は深さ66cmで，南東壁寄りの中央に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考え

られる。P4～PlOの性格は不明である。

Pl・P3土層解説
1褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
2　明　褐　色　ローム粒子多量
3　暗　褐　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ローム粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

貯蔵穴　平面形は隅丸長方形を呈し，北コーナー部に付設されている。深さは55cmで，底面は皿状を呈してお

り，壁はほぼ直立している。

貯蔵穴土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　4　暗　褐　色　ローム粒子微量

覆土10層からなり，第3層から流れ込むレンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第5～10層は竃の部

材が流れ込んだ土層である。

土眉解説

1暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量　　　6　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化材少量，焼土ブロック微量

5　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック微量

－63－

7　極暗褐色　焼土ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量
8　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量

9　黒　褐　色　焼土粒子・炭化物・粘土粒子・砂粒微量

10　黒　褐　色　炭化物少量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量



遺物出土状況　土師器片74点（杯類31，嚢・甑43），須恵器片1点（杯）が出土している。これらの遺物は西

部の床面と竃内を中心に出土している。出土状況から，211の土師器杯は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡も，主軸方向から，内堀を意識して構築された居館を構成する施設のひとつと考えられる。本跡の

時期は，出土土器から6世紀後葉と考えられるが，6世紀後葉の第7号住居跡と隣接しているため，同時に存

在してなかったと考えられる。

第49図　第9号住居跡・出土遺物実測図

第9号住居跡出土遺物観察表（第49図）
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番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

211 土師器 土不 ［12．8］ 4．8 － パミス 黒褐 普通
ロ縁部内 ・外面横ナデ，底部

外面へラ削り
西壁際下層 60％　 PL 50
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第10号住居跡（第50・51図）

位置　調査I区南東部のL5b4区，内堀の南西辺から8mほど内側に位置している。

重複関係　第14・21号住居跡を掘り込み，第4号溝と第12・17・49・51・52・73・204・211・212号土坑に掘

り込まれている。

規模と形状　北コーナー部と南コーナー部の壁が残存しており，長軸推定4．80m，短軸4．50mの方形と推定さ

れ，主軸方向はN－450－Wである。壁高は20cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　軟質で平坦であり，北コーナー部壁下に壁溝が確認されている。

竜　北西壁の中央部に付設されている。火床部の一部と焚口部は第212号土坑に掘り込まれているが，袖部が

残存し，袖部最大幅95C恥煙道部は壁外へ30C皿ほど掘り込まれ，緩やかに傾斜して立ち上がっている。第12層

は袖部であり，平坦な地山の上に砂混じりの粘土を積み上げて構築されている。火床部はほぼ平坦に作られて

第50図　第10号住居跡実測図
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おり，赤変硬化している。

竜土層解説

1　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・砂粒微量

2　明赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・砂粒少量

3　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック・砂粒少鼠　炭化粒子微量

4　赤　褐　色　壌土ブロック・砂粒少量，焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
5　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土ブロック・砂粒微量

6　暗赤褐色　砂粒少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量

7　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・砂粒微量

8　橙　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

9　暗赤褐色　壌土ブロック・粘土ブロック・砂粒少量

10　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量

11暗赤褐色　砂粒少量．焼土粒子・粘土粒子微量

12　灰黄褐色　粘土粒子・砂粒中量

ピット　2か所。主柱穴はPl・P2で，深さは15cmと25cmである。また，Pl・P2の北西側に主柱穴が存

在したと想定して，北コーナー部と西コーナー部の床面を精査したが確認されなかった。

覆土　3層からなるが覆土が薄く，堆積状況は不明である。

土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量　　　　3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片135点（杯類50，要類85），石製模造品1点が出土しており，土師器の底部片から推定

される個体数は，杯6点，椀1点，嚢4点である。これらの遺物は，竃内を中心に出土し，出土状況から，212

∈＝ ∴
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の土師器杯と214の土師器嚢は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡も主軸方向から，堀を意識して構築された居館を構成する施設のひとつと考えられる。本跡の時期

は，出土土器から6世紀復業から7世紀初頭と考えられるが，6世紀後葉の第14号住居跡を掘り込んでいるた

め，それよりも新しく，居館最終期の住居である。また，掘り込んでいる第14号住居跡と主軸方向が一致して

いるため，それを建て替えたものと推定される。

第10号住居跡出土遺物観察表（第51図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

2 12 土 師 器 杯 ［13 ．0 ］ （3 ．1） － 長石・石英・パミス にぷ い 橙 普 通 口緑 部 内 ・外 面横 ナ デ 竃 覆 土 中 10％

2 13 土 師 器 小 形 要 ［11 ．7 ］ 9 ．8 5 ．2 石 英 ・パ ミス に ぷ い 橙 普 通 口緑部内・外面横ナデ，底部外面へラナデ 北 部 中 層 6 0％

21 4 土 師 器 襲 1 9 ．5 33 ．9 8 ．2 長石・石英・スコリア に ぷ い 橙 普 通 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 竃前下層 ・床面 8 0％　 P L 5 1

2 3 1 土 師 器 小 形慧 ［9．6］ 14 ．3 － 長石・石英・砂粒 にぷい赤褐 不 良 口緑部内側 面横ナデ，休部内面へラナデ 北西部上 ・中層 60 ％　 P L 5 1

2 32 土 師 器 尭 － （14 ．8） 8 ．9 礫・石英 ・砂粒 に ぷ い 褐 普 通 体部内面上半横 ナデ，底部外面ナデ 北 東 壁 上 層 8 0 ％

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

2 15 石 製模 造 品 （3．0 ） 2 ．0 0 ．6 （4 ．7 ） 頁岩 勾 玉 形 ， 磨 き調 整 な く表 面 凹 凸 残 る 覆 土上 層 9 5％　　 P L 65

第11号住居跡（第52・54・55図）

位置　調査I区南東部のL5C8区，第2号土橋の約8m内側に位置している。

重複関係　遺構の大半を第8・13号住居跡，第4号溝に掘り込まれている。

規模と形状　残存するのは南東壁5・82m，北東壁2・15mだけであるが方形と推定され，南東壁からの主軸方向

はN－20。一Wである。壁高は10～14cmで，外傾して立ち上がっている。

床　軟質で平坦である。

ピット　1か所。性格は不明である。

覆土　2層からなるが覆土が薄く，堆積状況は不明である。
土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　2　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片61点（杯類8，嚢類53），鉄器1点（鎌）が出土しており，土師器の底部片から推定

される個体数は，杯4点，襲4点である。216の土師器杯は第4号溝の覆土上層と底面から出土しているが，

出土状況から本跡から流れ込んだものと考えられ，本跡で取り上げた。

所見　本跡の時期は，出土土器から5世紀後葉と考えられる。同時期の土器は，ごくわずかであるが内堀から

も出土している。しかしながら，本跡の主軸方向が内堀の長軸方向とは異なり，周辺にも同時期の住居跡が存

在しないことから，第1～3号堀の構築は困難であり，内堀から出土した5世紀後葉の土器は混入と考えられ，

本跡は居館が構築される以前の住居と推定される。

第52図　第11号住居跡出土遺物実測図
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土層解説

l　恒暗視色　ロームブlコ、、！ク少量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量蟄　焼土粒子微量

：1　褐　　　色　ロームプロ、ソケ中量

・l　恒暗視色．ロームブU・ソク少量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量

（i　暗　褐　色　ロームプロ、ソ㌫中量

′　′　　　一一　　　・　、　　′　′、　　、、．、　　′ノ、．　　　　・′ノ　　　　　　ノ　　　　、ヽノ　　　　　′　・＿　′ノ　　′

はない、、
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′　ィ．・′　′．′　ノ：　′＼－′，∴、　・∴信　　′．、　′∴二、∴ノ，′．．，十　一、，．ノ．′ノニ′　′、．、こ、：／言．　　　′

′．ノ、ノ／ノ　　′′　　一　　　　一∴　ノ′、′　′、・、　一　・．′一　′　　′　′′　・穴，′：′。′ニ　　　ノ・′「′　　／

‾、　　　サ．・；　一ノノ、：二′

位置　調査I区南東部のIJ51〕（う区，中央部やや南寄りに位置している、1
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出している、－　火床面は，赤変硬化している。、

電土層解説

1　暗　褐　色　ローイ誹守・焼上プロ、・・′ケ・粘目白’‥f昭雄猫

2　灰　褐　色　粘土プロッタの砂粒少量

：j　暗　褐　色　焼上プロ、ソク・精工プロ・ソク・砂粒微量

・1　暗　褐　色　焼目白’・・炭化粒J’一・砂粒微量

5　暗　褐　色　焼土粒子の粘土粒子サ砂粒微量

（ミ　吠　甚　褐　色　焼［∵丁、tJ・ソク・枯上プロ、ソク・砂粒′レ量

7　明　赤　揖　色　ロームブロック‘縮㍑　粘上プロ、、′ク微量

8　暗　褐　色　ローム粒J’・・焼目白’一微量

～）　暗　褐　色　ローム粒J二一少軋　焼工粒自微量

摘　赤　褐　色　焼土ブロック中量

11にぷい褐色　ローム粒J’一・歳化粒J∴・砂粒少量

12　暗　赤　褐　色　ローム粒J’・・炭化粒j’－・砂粒少量

13　赤　褐　色　焼士ブロック多量夕　粘土粒子微量

14

ヱ5

16

17

18

19

20

2且

22

23

24

25

にぷい褐色

にぷい橙色

褐　　　　色

にぷい丼橙色

にぷい黄褐色

にぷい黄褐色

にぷい赤褐色

暗　褐　色

暗　赤　褐　色

褐　　　　色

ロ、′∴プロ、、ノケ・焼上プロ・・・ノク・机上プロ、ソク微；li：

ローム粒J’一少量，砂粒微量

枯上プロ・ソク中量．．ローム粒J’－・焼上ブローソク微；－I：

粘土粒子0砂粒少量夕　焼士ブロック微量

砂粒少量，廃土粒子微量

粘上プロ、ソク・砂粒・焼上プロ・リク微量

焼上プロ㌧ソク　つろl汗ブロック・砂粒少量

ロームプロいノク少量．焼日日・・机上7、、ロ、ソク・砂粒微量

焼「ブロック少結　粘上プロ、ソク・砂粒微量

ロームプロ・ソク中；ll：

暗　褐　色　ロームブロック少量

暗　褐　色　ローム粒J’・少量

．　　′　′　′　　　　′′　′．、′　　　ノ　、　′∴　一　　′こ　′‘；′　、′．∴　、．　′∴ン′′、、一　　／　－　　′　ノ′ノ　ノ、
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土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

こう　暗　褐　色　ローム粒J’・微量

Ll　暗　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化粒自微量
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第54図　第11・13号住居跡実測図
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第55図　第11・13号住居跡・出土遺物実測図
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床面にかけて出土しており，218と219の土師器杯は出土状況から本跡に伴う土器と考えられる。また，わずか

に焼土と炭化材が覆土下層と床面から出土しており，焼失家屋と想定される。

所見　本跡は，主軸方向から，内堀を意識して構築された居館を構成する施設のひとつである。出土土器から，

時期は6世紀後葉と考えられるが，同じ6世紀後葉の第14号住居跡を掘り込んでいるため，それよりも新しい

時期の住居跡である。

第13号住居跡出土遺物観察表（第55図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

2 18 土師器 杯 12 ．8 5．1 － 長石・パミス にぷい赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ，内・外面摩耗 東部床面 100％ P L 50

2 19 土師器 珂こ 12 ．5 4．9
石英 ・パ ミ

ス
橙 普通

口緑部 内 ・外面及び休部内面

横ナ デ，底 部外面へ ラ削 り

北東壁際床

面 9 5％　 P L 5 0

第14号住居跡（第56・57図）

位置　調査I区南東部のL5b5区，中央部の南西寄りに位置している。

重複関係　第10・13号住居跡，第19・20A・20B・31・55・63・66・67・73・78・87号土坑，第4号溝に掘り

込まれている。

規模と形状　長軸6．36m，短軸6．00mの方形で，主軸方向はN－450－Wである。壁高は20～23cmで，外傾し

て立ち上がっている。

床　軟質で平坦である。北東壁下で壁溝が確認されている。

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは50C皿ほどである。P5は深さが45cJnで，位置と形状から補助

的な柱穴と考えられる。

貯蔵穴　平面形は隅丸方形を呈し，東コーナー部に付設されている。深さは30cmほどで，底面は皿状を呈し，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土16層からなり，各層ともロームブロックを含んだ人為堆積である。第8～10層はP2の覆土，第11～13

層はPlの覆土である。

土膚解説

1　明　褐　色

2　橙　　　色

3　橙　　　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　明　褐　色

7　褐　　　色

8　橙　　　色

ロームブロック多量

ローム粒子中量，炭化粒子微量
ローム粒子多量，炭化粒子微量

ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

ロームブロック中量，炭化粒子微量

9　暗　褐　色
10　暗　褐　色

11明　褐　色

12　暗　褐　色

13　暗　褐　色

14　暗　褐　色

15　暗　褐　色

16　暗　褐　色

ロームブロック・焼土粒子微量
ローム粒子少量

ロームブロック多量

ローム粒子・焼土ブロック微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量

ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片292点（杯類84，嚢類204，不明4）が出土しており，土師器の底部片から推定される

個体数は，杯12点，嚢6点である。

0　　　　　　5cm

：　；　雷

第56図　第14号住居跡出土遺物

実測図

これらの遺物は，北部から中央部を中心に覆土上層から床面にかけて出土

しており，220の杯は出土状況から本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡も主軸方向から，内堀を意識して構築された居館を構成する

施設のひとつである。本跡の時期は，出土土器から6世紀後葉と考えら

れるが，第10・13号住居跡に掘り込まれており，それらよりも一段階古

い時期の住居である。
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第14号住居跡出土遺物観察表（第56図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

2 20 土 師 器 杯 ［12 ．8 ］ 4 ．8 － 長 石 ・雲 母 橙 普 通 口緑 部内・外面横ナデ，朴 外面摩耗 貯 蔵 穴 下 層 6 0 ％　 P L 51

第15号住居跡（第58・59図）

位置　調査I区南東部のK5f9区，内郭中央部の北東寄りのスロープ状施設から10mほど内側に位置している。

重複関係　東部の一部が第16号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6・83m，短軸6・25mの方形で，主軸方向はN－350－Wである。壁高は20cmほどで，外傾し

て立ち上がっている。

第58図　第15号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竜　北西壁の中央部に付設されているが，天井部，袖部とも残らず，わずかに火床面と煙道部が残存している

だけであり，煙道部は壁外へ50cmほど掘り込まれており，外傾して立ち上がっている。火床面は赤変硬化して

いる。

貯蔵穴　平面形は隅丸長方形を呈し，南東壁際の中央に付設されている。深さは40cmほどで，底面は皿状を呈

しており，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

覆土　4層からなるが，撹乱が激しく，堆積状況は不明である。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量　　3　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒微量
2　暗赤褐色　焼土ブロック多量，粘土粒子・砂粒微量　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片382点（杯類118，襲類262，手控土器1，不明1），須恵器片3点（杯類1，嚢類2），

土製品10点（支脚片）が出土しており，土師器の底部片から推定される個体数は杯8点，嚢4点である。これ

らの遺物は，竃周辺を中心に出土しており，221の杯は出土状況から本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡も主軸方向から，堀を意識して構築された居館を構成する施設のひとつで，出土土器から時期は6

世紀後葉と考えられる。

第59図　第15号住居跡出土遺物実測図

第15号住居跡出土遺物観察表（第59図）

番 号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

22 1 土 師 器 杯 ［12 ．8 ］ 4 ．5 長石 ・雲 母 灰 黄 褐 普 通 口緑部内 ・外面横ナデ，内 ・外面摩耗 北部壁際下層 30 ％

2 2 2 土 師 器 杯 ［12 ．0 ］ （3 ．9） 長石 ・雲 母 に ぷ い 橙 普通 口緑部内 ・外面横ナデ，内・外面摩耗 北部壁際床面 15 ％

2 23 土 師 器 小 形 嚢 ［1 3 ．4］ （11 ．8 ） 長石・石英・スコリア にぷい赤褐 不 良 ロ緑部内・外面横ナデ，休部内面へラナデ 火 床 部 上 層 30 ％

2 24 土 師 器 要 ［2 0 』］ （9．1） － 長石・石英・雲母 橙 普 通 口緑部内・外面横ナデ，体部内面へラナデ 北 東 部 床 面 15 ％

－75－



番号 器　　 種 長　 さ 径 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

225 支脚 （14．8） 6．6 － （560） 土製 ナデ，被熱痕あり 北東壁際床面 70％

第16号住居跡（第60図）

位置　調査I区南東部のK5gO区，内享路の北東部のスロープ状施設から6mほど離れて位置している。

重複関係　第15号住居跡の上に構築されている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出されたため壁は明確でないが，主柱穴の配置や床面の出土状況などか

ら長軸7．50m，短軸6．50mほどの長方形と推定される焼失家屋で，主軸方向はN－310－Wである。

床　軟質でほぼ平坦である。

竃　残存していないが，北西辺のほぼ中央から焼土と粘土が確認されており，そこに付設されていたと推定さ
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床　軟質で平坦である。

ピット　3か所。主柱穴はPl～P3で，深さは10～20cmである。また，Plの南東側の，北コーナー部の床

面を精査したが，柱穴は確認されなかった。

遺物出土状況　土師器片32点（杯類18，襲類14）が出土している。これらの遺物は，西部と南部の床面から出

土しており，226の土師器杯は出土状況から本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡は，居館最終期の第16号住居跡と隣接しているため同時期に存在したとは考えられず，出土土器な

どからも，それよりは古い時期の6世紀後葉と推定

される。本跡は，主軸方向が内堀の長軸方向と一致

226　0　　　5。m　しないが，時期から居館を構成する施設のひとつと
l　；＿＿＿＿j

第62図　第17号住居跡出土遺物実測図

第17号住居跡出土遺物観察表（第62図）

考えられる。

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

2 26 土 師 器 杯 ［12 ．3］ 4 ．4 － 雲母・スコリア にぷい赤褐 普 通 ロ緑部内・外面及び体部内面積ナデ 北 西 部床 面 60 ％

第19号住居跡（第63・64図）

位置　調査I区南東部のL5e6区，内郭の南コーナー部に位置している。

規模と形状　長軸4．00m，短軸3．80mの方形で，主軸方向はN－540－Wである。壁高は10cmほどで，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

□i

JL18．4m
KIK

－【一越背≡i早一一土」二刀耳一
2

第63図　第19号住居跡実測図
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竃　天井部や袖部，火床部は残存してないが，北西壁の中央部に火熱を受けて赤変した壁と粘土が確認され，

それが壁外に50cmほど掘り込まれていることから，そこに付設されていたと考えられる。

ピット　3か所。主柱穴はPl～P3で，深さは25～30cmである。Plと対応する主柱穴を東コーナー部で精

査したが，確認されなかった。

覆土　7層からなるが撹乱が激しく，覆土も薄いため堆積状況は不明である。第3－7層は竃の覆土である。
土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　褐　　　色　ロームブロック中量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

4　極暗赤褐色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロッ
ク微呈

5　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量
6　褐　灰　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック少量
7　灰　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片27点（杯類7，嚢類20）が出土している。これらの大半は細片である。

所見　本跡の出土土器は細片であり，本跡に伴うものがないが，覆土中の土器から時期は6世紀後半と推定さ

れる。また，面積は約15n了と小形で他の住居跡から離れて位置している。主軸方向は，内堀の長軸方向とは異

なるが，居館が機能していた時期の住居であり，それを構

成する施設のひとつと考えられる。

第19号住居跡出土遺物観察表（第64図）

227

0　　　　　　5cm

：　；　：

第64図　第19号住居跡出土遺物実測図

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

2 2 7 土 師器 杯 ［1 2．0］ （2 ．1） － 砂粒 にぷい赤褐 普通 口縁部内・外面及び体部内面横ナデ 覆土 下層 5 ％

第20号住居跡（第32図）

位置　調査I区南東部のK5f4区，第1号土橋から約8m内側に位置している。

重複関係　第2号住居跡，第83・84号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南西辺3．74mで，北西辺と南東辺は1．44mだけが確認された。平面形は方形または長方形と推定

され，北西辺の方向はN－420－Wである。壁高は10cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　軟質で平坦である。

覆土　覆土は薄いが単一一層で，ロームブロックを含むことから人為堆積と推定される。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片6点（嚢類）が出土している。出土遺物はいずれも細片であり，図示できるものはない。

所見　本跡は，主軸方向から，内堀を意識して構築された居館を構成する施設のひとつと考えられる。本跡は

6世紀後葉の第2号住居跡に掘り込まれていることから，居館初期段階の住居と考えられ，6世紀中葉の時期

が想定される。

第21号住居跡（第65・66図）

位置　調査I区南東部のK5j3区，内郭の西部に位置している。

重複関係　第10号住居跡，第9・10・11・12・36・40・49A・49B・65・70・71・79・80・90・203～205・211

号土坑，第4号溝跡に掘り込まれている。

規模と形状　北西壁と北東壁が遺存しており，長軸7．30m，短軸6．95mの方形と推定され，主軸方向はN－400

－Wである。壁高は10clnで，外傾して立ち上がっている。
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床　ほぼ平坦で，中央部から各主柱穴にかけて踏み固められている。北東壁下から深さ7cmほどの間仕切り構

1条が確認されている。

竃　遺存していないが，北西壁際中央部の覆土中に焼土や砂粒が検出されたことから，そこに付設されていた

と考えられ，第36・203号土坑に掘り込まれてしまっている。

ピット　7か所。主柱穴はPl～P4で，深さは39～65cmである。P5～P7の性格は不明である。

覆土　4層からなるが，覆土が薄く，堆積状況は不明である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック・炭化粒子微量

炭化物少量，ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片273点（杯類54，嚢・甑210，手捏土器3，不明6），須恵器片2点（施，賓）が出土

しており，土師器の底部片から推定される個体数は，杯8点，手捏土器2点，嚢7点，甑1点である。これら

の遺物は，竃周辺を中心に出土しており，覆土下層から床面にかけて出土している。228～230は出土状況から

本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡も堀を意識して構築された居館を構成する施設のひとつであり，本跡の出土土器から時期は6世紀

後半と考えられ，居館の初期段階の住居である。

「l＝ ‾＝l 0　　　　　　5cm

l　；　：

第66図　第21号住居跡・出土遺物実測図
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第飢号住居跡出土遺物観察表　第礪図）

番号 種　 別 器　 楯 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出十位置 備　　 考

2 28 十 師器 林 白2．2］ 4 ．7 － 長有 ・右奥 にぷい褐 普通 日縁部内も外面横ナデ，体部内面剥落 中央 部床面 40％

2 29 士 師器 林 白 5．2］ （5 ．2） － パミス㍗㌢控 にぷい橙 普通 日縁部 内 ・外面横 ナデ 北東壁際下層 30％

2 30 十 帥器 手捏土器 9 ．0 6誹 5」 長石・石英・パミス にぷい橙 普通 内・外面ナデ滅 部内・外面へラ当て痕 北東壁際下層 10 0％ P L 5 1

2 33 土師器 襲 ［25 ．2］ （2 3．5） － 拓 積数パミス 浅黄橙 普通 休部内面へ ラナデ 覆土 中 3 0％

23 4 士師器 甑 24 。8 24 ．3 9。3 砂粒 スコリア にぷ い橙 普通 目線 部内 0外面横 ナデ 将士中 8 0％　 P L 51

⑤　堀内の不明遺構

第6号不明遺構（第67◎68固）

位置　調査I区南東部のL5g8～i8区芦　第2号城南コーナー内部に位置している。

重複関係　第2号堀の底面を握り込み，第二汁卜315号上坑に握り込まれている、、．

第酢囲　第　号不明遺構実測図
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規模と形状　南部が調査区域外のため，確認された長軸は10mほどで，短軸8mの不整形を呈し，主軸方向は

N－100－Wである。壁高は15－37cmで，外傾して立ち上がっている。

覆土　6層からなり，第1層は堀の下層と同じ覆土で自然堆積の状況を呈し，第2～7層はロームブロックを

含んだブロック状の堆積状況を示す人為堆積で，廃絶後に一部に土を埋め，その後自然に堆積したと考えられ

る。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量

4　灰　褐　色　ロームブロック多量

5　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

6　褐　　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片691点（杯138，椀4，高杯6，嚢・甑535，不明8），土製品1点（支卿），石器1点

（砥石）が出土しており，土師器の底部片から推定される個体数は杯17点，椀1点，高杯2点，嚢3点，甑3

点である。これらの遺物は，底面を中心に全体的に出土しており，投棄された状況を呈している。

所見　本跡の平面形は不整形であり，本跡が掘られた目的と性格は不明であるが，遺物の出土状況から，最後

は遺物を投棄する施設として機能したと推定される。本跡の時期は出土土器から6世紀中葉と考えられ，居館

の初期段階に遺物が投棄されたものと考えられる。

、l　　－－l

二「

第68回　第6号不明遺構出土遺物実測図
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第　号不明遺構出土遺物観察表　第瞞囲う

酌 十 陸 別 極 種 日 可 器 可 底 可 胎　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出十位置 備　　 考
235　 土踊 つ　 埠 恒 拍 中 施 可 橙 普通 目線部内・外面植ナデ 東部底面 25％

釣　　 土師器　　 球 恒 凍 恒 欄 「 …　 序 高 石 明赤褐 普通 目線部内・外面構ナデ 中央部下層 25％
237　 土師中　 称 ［12可 は 詔 「 …　 極 凋 棚 i頼 褐 普通 内 ・外面摩耗 酋部底面 25％

器　　 土師器　　 椀 肌 巨 細 「 つ 繍 にぷい黄橙 普通 打線部内・外面梯ナデ滴e外面摩耗 中敷西部下層 65％　PL51
掴　 土師器 巨綱 ［鵬 恒 9）i　 桓 石英eパミス 赤 普通 「1線部「年外面構ナチ丁年外面摩耗 西部下層癌滴 40％
2可 土醐 つ　 甑 ［2細 目 7可　　 恒 石eスコ悍 樟 普通 目線部内 の外面横ナデ 中央部底面 10％

番号 器　 可 長 さ 幅　 軽 さ 重　 量 性　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出上位置 備　　 考

2射 砥石　 恒 舶 （5潮 i 招 （254） 頁岩 紙面寸面†日が細かい 中央部底面 PL66

綾　居館以外の遺構と遺物

居館以外の遺構は，竪穴住居跡8軒が確認された。以下　確認された遺構と遺物について記載する。

①　竪穴住居跡

．∵号∴，′＝‘　∴言′　′、∴く・′

‾∴、∫．一一′、／く1：′′′　・＿　　ぐ　．′）′了・・∴・′’∴∴‥　ノ′、棺　、、．：）

重複関係　第38号住居跡と第1号掘立柱建物跡　第邦号士坑に掘　込まれている。

．・．一ノLf言：．∴・い′、　∴l・、′　′・一・′ノノ′∫′㌧、　　い　ノ′l・′ニ＼　、、、′ノノ／∴・‥‥言，：、言ノ、　牛∴、

て立ち上がっている、

床　ほぼ平坦で芦　中央部から各主柱穴にかけて踏み固められている。掘　方は　中央部が不整楕円形状に鋼憫

ほど握りくぼめられ．ロームプロ、ソクで厚さ5、10（・mほどの床が貼られている，、．

・！′　′ノ′　ノ∴’′　ご　ノ、‥　　′1　′　′．・．二′ノ∴．′一　′　二リノ′、．／1　t．く′工守′ノ．　′′ノ．：、′7′！′．

できるだけである。規模は焚打から残存する煙道部まで摘娠m　磯部凝太幅は汝mほどである。煙道部は　壁外

、′・∴l一　′ノノ‘．ノ　●　－　　ノ・・・′、二二′、一、1言　　′′／、弓′了・′‘、、　．．′：・．　　∴　′－　′・∴－　　・ノ

ムで構築され芦　火床部は地山を掘り　ぼめられて作られてお酌　あま　火熱を受けていない。

竃土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

－1　黒　掲　色

5　暗　褐　色

6　灰　褐　色

7　暗　褐　色

ロームブロック・焼土粒子微量

ローム粒子少鼠　焼土ブロック微靂

ローム粒子少量ヲ　焼土ブロック微量

しトー∴粒「少量　埴上位「微量

ロームプロ、ソク少量．焼目白’・・粘日立j’・・砂粒微量

粘‖＼l守一・砂粒中量∴　ロームプロ・ソク少量

ロームブロック少量ラ焼土ブロック・粘土粒子か砂粒微量

8　褐　　　色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

11暗　視　色

12　暗　褐　色

13　暗　褐　色

l・l　黒　田　色

1－ゴームプロ、ソケ中量

砂粒少量．LトームブIJ、ソケ・粘上ブUリン微量

H－ムブし「、・′ケ・枯上プロ・ソケ少量

U－ムブtlJ・ソク・炭化物微冒．：

炭化粒子の砂粒微量

ローム粒「・焼上ブ［ト・′′ク微量

U－！、粒J’・・焼‖＼．′つ∴・甘化粒召尉昌．：

ノ、　′′ノ　′　　　／、’∴　′　　　　、：l、ノ言、こ一　二　一、；言．　ノ、㌦？、‾：‥二、　－．．、′．ノ　ノソ′　ノ、・・ノ

に位置しており言事人用l施設に伴うど、ソトであるが．P（うの性格は不明である、

貯蔵究　　平面形は楕円形を皇し　右裾部の脇に付設されている。深さは渕cmほどで　底面は皿状を呈してお

り，壁は外傾して立ち上がっている

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　廃土粒子の炭化粒子微量 2　窯　褐　色　ロームブロックさ炭化粒子微量

一一一8∴「一一一…－、
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第69回　第30号住居跡実測図
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覆土　8層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第7・8層は掘り方の埋土で，第7層は

第8層よりも締まりが強い。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒少量

6　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

7　褐　　　色　ロームブロック中量

4　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量　8　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片68点（杯類24，嚢類44），須恵器片2点（杯類，高杯）が出土している。これらの遺

物は竃周辺の覆土上層から中層を中心に出土している。

所見　本跡の時期は，覆土中の土器から6世紀後半と推定される。また，本跡は，主軸方向が居館の内堀の長

軸方向と概ね一致しており，居館の外部ではあるが，居館を意識して構築された施設と考えられる。

④

第70図　第30号住居跡・出土遺物実測図

第30号住居跡出土遺物観察表（第70図）

10cm
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

301土師器杯［14．3］（4．の
長石・スコリ

ア・パミス
にぷい橙普通
口緑部内・外面及び休部内面

横ナデ

竃右脇中・

下層
70％　PL51

－86



：こ！！ふ∵′ふ　＿完　工′′　′引、年

位置　調査I区北部のI・ld8区に位置し，低台地上の、口車部に立地している、、、

重複関係　第37号で吊誹亦・第270号工坑に握り込まれている、、．

確認状況　トレンチヤーによる撹乱が苦しく，遺構の遣存状況は極めて悪い、、

規模と形状　長軸5．85111．紬柚5．8（．）Illの不整方形であり．巨軸方向はNr・持、、－Wである、、壁高は最大で10cm

である、－、

」L18．6m
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床　残存部分の床面は，ほぼ平坦で中央部が踏み固められている。壁溝は検出されていない。

竃　北西壁のほぼ中央部に付設され，右袖の一部が残存する。規模は焚口部から煙道部まで105C恥壁外への

掘り込みは43cmである。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築され，床面をわずかに掘りくぼめ

た地山面を火床面としている。火床面から煙道部は，被熱のため赤変している。竃土層断面図中の，第3層は

崩落した天井部の一部である。

竃土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量　　　　　　3　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量

2　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量，粘土粒子・砂粒微量　4　黒　褐　色　焼土ブロック少鼠　ローム粒子・炭化粒子微量

ピット　2か所。Pl・P2は主柱穴に相当し，深さは45－65cmである。北東壁側に想定される主柱穴2か所

及び出入り口施設に伴うピットは撹乱により検出されなかった。

覆土　ロームブロックを微量含む黒褐色土の単一層である。層厚が最大で10cmと薄いため，堆積状況は不明で

ある。

遺物出土状況　土師器片97点（杯類25，嚢類72）が出土し，大部分は細片である。第72図333・334はいずれも

覆土中からの出土である。

所見　本跡に明確に帰属するといえる遺物がないた捌こ，時期を推定するのは困難である。しかし，図示した

遺物は，本跡の周辺近くに同時期と推定される遺構がないため本跡に伴う可能性は高く，また本跡の主軸方向

は本跡の南側90m程に位置する第1・2・14号住居跡等とほほ同一であり，規模も近似している。これらから

類測した本跡の時期は，6世紀中葉である。

第72図　第36号住居跡出土遺物実測図

第36号住居跡出土遺物観察表（第72図）

0　　　　　　5cm

：　；　！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

332 土師器 坪 ［11．9］4．7 雲母・長石にぷい褐普通口緑部朴外面横ナデ，休部内面ナデ東部下層 40％

333 土師器 杯 ［14．5］（4．5） 雲母・長石にぷい橙普通休部外面へラ削り，内・外面磨耗覆土中 10％

334 土師器 杯 ［10．2］（4．1）－ 雲母・長石にぷい黄橙普通口緑部内・外面横ナデ，体部内面ナデ覆土中 5％

第66号住居跡（第73・74図）

位置　調査I区西部のJ2b9区に位置し，第3号堀から約70m西の低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第67号住居跡を掘り込み，第340号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東西軸が5・90mほどで，南北軸は，南部が撹乱のため4．10mだけが確認され，方形または長方形

と推定される。主軸方向はN－230－W，壁高は10C皿ほどで，外傾して立ち上がっている。
て一

床　ほぼ平坦で，竃前から各コーナー部にかけて踏み固められている。

竃　北壁の中央に付設されている。袖部が残存し，焚口から煙道部まで90cm，袖部最大幅100cmほどである。

煙道部は壁外へ20cmほど掘り込まれ，緩やかに傾斜して立ち上がっている。第9－11層は袖部であり，平坦な

地山の上に粘土と砂を積んで構築されている。第12・13層は火床部の埋土であり，赤変している。
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第73図　第66・67号住居跡実測図
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寵土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量

2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

3　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量

4　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　暗　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量

6　にぷい黄褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
7　褐　　　　色　ローム粒子・焼土粒子中量

8　黒　褐　色

9　灰　褐　色

10　褐　灰　色

11灰　褐　色

12　暗　褐　色

13　灰　黄　褐　色

ピット　3か所。主柱穴はPl～P3で，深さは33～54cmである。

Pl・P3土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

炭化粒子少量，焼土ブロック微量

粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子微量

粘土粒子・砂粒多量
粘土粒子・砂粒中量

焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子徴壷
焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

4　黒　褐　色　ローム粒子微量

覆土　単一層であるが覆土が薄く，堆積状況は不明である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少意，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片240点（杯類8，嚢類232），須恵器片10点（杯類6，魅1，嚢類3），土製品1点（支

脚）が出土している。これらの遺物は，竃周辺を中心に覆土下層から床面にかけて出土している。出土状況か

ら，471－473は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から5世紀末葉から6世紀初頭と考えられる。また，主軸方向が居館の長軸方

向と200近くずれており，居館跡との関連性は考えられず，居館跡構築以前の住居跡と考えられる。

0　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿」　　」

第74図　第66号住居跡出土遺物実測図

。Q
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第66号住居跡出土遺物観察表（第74図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

4 71 土 師 器 珂こ ［19 ．0 ］ （5．4） 醜 ・スコリア・′くミス 橙 普 通 口緑部内 ・外面及び休部内面横ナデ P l 内 10 ％

47 2 須 恵 器 施 9 ．7 1 1 ．1
石 英 ・パ ミ

ス

黄灰，内 ・

外面に深緑

色の 自然租

良 好 底 部 外 面 回転 へ ラ削 り 北 東 部 床 面 9 0％　 P L 53

47 3 土 師 器 襲 ［19 ．6 ］ （2 5 ．0 ） － 長 石 ・石 英 赤 褐 普 通 口緑部内・外面横ナデ，内・外 面摩耗 北 東 部 下 層 40 ％
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番号 器　 種序 可　 幅 摩 可 重 量「 紆　 料 特　　　　　 徴　　 日 蝕 躇 備　　 考

474 支卿　 巨 招 巨細 巨55可　 土製 外面ナデゥ胎土に雲母・パミス含む　 巨猶壁際下層
80％　　 PL63

第酢考健贋妙　第開園）

位置　調査I区西部のJ2aO区に位置しタ　低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第礪号住居跡　第膵号掘立柱建物跡　第封　の封号士坑に掘　込まれている。

規模と形状　東西軸は罰mほどで　南北軸は南部が撹乱のため3。10mだけが確認されチ方形または長方形と

推定される。南北軸方向はN－180」勘　壁高は摘cmほどで　外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ、上田で．中央部が踏み回められている。

だッ紅　2か所。主柱穴は㌘18P2で芦　深さは温5024cmである。

覆豊　3層からなるが覆土が薄く，堆積状況は不明である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子e焼と粒子・炭化粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子中量

遺物出藍状況　土師器那点　舞楽飢　愛東誠が出土している。これらの遺物はタすべて細片で図示できる

ものはない、

所凰　本跡は，出土土器がすべて細片のため時期判断が困難であるがタ　後被紀以前の出土土器がなく9　5世紀

末葉から　牒鴻初頭の時期である第礪号住屠跡に掘　込まれていることから　時期は銅摘代と考えられる。

第馴考健腰跡　第花園）

位置　調査韮区西部のE7a7区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4078m，短車由4076mの方形であり　主軸方向はN…舶○…Wである。壁高は25～36cmでタ各

壁とも外傾して立ち上がる焼失家屋である。

床　はぼ平坦でタ　壁際を除き全体的によく踏み固められている。壁港は検出されていない。

炉　2か所。炉1は，PlとP後を結ぶ線よりも北西壁寄りに付設されている。長径62cmタ短径36cmの長径方

向を住居跡の主軸方向と同じくする不整楕円形を墨し芦深さ4服である。炉2ほP3と㌘複の間に付設されて

いる。長径72cm　短径凱cmの炉1同札　長径方向を住居跡の主軸方向と同じくする楕円形を皇し，深さ4cmで

ある。炉l e炉2ともに地床炉であ娠炉床面は火熱を受けて赤変硬化し，凹凸が著しい。炉　は炉　に比べ

て，火熱を強く受けてお娠　位置及び炉床の被熱の状況から，炉1が主炉と考えられる。

炉土層解説（炉1・2共通）

1　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量 2　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量

ぽッ紅　5か所。主柱穴はPl～P4で言深さは42～52cmである。P5は深さ30cmで南東壁寄りの中央に

位置しており，出入り口施設に伴うピットに相当する。

貯蔵巽　南コーナー部に位置し，径70cmの円乳深さ娩mである。底面は平坦で，壁は外傾している。

貯蔵穴・ピット土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　褐　　　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロックの粘土粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子少量，粘土粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子中農

6　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量

7　暗　褐　色　ローム粒子・炭化物少量，焼土ブロック微量

覆蓋　7層に分層される。堆積状況は，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。
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土層解説

1　黒　褐　色　廃土粒子微選

2　暗　褐　色　ロームブロック・廃土粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ロームブロックを廃土粒子微量

5　褐　　　色　ローム粒子少量

6　褐　　　色　ロームブロック微量

7　褐　　　色　ロームブロック少鼠　焼土粒子微量

遺物出羞状況　土師器片は　棒類凱　鷺類の　不明士製品　点がほぼ全域から散在した状態で出土してい

る。第箱師鼠は覆土下層資霊は覆土中層からそれぞれ出土している。また芦別は商コーナー部の覆土下層

から出土している。各コーナー部の床面からほ，多量の炭化材及び焼土塊が検出されている。

所農　本跡は　炭化材及び焼土塊の検出状況から焼失家屋と考えられるが芦本跡に伴う供膳具等が一一一切出土し

ておらず　住居廃絶に倖　意図的な焼失と推測される○これと同様な状況は　本跡の南渕mに位置する第93号

住居跡でもみられる。本跡はタ　出土遺物から5華摘己複葉には廃絶されていたと推定される。

第飢号住居跡出土遺物観察表　第花図）

番号 種　 別 器　 楯 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

3日 土師器 杯 しユ3．4′］！（3潮 i長石凍繍 予
工ふい橙 普通

五二磯 部内 0外商横ナデ i穫土中 5％

328 土師器 椀 ［1．2 ．扇 （7．日 － 雲炒赤色粒子 にぷい赤褐 普通 雄離腋再纏憾ナデ妄休部内面ナデ 将士中 15％

番可　 器 橙 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 廿　　 質 特　　　　　　　　 徴 出十位置 備　　 考
凱車 明土鋸 昌

64 2 ．9 1諸 31．5 土製 側面に明瞭な指頭痕を有す 南部下層

．∴′∴1・　、．い′′′、－　′一　く．′

二う．・喝／　′・く・l’ソノ　′ヽ　　′く、＿′′・．一　　′－ノ　∴了、．　＿、′．し∴一、、′．こ

重複関係　北西部を第摘号士坑　南東部を第錆号溝跡に掘　込まれている。

規模と形状　長車由7の00m芦短鮎の92mの方形で　室軸方向はN－器○…Wである。壁高は購～触mで　各壁と

もほぼ直立する．、、

床　ほぼ平坦でタ壁際を除いて踏み固められている。断面U字状の壁溝が周回する。

炉　P且と㌘複を結ぶ線上に付設されている。長径72cm　短径鮒cmの学長径方向を住居跡の主軸方向と同じく

する楕閏形である。床面を3撒ほど掘りくぼめた地床炉でありヲ炉床面は火熱を受け最太3cmはど赤変硬化しタ

凹凸が著しい∴．

炉土層解説

l　黒　掲　邑　しトーノ、ブし「ソク・焼上ブLJソク・尉ヒ粒J′・少量

一、．ノ・　－／ノ、言　ニ・＼J・　メ、′－・′、‾　六一：．一′、、、ぐ，ご一言

貯蔵究　東コーナー部に位置し㍉軌胱細の関取深さ52cmである0底面は平坦で　壁は外傾してお酌位

置と形状から貯蔵穴と考えられる。覆土下層から多量の焼土と炭化物が検出されている。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少巌

2　暗　褐　色　焼土粒子e炭化粒子少鼠　ロームブロック微量
3　暗赤褐色　廃土ブロックを炭化物多量，ロームブロック微量

啓羞　8層に分層される。堆積状況は，全体的に周囲からの土砂の流入を示す自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒J∴炭化粒Jつ坂量

2　黒　褐　色　ロームブロックや炭化粒子微量

：う　暗　褐　色　ローム粒j’・・尉ヒ粒J’・・小礫微量

4　暗　褐　色　炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロックの炭化粒子微量

6　褐　　　色　ロームブロック少量

7　暗　褐　色　ローム粒子の焼土粒子微量

8　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上粒「・炭化粒自微量



第76図　第92号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片73点（杯・椀類41点，高杯14点，嚢18点）が出土している。細片はほぼ全域から散在

した状態で出土しているが，図示できた遣物はすべて北西壁寄りから出土している。第77図313は北西壁際，314

は炉とP4の間の，いずれも床面から正位の状態で出土している。316，331は北西壁際の床面直上から口緑部

を南に向けた横位の状態で出土している。各壁際の床面から焼土塊及び炭化材が検出されている。

所見　本跡は，焼土塊や炭化材の検出状況から焼失住居と推測される。時期は出土土器から5世紀中葉と考え

られ，調査区内の5世紀代の住居跡の中で最大の規模である。

「‾‾‾‾‾‾‾‾T‾．‾‾‾‾l月

＼

＼　r　ノ

第77図　第92号住居跡・出土遣物実測図

第92号住居跡出土遺物観察表（第77図）

＿旦19．4m

0　　　　　　　　　　　　1m

L　」　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

313 土師器 椀 15．4 7．5 5．4 雲母 にぷい黄橙普通体部内・外面丁寧なナデ 北西部床面95％　PL52

314 土師器 椀 13．0 7．2 5．0 雲訃赤色粒子にぷい橙普通目線部内・外面械ナデ，休部内面ナデ北西部床面90％　PL52

316 土師器 璽 27，3 20．2 6．8 長石・石英にぷい橙普通口縁部内・外面横ナデ 北部床面下層95％　PL52

331 土師器 高杯 15．7 （6．1） 雲母・長石にぷい黄橙普通杯部外面丁寧なナデ 北部床面下層45％　PL52

第93号住居跡（第78・79図）

位置　調査Ⅱ区南西部のE7iO区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4・92m，短軸4・82mの方形であり，主軸方向はN－36。rwである。壁高は34～48cmで，各

壁とも外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められている。断面U字形の壁溝が周回する。

炉　3か所。炉1はPlとP4を結ぶ線のやや内側に付設され，径60cmほどの円形である。床面を5cmほど掘
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りくぼめた地床炉であり，炉床面は火熱を受けて赤変硬化し，凹凸が著しい。炉2はPlとP2の間に付設さ

れている。長径95cm，短径55cmの長径方向を主軸方向と同じくする不整楕円形である。炉3はP4の東側に付

設され，径50cmほどの円形である。炉2・3ともに，炉床の上面は踏み固められ鈍い光沢があり，炉床の状況

などから，炉1が住居廃絶時まで使用されていたと考えられる。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量 2　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量

ピット　6か所。主柱穴はPl～P4で，深さは15－21cmである。P5は深さ15cmで，南東壁寄りの中央に位

「レ＿＿＿＿＿

旦19，2m

l

‾‾→ミよ≡弓F－‾
2

第78図　第93号住居跡実測図
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置しており，出入り口施設に伴うピットに相当する。P6の性格は不明である。

貯蔵穴　束コーナー部に位置し，径80cm程の円形，深さは33cmである。底面は平坦で，壁は外傾している。

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　褐　　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

覆土　4層に分層される。堆積状況は，全体的に周囲からの土砂の流入を示しており，自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　焼土粒子・粘土粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片31点（杯・椀類18，聾類13）が全域から散在した状態で出土している。それらの大部

分は細片で，本跡の廃絶後に混入したものと考えられる。第79図317・318は貯蔵穴内から出土している。319

は中央部の覆土中層から出土している。また，床面からは焼土塊及び炭化材が検出されている。炭化材は，壁

から中央部に向かって検出され，垂木材と考えられる。

所見　本跡は，炭化材及び焼土塊の検出状況から焼失住居と考えられるが，本跡に伴う食膳具等が一切出土し

ておらず，住居廃絶に伴う意図的な焼失と推測される。本跡と同時期に存在したと考えられる第91号住居跡で

も，これと同様な状況が見られることは興味深い。本跡は，出土遺物から5世紀後某には廃絶されていたと推

定される。

第79区l　第93号住居跡出土遺物実測図

第93号住居跡出土遺物観察表（第79図）

捌 319

0　　　　　　5cm

！　；　：

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

317 土師器 杯 ［13．8］（4．5）
雲母・赤色

粒子
赤褐 普通
口緑部外面積ナデ，体部外画

ナデ，内面磨耗
貯蔵穴内 10％

318 土師器 柑 （5．1）3．4 雲母・赤色粒子明赤褐 普通体部外面ナデ，外面赤彩 貯蔵穴内 20％

番号器　　種長　さ 幅 厚　さ重　量 材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

319 釘 （5．9）（0．釦（0．6）（8．2） 鉄 断面方形 覆土中層

第99号住居跡（第80・81図）

位置　調査I区南西部のF8a7区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

確認状況　北西壁際を除いて床面直上まで削平された状態で検出された。

規模と形状　竃及び柱穴の位置と暗褐色をした床面の広がりから，長軸6．10m，短軸5．70mほどの長方形と推

定される。主軸方向はN－52。－Wである。

床　ほぼ平坦である。硬化面及び壁溝は検出されていない。Plに隣接して，径20cmほどの円形に赤変硬化し

た部分が検出されている。

竃　北西壁の中央部に付設されている。両袖部の基部が残存し，規模は焚口部から煙道部まで130cm，袖部最
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大幅110cm，壁外への掘り込みは17cmである。袖基部は，床面と同じ高さに暗褐色土で構築されている。火床

部は床面をわずかに掘りくぼめて作られており，火床面は火熱を受け赤変している。火床部から煙道部にかけ

て，焼土粒子・炭化粒子を含むにぷい赤褐色土が堆積している。

ピット　5か所。Pl～P4は主柱穴で，深さは35～65cmである。P5は出入り口施設に伴うピットで，深さ

HI

二了　二‘‾

第80図　第99号住居跡実測図
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0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第81図　第99号住居跡出土遺物実測図

は35cmである。

貯蔵穴　北コーナー部に位置し，長軸120cm，短軸90cmの楕円形，深さ30cmである。底面は皿状で壁は外傾し

ている。

貯蔵穴・ピット土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

4　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
5　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片281点（杯類10，整類271）が，北コーナー付近から主に出土している。第81図322・

323・325・326は貯蔵穴内から出土している。322は底面から逆位，323は覆土下層，325・326は覆土上層から

それぞれ出土している。また，324はPlの覆土上層及び貯蔵穴の覆土中層，327は北西壁際及びPlの覆土上

層からそれぞれ出土している。図示した遺物は323を除きすべて破片の状態で狭い範囲から出土しており，住
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居の理没の過程で投棄されたと考えられる、＿、．

新風　Plに隣接する円形の赤変硬化部分は学重複する遺構の竃火床もしくは炉床の可能性があるため学周囲

を精査したがタ　その痕跡は検出できなかった。本跡の時期は芦　出土土器から6華機中葉と推定され芳　同時期の

住居跡の中では調査区の最も北に位置する。

第鱒号佳屠跡出土遺物観察表　第飢図）

番号 楯　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　 土 i色　 調 焼成 手　法　 の　特　 徴 出土位置 備　　 考

322 土師器 捧 12．8 5．4 － 汎 普通
日縁部内 の外商桟ナデラ　底部

夕摘音へラ削り
貯蔵穴内

90％　 PL 52

二次焼成

323 土師器 林 13．1 （3誹 －
雲針 長石 恒 い構

普通 目線部内・外面怖ナデ，内面ナデ 貯蔵穴内 60％　 PL 52

324 士師器 小彬楽 ［H 潮 18．4 6．0
長石 ・石英 唇

普通
目線部内・外面櫨ナデ．底部

へラナデ，両面磨耗
P 「内

70％　 PIJ52

二次焼成

325 士帥器 小車悪 H ．3 18。5 6月
強

普通
日縁部内の外面桟ナデ，体部
内面へラナデ

貯蔵穴内 70％　 P L52

二次焼成

326 土師器 襲 はり．幻 （H 凍 －
雲母 の長石 巨 ぶ減 普通 H射的顔面横ナデ藩部痛 へラナデ 貯蔵穴内 20％

327 士師器 壷
－ は9．9］ 74

雲母魂 粧予巨 ぷい赤褐 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 北部 20％

②　方形竪穴遺構

今回の調査でタ調査Ⅲ区から2基の方形竪穴遺構が確認された。当軌第94095号住居跡として調査したがヲ

炉や竃夕柱穴などが検出されず　居住施設　は考えに餉ため撃方形竪穴遺構とした。以下芦検出された遺構

と遺物にりいて記載する。なお　これらは佳屠跡として調査したため　調査時の遺構番号　併記してお。

．　5　．、1、：、メ、ふノ：・・．ノ，′′　　　t、　工♪、ノて

‾．．∴ノ　　ーぺ　了．ノノ　・こ、′　′く　　′　一一　‘＼′＼！－j　′、′．　．一　′∴　ノ　二　′′ノ

A
－19．8「11

第醍囲　第　号方形竪穴遺構実測図

－1、一、l一つ（）（「一一一一一一一…一一一

∴　　　′j・

0　　　　　　　　　　　　　　2m獲



重複関係　南東コーナー付近を第437。438号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4・62m，短軸4・57mの隅丸方形であり，主軸方向はN－670－Wである。壁高は最大5cmで

ある。

床　ほぼ平坦である。床面を精査したが，硬化面及び壁溝は検出されなかった。

ピット1か所。Plは南東コーナー部に位置し，長径40cm，短径23cmの楕円私　深さ43cmである。

覆土　ロームブロックを少量含む暗褐色士の単一層である。層厚が最大で10cmと薄いため，堆積状況は不明で

ある。

遣物出土状況　土師器片8点（棄類）が出土している。土器片はいずれも細片で断面が摩滅しており，遺構の

埋没時に混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から古墳時代と推定されるが，明確な時期は不明である。

第2号方形竪究遺構（第95号住居跡）（第83図）

位置　調査Ⅱ区南東部のE7gO区に位置し，平坦な低台地上に立地している。

規模と形状　長軸3・15m，短軸2・75mの長方形であり，主軸方向はN－540－Wである。壁高は最大で4cmで

ある。

床　ほぼ平坦で，南に向かって緩やかに傾斜

している。高低差は最大で10cmである。床面

を精査したが，硬化面及び壁溝は検出されな

かった。、

覆豊　ロームブロックを少量，炭化粒子を微

量含む暗褐色士の単一層である。層厚が最大　jL

で10cmと薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出立状況　土師器片54点（聾類）が，主

に東コーナー付近から投棄されたような状況

で出土している。

所見　時期を推定できる出土土器が少ないた

めに，本跡の時期を推定することは困難であ　」し9伽

るが，本跡の南約3mに5世紀後柔と考えら

れる第93号住居跡が位置することや体部が球 0　　　　　　　　　　　　　　　2m」
形状を皇する土師器嚢が出土していることか　第83図　第2号方形竪穴遺構実測図

ら，本跡の時期は5世紀後半と推定される。
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2　奈良◎平安時代の遺構と遺物

今回の調査で，奈良・平安時代の遺構は，竪穴住居跡70軒，掘立柱建物跡1棟，井戸跡2基が確認された。

以下，確認された遺構と遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第22号住居跡（第84図）

位置　調査I区北西部のI2h5区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第271号土坑を掘り込み，第23A・23B号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸（東西軸）は，第23A e23B号住居跡に掘り込まれているため推定3．80m，短軸3．70mで平

面形は方形と推定され，主軸方向はN－160－Wである。壁高は5～12cmで，壁の立ち上がり具合は判然とし

ない。

床　中央部の南側がややくぼんでいるほかはほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。また∴壁溝は検出さ

れていない、．

竃　北壁のやや西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部先端まで145C恥　袖部幅110cm，壁外への

掘り込みは25cmほどである。覆土の堆積状況から，天井部は崩落していると考えられ，竃土層断面図の第30

9層がそのu一部に相当する。袖部は，地山を山形に掘り残した基部の上に，灰白色の粘土を芯材にして砂質粘

土で構築されている。火床面は北壁ラインの内側に位置し，赤変硬化している。また，煙道は火床部から外傾

して緩やかに立ち上がる。なお，火床の第17層中から土師器窯の体部片が出土していることから，竃の作り替

え若しくは火床の再構築が想定される。

竃土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子・砂粒微量

2　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロックの砂粒少量，粘

土ブロック・炭化粒子微量

3　褐　灰　色　粘土粒子・砂粒多鼠　焼土ブロック少量

4　暗　褐　色　砂粒少鼠　ロームブロック。焼土粒子。炭化粒

子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロッ
ク微量

（う　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒・焼土ブロック少量

7　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

8　灰　褐　色　粘土粒子0砂粒中農，ロームブロック少量

9　暗　赤　褐　色　廃土ブロック中量，粘土粒子。砂粒少量

10　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

は　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

12　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロッ
ク微量

13　褐　灰　色　粘土粒子・砂粒多巌，焼土ブロック微量

14　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量，灰微量

15　黒　褐　色　砂粒中量，焼土ブロック・炭化物微量

16　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子少量，焼土粒

子微量

17　極　暗　褐　色　ロームブロック・粘土凝j∴砂粒少量，焼土ブ

ロック微還：

ぽッ紅　4か所。Pl～P3は主柱穴で，深さ30－40撒ほどである。北東コーナー部に想定される主柱穴は，

第23A e23B号住居跡に掘り込まれているため検出されていない。P4ほ深さ20cmで南壁寄りの中央に位置し

ており，出入り口施設に伴うピットである。

穫蓋　3層に分層される。層厚が最大で20cmほどと薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・焼土粒　　2　にぷい黄褐色　粘土粒子の砂粒少還，ロームブロック微量

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒微量

遺物出土状況　上師器片1刊一点（林類仕　悪類「12上　須恵器片21点（林類11，盤2、瓶類上　悪類「）が，主

に中央部の床面付近及び竃の覆土中から出土しており，特に土師器整類の大半は竃の覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。
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④

第84図　第22号住居跡・出土遺物実測図

第22号住居跡出土遣物観察表（第84図）

・：

0　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿」

0　　　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

335須恵器珂こ13，2 4．08．0雲母・長石褐灰普通底部多方向のヘラ削り中央部床面直上70％　PL53

336須恵器杯［13．2］4．0［8．2］長石灰普通底部多方向のヘラ削り中央部床面40％

337須恵器盤 （2．1）9．8雲母・長石・石英にぷい黄橙不良底部回転へラ削り後，高台貼り付け北部・中央部30％

338土師器変［21．0］（15．7） 長石・石英明褐普通口緑部内・外面横ナデ北壁際20％煤付着
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第23風◎23院号健腰掛（第85の86図）

位置　調査I区北東部のI2g5区に位置し学　低台地上の平坦部に立地している。

確認状況　当初，1軒の住居跡として調査をしたが，桂の庄痕が2か所あるピットが検出されていることや営

新旧2時期の床面が検出されていることなどから，上部のものを第23Å号住居跡，下部のものを第23B号住居

跡とした。

重複関係　第器Å号住居跡は　第2B号住屠跡の上部に貼床を施し浮　壁を拡張して構築されている。また，第

2：主上23B号住居跡ともに第2お力骨吊跡を握り込んでいる，

規模と形状　第2上目引℃吊跡は．長軸工75111，短軸上（う5111の方形であり，巨柚方向はN－1（う、1－Ⅵ’である、、曜

高は最太8撒ほどで，壁の立ち上がり具合は判然としない。第23B号住居跡については，壁が残存しないため

不明な点が多いがタ　東壁側の壁溝が50cmほど内側で検出されていることから，第23Å号住居跡よりも多少小規

模で，巨柚方向はほぼ同1と推測される、

床　第23Å号住居跡の床は，第23B号住居跡の床面上に厚さ5～摘撒ほどの貼床（士層断面図第6層）を施し

て構築され言まぼ平川で壁際を除いてよく踏み固められている＿、壁上には、断面U字形の壁溝が周回する、．第

23B号住居跡の床も貼床（土層断面図の第　層　であ娠　中央部が踏み固められている。壁溝は，東側のみ検

出されている＿、、，

竃　第23A号住居跡の竃は北壁の中央に付設されている。規模は　楽日部から煙道部先端まで拍級m　袖部幅

1川）（、nl．甘外への握り込みは55川1である．、柚部は，灰褐色の砂質粘上で構築されている．、、．火床部は北壁ライン

の内側に位置し，わずかに赤愛している。また，煙道は火床部から外傾して立ち上がる。第23B号住居跡の竃

はタ　その痕跡を明確に検出できなかったが，士層断面の観察結果（土層断面国中第21～23層）からほぼ同位置

で作り替えが行われていると考えられる、・、また，第23一Ⅴ月日古跡の袖材の中には焼上が比較的多く含まれてお

り芦　作り替えの際　第器B号住居跡の袖材が再利用された可能性がある。

篭土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック微量

廃土ブロック0粘土粒子e砂粒少量

机上プロ、ソク・砂粒少量．ロームプロ、ソク・焼

士ブロック微量

4　極　暗　褐　色　焼土ブロックe粘土粒子・砂粒少量

5　極　暗　褐　色　焼土ブロックⅠ砂粒少量

6　暗　赤　褐　色　焼士ブロック・砂粒少量，ローム粒子微量

7　暗　赤　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロッ

ク微量

8　暗　赤　褐　色

9　暗　赤　褐　色

10　灰　褐　色

11極　暗　褐　色

12　にぷい黄褐色

ピット　5か所．＿1、

粘土ブロック・砂粒少量，焼土ブロック微量

焼土ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量

粘土粒子の砂粒中農，ローム粒子少量，焼土ブ
ロック微量

粘土粒子や砂粒少量，ローム粒子微量

砂粒多量，焼土ブロック中量，粘土ブロック少量

13　黒　褐　色　砂粒中量，粘土ブロック少量，焼土ブロックe
炭化粒子微量

14　灰　褐　色　砂粒多量，焼土ブロック・粘土ブロック少量

15　灰　赤　色　砂粒多量，焼土粒子中量

16　褐　灰　色　粘土粒子e砂粒中量，焼士ブロック少量，ロー
ムブロック微量

17　極　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量

18　暗　褐　色　ローム粒子中量

19　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量

20　灰　褐　色　砂粒多量，焼土粒子中量

21暗　赤　褐　色　粘土粒子。砂粒多量，焼土ブロック少量

22　灰　赤　色　粘土粒子・砂粒多義，焼土ブロック中量

23　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック少量

Pl～P4は深さ55～60cmで　主柱穴である。P　は深さ鋼cmほどで　南壁寄りの中央に位

置しており，出入り口施設に伴うピットである。なおタ　前述したようにPl e P2。P4　0P5からは，柱の

圧痕が2か所ずつ検出されており，Pl・P2・P‘二1については．それぞれ内側のものが第23B封日朝亦に伴

うものである。

尊堂　5層に分層される。堆積状況は，層厚が最太で20cmと薄いため判断が難しいが，ブロック状に堆積する

層があることから，人為堆積の可能性が高い。なお，第23B号住居跡の覆土は存在しない。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土ブ　　2　暗　褐　色　焼土ブロック・砂粒少量，ロームブロック。炭
ロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化物・粘土粒子微量
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3　にぷい黄褐色　粘土ブロック・砂粒少量，ロームブロック・焼

土ブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少壷，焼土ブロック・粘土粒子・

砂粒微呈

5　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂
粒微量

6　暗　褐　色　ロームブロック中量（SI23A貼床）

7　褐　　　　色　ロームブロック中道（SI23B貼床）

8　竃土層断面図第21層と同一
9　壌土層断面図第22層と同一

10　竃土層断面図第23層と同一

遺物出土状況　第23A号住居跡からは，土師器片215点（杯類25，襲類190），須恵器片73点（杯類33，嚢類35，

瓶類1，蓋4）が，北東部を中心に廃棄されたような状態で出土しており，図示した遺物もすべて北東部から

第85図　第23A・23B号住居跡実測図
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出土している。第86図343は，Plの覆土中の破片が接合した資料であり，344は貼床中からの出土である。第

23B号住居跡からは，土師器片35点（杯類3，嚢類32），須恵器片10点（杯類6，整類4）が，貼床中及び竃

の掘り方の埋土中から出土しているが，細片のため図示できるものはない。

所見　第23A号住居跡の時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。なお第23B号住居跡の時期は，第23

A号住居跡に建て替えられていることからそれ以前と推定される。

第86図　第23A号住居跡出土遺物実測図

第23A号住居跡出土遺物観察表（第86図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

339土師器高台付杯13．65．36．1雲母・長石にぷい黄橙普通高台貼り付け後，ナデ北東部上層70％　PL53

340須恵器土不14．05．26．3粗い長石多量褐不良底部回転へラ切り後，多方向のヘラ師）北東部上層60％　PL53

341須恵器珂こ13．04．25．4
雲母・長石・

石英
灰普通
体部下端雑な手持ちへテ削り　底部回

転へラ切り後，雑な一方向のへラ帥）
北東部上層40％

342須恵器杯［12．8］4．3［6．2］雲母・長石・石英灰普通底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り北東部下層40％

343須恵器高台付坪［8．8］5．05．4長石・石英灰普通高台貼り付け後，ナデPl覆土中70％　PL53

344土師器小形聾［14．5］（4．8）－雲母・長石にぷい褐普通口緑部内・外面横ナデ北東部貼床中15％

第24号住居跡（第87・88図）

位置　調査I区の北西部I2h9区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4．12m，短軸4．10mの方形であり，主軸方向はN－150－Wである。壁高は15－22cJnで，各

壁とも外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められている。北壁下を除いて壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部先端まで100cmほど，袖部幅は140cmほどで，

壁外への掘り込みは14cmと短い。天井部は崩落しており，竃土層断面図の第4・9・10・13層が崩落した天井

部の一部である。袖部は，黒褐色土で竃の掘り方を床面とほぼ同じ高さまで埋め戻し，その上部に砂質粘土で

構築されている。火床面は北壁ラインの内側に位置し，袖部と同様に黒褐色土で竃の掘り方を埋め戻した面を

使用している。赤変硬化部分は認められなかったが，火床面からは灰が検出されている。また，煙道は火床部

から外傾して急な角度で立ち上がる。

篭土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土ブ　　3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒

ロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微量
2　灰　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒中量，焼土ブ　　4　暗赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子・砂粒少量

ロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　　　色　ロームブロック中量，粘土粒子・砂粒少量
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6　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒
微量

7　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量

8　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土粒子・
砂粒微量

9　褐　灰　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック微量
10　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少量

11赤　褐　色　焼土ブロック多量，粘土粒子・砂粒中量
12　褐　灰　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック少量

13　暗赤褐色　焼土ブロック多量，粘土粒子・砂粒少量

14　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒
少量

15　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・焼土プ

16　灰

17　灰

18　褐

19　褐
20　褐
21灰

22　暗

23　褐
24　黒

25　暗
26　暗

褐

赤

灰

灰

灰

赤

赤灰

褐

褐

赤褐

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

ロック少量

粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少墓

砂粒中量
砂粒中量

粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子少量

粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック少畳
粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック・灰少壷

焼土ブロック・粘土粒子・砂粒・灰少量
ローム粒子・砂粒少量

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　5か所。Pl～P4は主柱穴で，各コーナー際に位置し，深さは30～45cmである。P5は深さ18cmで，

南壁寄りの中央に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　5層に分層される。堆積状況は，全体的に周囲から土砂が流入した様相を呈した自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　焼土粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

④

4　褐　　　色　ロームブロック中量

5　暗　褐　色　砂粒少量，焼土粒子・粘土粒子微量

の
し0
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1の
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の
寸
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第87図　第24号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片244点（杯類10，慧類234），須恵器片96点（杯類73，斐・鉢類17，蓋6），鉄器・鉄製

品2点（刀子，不明鉄製品）が出土しており，土器の底部片などから推定される個体数は，土師器嚢5点，須

恵器杯4点，須恵器聾2点，須恵器鉢2点，須恵器蓋6点である。細片は全域から散在した状態で出土してい

るが，比較的大形の破片は，覆土土層断面図の第1層の下層に包含されている。図示した遺物は，残存率が低

く，また出土位置から見ても，本跡廃絶後の早い段階で投棄された可能性が高い。

所見　本跡は，出土土器とその出土状況から9世紀前葉には廃絶されていたと考えられる。

第88図　第24号住居跡出土遺物実測図

第24号住居跡出土遺物観察表（第88図）

ノ∈＝＝ブ

もi354

番号 種　別 器　種 口　径 器　高 底　径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考

345 須恵器 杯 ［12．7］ 4．6 ［8．2］ 雲母・赤色粒子 明赤褐 イく良 底部回転へラ切り後，多方向のヘラ師）塩前上層 60％

346 須恵器 杯 ［12．6］ 4．1 7．2 長石・石英 褐灰 普通 底部多方向のヘラ削り 南西部下層 40％

347 須恵器 杯 ［13．2］ 4．9 ［7．2］ 長石・石英 灰黄褐 普通 底部一方向のヘラ削り 南西部中層 30％

348 須恵器 蓋 ［17．2］（3．3） － 雲母・長石 褐灰 普通 天井部回転へラ削り 北西部中層 40％

349 須恵器 蓋 ［16．2］（2．0） － 長石・石英 灰
普通 天井部回転へラ削り 北西部上層 35％

350 須恵器 蓋 ［12．9］（2．1） 長石・石英 黄灰 普通天井部回転へラ削り 寵前上層 25％

351 土師器 整 ［20．0］（16．8） － 雲母・石英 橙 普通 ロ緑部内・外面横ナデ 北東部下層 20％
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番号 種 別 極 種 口　径 器 可 底 可 胎　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出十位置 備　　 考

352 須離 つ　 鉢 （1－202日 褐灰 普通 雄離膵再楠錘クロナデ　内面ナデ 竃前下層 5％

353
須甜 巨

［31．2］
（8・6ラi

褐灰 普通 目線部内・外面ロクロナデ内面指頭押庄後，ナデ 北里際中層 5％

番号 器　　 楯 長　 さ 幅 厚　 さ 重 量 ！ 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 出士位置 備　　 考

354 鎌 0 0．5） 2．1 0．4
敵 中　 鉄

切先にかけて攣曲　 茎部折れ曲がっている 南壁寄り上層 P L67

355 不明 （9．4） 紅潮 0。5
は 可　 鉄

頭部欠損 竃掘り方内 P L67

第識者健腰掛　第約回）

位置　調査I区の北西部I2gO区に位置しヲ　低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4のはm，短軸3さ77mの長方形であり，主軸方向はN一拍㌣J野である。壁高は10～20cmで，

各壁とも外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝はタ　北壁下を除いて部分的に検出されている。

竃　北壁の中央部に付設されている。規模は学　費日部から煙道部先端まで80cm撃　袖部幅は75cmで夢　壁外への掘

り込みは認められない。袖部はタ　暗褐色土で竃の掘り方を床面とほぼ同じ高さまで埋め戻し，その上部に砂質

粘土で構築されている。火床商は北壁ラインの内側に位置し芦　袖部と同様に竃の掘り方を暗褐色士で埋め戻し

た商を使用しており芦　赤変部分がわずかに認められる。火床部の奥には土製支卿が据えられ9　上部には土師器

小形嚢が逆位で被せられている。また，煙道は火床部から急な角度で立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　焼土粒子の粘土粒子・砂粒
微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土粒子・
砂粒微量

3　褐　　　色　ローム粒子中屋

4　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロックや粘土粒子の砂粒

微量

5　暗　褐　色　ローム粒子e焼士ブロック少量，粘土粒子0砂粒

微量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土粒子e

砂粒微量

7　暗　褐　色　ローム粒子少量ラ　焼土ブロック0炭化物の粘土粒
子e砂粒微量

8　暗　褐　色　ロームブロック・廃土粒子少量，粘土粒子・砂粒

微量

9　黒　褐　色　焼土ブロック少量ク　ローム粒子0粘土粒子e砂粒
微量

10　灰　褐　色　粘土粒子e砂粒多量，焼土ブロック少量

11灰　褐　色　ローム粒子の粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック
微量

ぽッ匝　5か所。Pl～P4ほ主柱穴でタ　深さは22～40cmである。P　は深さ朝cmで　南壁寄りの中央に位置

しており，出入り「摘む設に伴うピ・ソトである、、

啓羞　4層に分層される。覆土が薄いため判断が難しいが，土層断面図の第2層の様相から学　人為堆積の可能

性が高い、、

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子0焼士粒子e炭化粒子微量　　　　　　　3　褐　　　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロックe炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片143点（種類8，整類135），須恵器片68点（杯類37　襲類2告　蓋の　土製品1点（支

脚）が出土している。遺物の大半は，住居跡の東側の覆土中と竃覆土中から出土している。とくに竃覆土中か

らは土師器婆類の破片が多く出土している。第89図357は南東コーナー付近の床面から出土している。358は前

述した支脚転用の小形聾で，359の上に被せられていたものである。これは二次焼成を受けており，土製支卿

と一体で使用されたと考えられる。

所見　本跡の時期は，出「上器から8世紀中葉と考えられる、、－、
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第89図　第25号住居跡・出土遣物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表（第89図）

0　　　　　　　　　　　　2m

：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」　　」

0　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿　」

0　　　　　　　　　10cm

j　　；　　さ

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

357 須恵器 蓋 15．5 （2，8） 雲母・長石黄灰 普通天井部回転へラ削り 南東部床面65％　PL53

358 土師器小形藍 （7．7）［7．9］雲母・石英にぷい橙普通
休部外面下端へラ削り，内面

ナデ
怒内
30％

二次焼成
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番号 器　　 楯 長　 さ 最大径 最小径 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

359 支　 卿 （15．5） 13 ．2 （10 ．1） （153 0） 土　 製 裾広 が り，断面 は円形 竃 内

第26号住居跡（第90図）

位置　調査I区の北西部I3e4区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　中央部を第262号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2・75m，短軸2・56mの方形であり，主軸方向はN－50－Wである。壁高は7cmで，立ち上

がり具合は判然としない。

床　ほぼ平坦で，全体的に軟質で硬化面は見られない。また，壁溝は検出されていない。

竃　北壁の東寄りに付設されている。袖部は遺存せず，煙道部の掘り込みが確認できるだけである。火床商の

赤変部分は認められない。

竃土層解説

1　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

ピット　床面を精査したが，検出されていない。

尊皇，ロームブロックe焼土粒子e炭化粒子を微量含む暗褐色士の単一層である。層厚が最大で10cmほどと薄

いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片68点（杯類6，襲類6れ　須恵器片9点（杯類3，聾類3，蓋3）が出土している。

」L18．8m

一一一I‾‾‾

SK262

第9の図　第26号住居跡e出土遺物実測図
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出土した遺物の大半は細片で，図示できたものは2点である。第90図361は竃前の床面直上から出土し，二次

焼成を受けて体部外面に焼土が付着している。360は覆土中から出土したもので，底部外面に墨書が認められ

る。なお土師器杯の破片は，すべて古墳時代の所産と考えられるもので，本跡に伴うものは出土していない。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第26号住居跡出土遺物観察表（第90図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

360 須恵器 杯 （2．7） ［7 ．8］ 雲母 ・長石 灰黄 普通

磨耗のため体部下端の調整不

明，底部回転へラ切 り後，一
方向のへラ削り

覆土中
20％　 PL 53
底 部外面墨
書 「［］」

361 土師器 襲 ［17 ．4］ （8．7） － 雲母・長石・石英 にぷい橙 普通 目線部内・外面横ナデ，体部内面へラナデ 竃前床面直上 5％　二次焼成

第27号住居跡（第9巨92図）

位置　調査I区の北西部I3i4区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

確認状況　北壁際を除いて床面まで削平された状態で検出された。また，耕作によるトレンチヤーの撹乱が著

しい。

規模と形状　竃の位置及びピットと暗褐色をした床面の広がりから，長軸4．10m，短軸4．00mの方形で，主軸

方向はN－00と推定される。壁高は最大で10cmである。

床　遺存する床は平坦である。また，壁溝は検出されていない。

④＋＋！

第馴図　第27号住居跡実測図

E
CO

董

0　　　　　　　1m

監＝＝∵∴≡二王＝＝＝≡＝＝l＿』
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竃　北壁の中央に付設されている。火床部及び煙道部が遺存し，火床面は地山面をそのまま使用したと考えら

れるが，赤変部分は認められない。煙道部の壁外への掘り込みは，壁の遺存状況が悪いにもかかわらず，75cm

と長く，緩やかに立ち上がる。

竃土屑解説

1　暗赤褐色　砂粒少量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化

粒子・粘土ブロック微量

2　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量

3　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子・砂粒微量

ピット　1か所。Plは深さ30C皿で，推定される南壁寄りの中央に位置しており，出入り口施設に伴うピット

である。

遣物出土状況　土師器片55点（杯類28，嚢類27），須恵器片9点（杯類8，嚢類1）が出土しており，大半が

竃覆土中からの出土である。第92図362・364・365はいずれも竃覆土中，363は北壁際の覆土中からそれぞれ出

土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

／

二二二コ

第92図　第27号住居跡出土遺物実測図

第27号住居跡出土遺物観察表（第92図）

⊂二二二二二二⊃鋤

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種U　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

362須恵器杯［14．0］（3．2）長石・石英灰褐普通口緑部，体部内・外面ロクロナデ奄覆土中5％

363須恵器杯 （2．5）6．5雲母明黄褐普通底部回転へラ切り後，多方向のへラ師）北部覆土中40％

365土師器
．．
［21．の（10．2）雲母・長石明赤禍普通目線部内・外面横ナデ，休部内面へラナデ磁覆土中5％

番号器　　種径厚　さ貴　意材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

364円盤7．3 1．051．9 1二　製須恵器杯の底部を転用，側面研磨 屯覆土中

第28号住居跡（第93図）

位置　調査I区の北部I3iO区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸2・94m，短軸2・81mの方形であり，主軸方向はN－70－Wである。壁高は15～20cmで，外

傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。また，壁溝は検出されていない。

竃　北壁の中央に付設されている。遺存状況が悪く，確認できたのは煙道部の掘り込みだけである。煙道部の

壁外への掘り込みは7cmほどで，煙道は急な角度で立ち上がる。火床部の赤変部分は認められない。

竃土層解説

1暗赤褐色　砂粒少量，ロームブロック・焼1二ブロック・炭化　　2　暗赤褐色　焼士ブロック少鼠　粘土ブロック・炭化粒子・砂
粒子・粘土粒子微意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒微量

－113－



3　褐　　　色　ロームブロック少量 －1　視　　　邑　暁上骨守一・歳化粒」’・・砂粒微量

ぽッ紅　2か所。Plは深さ22cmで，南壁嶺甥の中央に位置しており9　出入り口施設に伴うピットである。P

2は不明である、、

覆豊　複層に分層される。全体的に周囲から土砂が流入した様相を呈してお娠　自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

ロームブロック少量

ロームプロ、ソク中量

3　暗　褐　色　ローム粒子微量

4　暗赤褐色　ローム粒子少量

遣物出立状況　土師器片錆点　杯類2　婆類2割　須恵器片　点　棒類結　髪類1孟射　が出土している。

出上した遣物はすべて細片であり．図示できるものはない∴

所凰　時期を推定できる出土遺物がないために，本跡の時期を明確にはし得ないが，本跡の東1mに本跡と主

軸方向をほぼ同一にする第29号住居跡が位置していることや苧　一辺が3m未満の小形の住居跡であることなど

から本跡の時期は！）世紀代と考えられる、、．

⑥　　一日

C
ベl一触嶋一戦軸軸h

A

第9図　第錆号住居跡実測図

0　　　　　　　2m

し二二二ll二二二二二二「二二三

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

．∴㍉∴二二二‾「丁二二＿　　二二‾．

第調号健贋跡（第94◎95回）

位置　調査＿I区の北部I‘lil区に位置し，低台地上の辛川部に立地している‥、

重複関係　北部を第263号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4030m，短軸4瀾mの方形であり，主軸方向はN－90－Wである。壁高は18cmで，各壁と

も外傾して立ち上がる。

床　中央部が若干くぼんでいるが，その他はほぼ平坦であり，Plから竃前にかけて踏み固められている。ま

た，壁溝は検出されていない。

竃　北壁の中央部に付設されているが，道春状況は悪い。確認できた部分の袖部は，床面と同じ高さの地山面

上に砂質粘土で構築されている。火床面は北壁ラインの内側に位置し，赤愛している。煙道部の壁外への掘り

一一一一一一一一一l－11‘4－－－－－－一・



込みは7clnほどで，急な角度で立ち上がる。

竜土屑解説

1暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子・砂粒微量

2　暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
3　赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量

ピット1か所。Plは深さ15cmで，南壁寄りの中央に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　4層に分層される。撹乱を受けている部分が多く判断が困難であるが，全体的に周囲から土砂が流入し

た様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　焼土粒子微量

4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂

粒微量

造物出土状況　土師器片195点（杯類22，嚢類173），須恵器片62点（杯類43，整類15，蓋4）が出土している。

遺物は大半が細片で，破断面が摩耗している。これらは全域から散在した状態で出土しており，本跡廃絶後の

埋没の過程で流入したと考えられる。第95図366は北西コーナー部の覆土上層，367は覆土中からそれぞれ出土

している。

所見　本跡は，出土土器及びその出土状況から9世紀中葉には廃絶されていたと考えられる。

④　　　日l

3

土184m

l＼一一Lこニ‾l‾‾l‾一一

第94図　第29号住居跡実測図
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第猶図　第錮号住居跡出土遺物実測図

第29号住居跡出土遺物観察表（第95囲）

二＿‥ ＿＿：一二二二二一三l

0　　　　　　　　　　　　　10cm

‾　　＿　＿＿∴＿　＿　‾　　　＿

番可 種別 器　樽「l ・律器　高底径序　 土 色　　 調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置i備　 考

366　　須恵器 杯 ［13．4］ 4．2 6．2 灰 普通棒鋼纏へラ切り札つ鏑のヘラ削り北西鋸二層巨0％

367　　須恵器 盤 － （3や0）
［8可 雲母の石英灰 普通高台貼り付け後，ロクロナデ覆土中 i20％

第別号健贋跡（第粥図）

位置　調査1区の北部13eO区に位置し，低台地上の平J廿部に＿立地している。

重複関係　第3・5・11号据立仕建物跡に捕り込まれている、、

，1′．－′　斗′　一、・一一・㌦　′い11、・，！・、．‥！い　ノ＝声十、1、′　’可ノバ・㌦＼　．＼、占′ら　－1十．．、・，′・つへ叛

して立ち上がる。

床　ほぼ、口車で一巨央部が踏み出められている、また．畔溝は検出されていない、

竃　北壁の西寄りに付設されており，重複のため袖部の道春状況は悪い。規模は芦　楽日部から煙遺部先端まで

翻cm　袖部幅鋸cm　壁外への掘　込みは渕cmほどである。天井部は崩落してお酌　竃士層断面図の第23　3層

‥　′ら　　′、∴′．　′・＝言　！了ノ．、ノ′門．．′ノ′．三　㌢j　′ゾ。′ノ　　ー∴　号∴・　　－　′′・二′、　′：ノ　ノ∴′、．ハ

北壁ラインの内側に床面を掘り　ぼめて作られてお酌　火床商は火熱を受け赤愛している。また　煙道は火床

部から外傾して立ち上がる．

竃土層解説

1暗　赤　褐　色　ロームブロックの廃土ブロック微量　　　　　　　5　暗　赤　褐　色　廃土ブロック針鼠　粘土粒子の砂粒少家

2　暗　赤　褐　色　廃土粒子。粘土ブロックの砂粒微量　　　　　　　6　褐　　　　色　ロームブロック少鼠　焼土ブロック微量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子0粘土ブロック少量9　砂粒微量　　　　　7　暗　赤　褐　色　焼士ブロック0砂粒少量，ロームブロックも粘

4　暗　赤　褐　色　廃土ブロック少鼠　粘土粒子の砂粒微量　　　　　　　　　　　　　　土粒子微量

ピット　I）1は深さl（う川で，I厨桂雷りの中火に位iiI．‖ノており，出入りl幌識工作うど、ソトである

覆土　8層に佃〔11される、堆積状況は，ブロック状の堆積状況を呈した人糾．仕損である、

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少鼠　焼土粒子の炭化粒子微量　　　5　暗　褐　色　ロームブロック中最，廃土粒子も炭化粒子微量

2　黒　褐　色　炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　ローム粒子の炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒㌢微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗赤褐色　焼土ブロックの炭化粒子0砂粒微巌

4　暗　褐　色　ロームブロック0炭化粒子微量　　　　　　　　　　8　暗　褐　色　ロームブロック微農

遺物出土状況　十師器片1・‖点　叫瀬2（、）．梵類12仕　須恵器片（甘点（林類3，悪類（圧　盤1上　鉄器l点（鉱．）

ノ　ー　ノ　　　　′ノ・、，′．　∴．．‘・ノ′言′．‘′′了′．、　　／ノ′′　′．、・ノ．′　′　　上　ノ‘′

須恵器襲　点　須恵器鉢　点である。第粥固罰は中央部の床面直上から出土しタ　体部外商に横位で「四王×

×二」．底部外面に判読不明の墨吉が認められる：う榊は南帖邦の覆トト層から、休部が外側に開く破れ方をし

た状態で出土している。欝は竃天井部の崩落土中から出土してお酌　本捗廃絶後の埋め戻しの段階で投棄さ

れたものと考えられる

所見　本跡は．出「十器から！日日諸己後葉には廃絶されていたと考えられる

……信は十一



く　　　－

滑

第96図　第31号住居跡・出土遺物実測図
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第31号住居跡出土遺物観察表（第96図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 上 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

3 68 土 師 器 珂こ ［16 ．0］ 5 ．0 ［8 ．6 ］
雲 母 ・長 石 ・

石 英
に ぷ い 褐 普 通

底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 多 方 向

の ヘ ラ 削 り

中 央 部 床 面

直 上

40％ 休部外面・

底惜 書 Ⅶ王X

×□」「□」PL53

3 69 須 恵 器 鉢 ［3 0 ．3］ 17 ．0 14 ．5 雲母・長石・石英 灰 普 通 口縁部内・外面ロクロナデ，内面ナデ 南 西 部 下 層 65 ％　 P L 54

3 70 須 恵 器 斐 ［2 3 ．8］ （2 5 ．0 ） 雲 母 ・長 石 橙 不 良
口緑 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ ，

内 面 ナ デ ， 指 頭 痕
奄 覆 土 中 3 0 ％

番 号 器　　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

3 7 1 鉄 （9 ．3） 0 ．5 0 ．5 （8 ．4 ） 鉄 茎 部 木 質 付 着 ， 鍛 身 部 欠 損 西 部 下 層 P L 6 7

第32号住居跡（第97図）

位置　調査I区北部のI4b6区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第269号土坑に掘り込まれている。

確認状況　北部が調査区城外に位置する。調査できた範囲は，耕作によるトレンチヤーの撹乱が著しい。

規模と形状　確認されたのは東西軸2．90m，南北軸1．50mであり，平面形は方形または長方形と推定され，主

第97図　第32号住居跡・出土遺物実測図

－118－

0　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」



・・・・ノ′つ十h＼　211＼∴！′言ノ　ぺ∴－∵二、、′）、・）二こ、、1、　′ニ　えい・　′二

床　ほぼ平坦である。全体的に軟質で硬化商は見られない。また　壁溝は検出されていない。

覆土　2層に分層きれる、つ暗褐色上を日本とする人拗私情である、、

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少巌，焼土粒㌢。炭化物微量　　　　2　暗　褐　色　ローム粒子中量

遺物出豊状況　土師器片減点　聾類）須恵器片　点　棒類1聾類の　が調査範囲内から散在した状態で出

＿、、、′ノ　′‥′　′、く・、㍉′：′い∴－：：こ′ノ㍉∵．・・′・l／′∴・・　、、ら　′∴jJ、・′′ノ′∴ノバ′．、、ノ′．∴′′、′′′　－．∴巧

の中にはつ甘位の、白川Jきが外l柚二施された須恵器悪の休部片が含まれている∴

所凰　本跡は北部が調査区域外に位置するため，竃の有無を確認することができなかった。また芦　調査した範

囲内では硬化面及び柱穴が検出されておらずタ　住居以外の遺構の可能性も考えられる。本跡から出土している

土器片は細片が多ら　しか　本跡に確実に帰属するといえるものはない。そのため時期を判断することは難し

いが芦　出土土器がおおよそ8世紀から9僚妃代のものと考えられるためタ　その時期と推定される。

第3号住居跡出土遺物観察表　第鮮囲）

番号 種　 別 器　 軒 口　 径 器 可 底 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

372 土師器 登 …
眈 可 錮

石卦赤色紆子 工ふい樟 普通 体部内商へラナデ，底部木葉痕 酉壁際下層 購％

∴∴－∴・・一‘∴言　：′′皇ミ、て・

位置　調査I区北部のI上18区に位置し，低台地上の、印l部に立地している、

確認状況　北部が調査区域外に位置し　調査で　た範囲は耕作による　レンチヤーの撹乱が著しい。

、′．三、－ノ　ーノつ・／！㍉ノ　ー　ー：・1　－了一つ！一・一′：、　′；言　　′　′●三‘一′ノ言．二！一㌦．、′　言・告∵′　′てJ

主軸方向はNl（主である一鋸吊ま′1（）川1で，立ち上がり具合は判然としない、

床　ほぼ平川である　全体的に軟質で硬化面は見られない　曜溝は検出されていない＿、

ピット　床面を精査したが．検出されていない．、、．

′＿　　　∫　′　′　′　ノンノノー‘一一了／ノ、！恒・悔′．り了一　一一、∴ノノ′．・十六、ノノ、・：－　′‥　ノー・．∴′′・、－′、′ノ・リ、ノ

である＿．

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

i　　－1　　＿　′　‥　　＿

lTl－‥l1－1

一　　　ノ‘二バ

第粥図　第器号住居跡参出土遺物実測図
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遣物出土状況　土師器片18点（杯類2，棄類16），鉄器1点（刀子）が出土している。第98図373は南東コーナー

部の覆土下層から出土している。土器片は，いずれも細片のため図示できない。

所見　本跡は北部が調査区城外に位置するため，竃を確認することができなかった。また，調査した範囲内で

は硬化面及び柱穴が検出されておらず，他の遺構の可能性も考えられる。本跡から出土している土器片はいず

れも細片で，しかも本跡に確実に帰属するといえるものはない。そのため時期を判断することは難しいが，出

土土器がおおよそ8世紀から9世紀代のものと考えられるため，その時期と推定される。

第33号住居跡出土遺物観察表（第98図）

番 号 器　　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考

3 73 刀 子 （7．1） （1 ．7） 0 ．4 （8．1） 鉄 片 開 ，刀 身 部 ・茎 尻 欠 損 南 東 部 下 層

第34号住居跡（第99図）

位置　調査I区北部のI4b8区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

確認状況　耕作によるトレンチヤーの撹乱が著しく，遺構の遺存状況は極めて悪い。

規模と形状　長軸2・95m，短軸2・30mの長方形であり，主軸方向はN－00である。壁高は14～20cmで，各壁

とも外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部のわずかな部分が踏み固められている。壁溝は検出されていない。

竃　北壁のほぼ中央に付設され，火床部と煙道部が遺存する。規模は，焚口部から煙道部先端まで90cmほど，

壁外への掘り込みは30cmほどである。火床面は地山面をそのまま使用したと考えられるが，赤変した部分は認

められない。また，煙道は火床部から外傾して立ち上がる。

一．－・．－．4一　一一　一　－　一一一－　一一

く／司完9

第99図　第34号住居跡・出土遺物実測図
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竃土層解説

l　柾暗机色．U－∴粒子・地上ブし上′ク・尉ヒ物・帖日章J′－・　：1暗　褐　色　しトノ、粒J『瑞．焼上ブし「′ケ・粘HJイ・砂粒

砂粒少還　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量

2　暗　褐　色　ロームブロック。粘土粒子・砂粒少量，焼土プ　　4　灰　褐　色　粘土粒子多鼠砂粒中鼠　ローム粒子少量

ロック微量

ピット　床面を精査したが，検出されていない、

淫豊　2層に分層される。撹乱のため，堆積状況は不明である。

土層解説

ユ　暗　褐　色　ローム粒子中量 2　極暗褐色　ロームブロック少量

遺物出藍状況　土師器片8点（棄類）須恵器楕1点　杯類勘　嚢類の　が　出土している。第鱒図欝は北壁

際の覆土下層から出土している。欝は火床部の奥から逆位の状態で出土している。火熱を受けてお娠　この

上には須恵器杯の破片が重ねられていたことから　支卿に転用されていた可能性がある。

所見　本跡の時期は言旧士器から8世紀後葉と考えられる．

第3号住居跡出土遺物観察表　第鱒囲）

番号 伸　 別 器　 楯 口　 径 器 可 底 径 ！胎　 土 i色　 調 ！焼成 ！ 手 法 の 特 徴 i 酎 潮 目 備　 考

374 須恵器 林 13．5
・ 巨 中 鍋 載 朋 褐灰 「普通 桓 掴 転へラ切り　　 巨ヒ壁際下層 巨5％ P L54

375 須恵器 杯
13。2 ！ 4e3 巨

第義考健贋跡　第摘囲う

位置　調査I区北部のI4ぐ（う区に位置し，低台地上の、印l部に立地している、．

確認状況　餅作によるトレンチヤーの撹乱が著しら　遺構の遺存状況は悪い。

二八　㌦・ノ、．、・l．，　一　　院lJ・‥　′ノ主、ノノ　三、い．′　・－いノノー．∴∴＼　十　、、ご′；′／ごノ　ー、、　言、′‥こ・

糾注とも外傾して立ち上がる．

床　ほぼ平坦で9　竃前から商壁にかけて管状に踏み固められている。また　壁溝は検出されていない。

竃　北壁の中央部に付設されている。撹乱が著しも　道春状況は悪い。規模は　焚m部から煙道部先端まで95

cmほど　袖部幅用髭mほどで　壁外への掘り込みは鋼路である。天井部は崩落しており，竃士層断面図の第20

309層が崩落土の一部である。磯部は基部が遺存し　床菌は同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されてい

る。火床癖は地山南をそのまま使用したと考えられるが資　赤変硬化した部分は認められない。またタ　煙道は火

床部から外傾して緩やかに立ち上がる、

竃土層解説

1　黒　掲　色　しトー∴粒子・砂粒少量

2　灰　褐　色　ローム粒子0焼土粒子の粘土粒子。砂粒少量

3　赤　褐　色　焼土ブロック多量，砂粒少量，粘土粒子微量
1黒　田　邑　炭化物・枯「幸′つ’・・砂粒・叛′レ量，ローム粒「

焼土ブロック微量

5　極暗褐色　焼土ブロック少叢，砂粒微量
6　褐　　　色　ローム粒子多義

7　褐　　　色　ロームブロック少量

8　極暗褐色　ローム粒子0焼土ブロック0粘土粒子の砂粒少還

暗赤褐色　焼＿∵ブロックの粘ま二粒子中鼠　砂粒少量

暖もジ睦　3か所。P e P　は深さ摘cmほどと掘　込みは浅いがタ　主柱穴に相当する。P　は深さ摘cmで商壁

寄りの中央に位置しておりタ　出入り口施設に伴うピットである。東壁側に想定される主柱穴2か所は芦　撹乱の

ため検出されていない

穫蓋　3層に分層される。撹乱を受けている部分が多いため判断が困難であるが撃　全体的に周囲から土砂が流

入した様相を皇してお娠　自然堆積と考えられる。第　層は堀　方竣士である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子e炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子e炭化粒子少量
3　褐　　　色　ロームブロック微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量

一一一…121－Fl一一1－…一一



遺物出土状況　土師器片62点（杯類17，嚢類45），須恵器片45点（杯類33，嚢類12）が出土している。その大

半は細片で破断面が摩耗しており，本跡の埋没の過程で流入したものである。第100図377・378は東壁際の床

面，380は南壁際の覆土中層からそれぞれ出土している。379は覆土中から出土した破片が接合した資料であ

り，376は竃内から破片の状態で出土し，二次焼成を受けている。なお土師器杯の破片は，すべて古墳時代の

所産と考えられるもので，本跡に伴うものは出土していない。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。

⑭）　Ill l

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第100図　第35号住居跡・出土遺物実測図

－122－

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」



第35号住居跡出土遺物観察表（第100図）

番 号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

37 6 土 師 器 杯 14 ．3 5 ，0 8 ．6 赤 色 粒 子 橙 普 通
口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ，体 部 内

面 ナ デ ．底 部 多方 向 のヘ ラ削 り
竃 覆 土 中

6 0％　 P L 54

二 次 焼 成

3 7 7 須 恵 器 杯 10 ．8 3 ．6 7 ．1 雲 母 ・石 英 灰 普 通 底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り 東 壁 際 床 面 9 5％　 P L 5 4

3 78 須恵 器 隼 13 ．5 4 ，4 8 ．0 長 石 灰 普 通 底 部 多 方 向 の へ ラ 削 り 東壁 際 床 面 90 ％　 P L 54

3 79 須 恵 器 珂こ ［13 ．2 ］ 4．6 ［7 ．4］ 雲母・長石・石英 にぷい黄橙 普 通 底部回転へラ切り後，一方向のヘラ紳 ） 覆 土 中 40 ％

3 80 須 恵 器 杯 ［13 ．6 ］ 4．1 7 ，8 雲 母 ・長 石 にぷ い 褐 不 良 底部回転へラ切り後，一方向のヘラ師 ） 南 壁 際 中 層 50 ％　 P L 54

第37号住居跡（第101・102図）

位置　調査I区北部のI4d7区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第36号住居跡を掘り込み，第270号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北壁の竃の西側は東側より40cmほど奥へ掘り込まれており，竃の東側には棚状の施設が付設され

ていたことが想定される。規模は，竃の東側の南北長が3．50m，西側では3．90m，東西長は3．30mである。主

軸方向はN－23。－Wで，棚状の施設を含めた平面形は南北に長い長方形である。壁高は最大10cmほどで，各

壁とも立ち上がり具合は判然としない。

床　ほぼ平坦で，全体的に軟質の床であり，硬化面は見られない。また，壁溝は検出されていない。

竃　北壁のやや東寄りに付設されており，袖部は遺存しない。規模は，焚口部から煙道部先端まで95cm，壁外

への掘り込みは25cmである。火床部は，床面をわずかに掘りくぼめて作られているが，火床面の赤変硬化した

部分は認められない。また，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

E

1　2

＿＿盛土一

第101図　第37号住居跡実測図
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竃土層解説

1灰　褐　色　粘土凝子を砂粒中鼠ローム粒子少鼠廃土プロッ　　3　黒　褐　色　ロームブロックe焼土ブロック少鼠　粘土粒子・
ク微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂粒微量

2　暗　褐　色　ローム粒子の粘土粒子さ砂粒少鼠　焼土ブロック　　4　暗　褐　色　ローム粒子中鼠焼土ブロック・粘土粒子・砂粒
微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量

覆蓋　3層に分層される。層厚が最太で摘cmと薄いため　堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

遺物出藍状況　土師器片蟻点　婆類上　須恵器片　点　杯類）が出土している。第摘図謎は覆土中から出土

つ
‾一二一二

5cm

∴・二日．∴

第相聞　第㍍号住居跡出土遣物実測図

第3号住居跡出土遺物観察表　第摘囲）

した破片が接合した質料である、

所見　本跡から出l二している士器片はいずれも細片である

ため芦本跡の時期を明確にすることは難しい。出土土器軋

おおよそ8世紀から9世紀代のものと考えられる。

番号 性　 別 器　 楯 口　 径 器 高 座 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　の ・特　徴 出士位置 備　　 考

381 土師器 小形婆 ［iL 扇
舶 可

雲掛長石煽英 灰褐 普通 目線部酢外面横ナデ藩部桶 へラナデ 柁士中 10％

第3号健贋跡　第摘囲）

位置　調査I区北部のI4g2区に位置しタ　低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第：j（）号f日朝亦を握り込んでいる、

ノ・・ノ、二㌦甘言　＿、・・，川、鰍：・く．．　′ノノ′了；、　：亘t　は＼．・、′言ノ・、．言，　二一　二・上目．

て立ち上が′＿）ている∴

床　ほぼ、上根で，中り周；から竜とI）1にかけて踏み同められている、．

竃　北壁の中央部に付設されている。磯部が残存し　焚日部から煙道部まで花cm　袖部最太幅鋪cmほどである。

煙道部は壁外へ15cmほど掘り込まれており，外傾して立ち上がっている。袖部はロームで構築され，火床部は

地両をわずかに握りくぼめられて作られているが，あまり火熱を受けていない

竃土層解説

ユ　暗赤褐色　廃土粒子・炭化粒子少量資　ロームブロック微量　　4　にぷい赤褐色　ロームブロックe廃土粒子少鼠　炭化粒子微量

2　にぷい赤褐色　焼土ブロック少鼠　ローム粒子微還　　　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼士粒子少量ア　炭化粒子微量

3　にぷい赤褐色　ロームブロックの焼土ブロック少量　　　　　　　6　褐　　　　色　ロームブロック中農

：ノ　　　ノ　ノ　′　・t　∴　ノ′、、、　　　‘、′ソ；ノ　′・　　　∴　　　′、　′．′‘’′　′　　〉、′∫′．′ノ　　′

ほ深さが摘cmと浅ら　覆土に焼士ブロックが含まれている。形状や位置から竃の灰潜めの可能性も考えられ

るが，灰が末検出のため．確定できない、

P2土層解説

1暗　褐　色　口山椒ムブロックゆ焼土ブロック少量，炭化粒子微量　　3　褐　　　色　ロームブロック多量
2　褐　　色　ロームブロック少量，廃土ブロック茂化粒子微量　　4　暗　褐　色　炭化粒子少鼠ロームブロック0焼土ブロック微量

竃撞］は層からなる。覆土が薄いため堆積状況の判断は困難であるがタ　細かく分層できて各層にロームブロッ

クを含むことから，人糾侶量と考えられる

土層解説

ユ　暗　褐　色　ロームブロック少量亨　焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロックの焼土粒子や炭化粒子少量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

5　褐　　　色　ロームブロック中量ヲ廃土粒子少量，炭化粒子微意

6　褐　　　色　ロふ∵ムブロック少量

7　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロックの廃土粒子少量，炭化粒子微量　　　8　暗　褐　色　ロームブロック微量

一一一一・一一一12十一…－1一一一



9　暗　褐　色　ローム粒子中量

10　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
11褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片122点（杯類20，襲類102），須恵器片40点（杯類30，高台付杯4，盤3，嚢3），石器

1点（砥石）が出土しており，土器片の中で底部片などから推定される個体数は，土師器杯1点，土師器嚢2

点，須恵器杯5点，須恵器高台付杯1点，須恵器盤1点である。これらの遺物は，全体的に覆土上層から床面

にかけて出土している。出土状況から，304は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。
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第103回　第38号住居跡・出土遺物実測図
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第瀬音住居跡出土遺物観察麦　第臓図）

番号　 種　 別 器　 種 日 可 器 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成　　　 手　 法　 の　 特　 徴　　　　 肛上位置　　 備　　 考

302　　 須恵器 棒 12 ・日 用
6．2 有薬 ・霊母 浅黄

普通 i舶 紬 ＼ラ切り後や一一→滴のヘラ削車 2 内 i8脇 ㌘L 54

3鵬　　 須恵・器 杯
13 中 ・6

6 ．5
長石・有薬・

褐灰
普通 唇 一方向のヘラ削 り

3掴　　 須恵器
高台付

棒

［融 巨 5
［8 ．2］
長有・石英・

灰黄褐
匿 豊 海車 5％ P L 54

諏5　　 須恵器 盤
搬 可 3・9 ［8 諸］ 石英 ・書付 灰黄

普通 高台貼 郁 男覿 ログロげ i p 内　 恒 ％

番号 器　　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

3 06 砥石 （率 7） ィ．1 1。3 （4 8．0） 凝灰岩 砥面 4 商 北西部 下層 P L 66

一王，・・一　　言　′′　ここ∴　：ノ、言．、て

位置　調査II区北部のI Ll fI2区に位置し，低台地I1．の、円井部に立地している、

重複関係　第骨主＼号住居跡は，第割B号仕居跡の上r仙二貼床を施し．壁を聞方に拡張して構築されている．

規模と形状　第圭主つ月日古跡は，　辺2．）5Illの方形である　曜高は5、t員、Illで．哩の立ち上がり具合は判然と

しない、、第3＝打力℃吊跡は，長軸2．（う5111，短軸2．（吊111の方形であるつ勘t古は15、20川で，外傾して立ち上がる、

吊由ノ月hHま，ともにNつ十一Ⅵ’である

床　第黒主＼号仕居跡の床は，第3＝う号仕Il朋亦の痢rl‖」二厚さ1血11ほどの貼昧（覆上目P川井日柄舶）第：用事　を施

して構築され，ほぼ平川で中央淵；が踏み固められている∴　第3！）Iう号住居跡の床は，地両のロームを平川に握り

込んで作られ、東西の曜沿いを除いて踏み回められている．噂f出土　両仕居跡ともに検出されていない

竃　第黒主＼号仕居跡の芯は北隼の中央部に付設きれている、規膜は，某日部から畑道部；L端まで85日m　構外へ

の握り込みは18川lほどである．柚部の遣在状況は悪く，左柚の基部付近のみが遣在し，砂質粘上で構築されて

いる　火床部は北畔ラインの内側に床面を握りくぼめて作られており，人心l’liはわずかに赤変している，、、・．また，

畑道は火床部から急な角度で立ち上がる．なお，第：用I＿‖月日！冊〃）芯は．その痕跡が検出きれないことから．

同位置で作り替えが行われたと考えられる、

竃土層解説
i　暗赤褐色　廃土ブロック少鼠　ローム粒子微量　　　　　　　　4　暗赤褐色　ロームブロック少量争　廃土粒子微量
2　暗赤褐色　焼士粒子少量，ローム粒子の粘土粒子微量　　　　　5　暗赤褐色　粘土粒子中量，ローム粒子少量
3　暗赤褐色　廃土ブロック少量蟄　ローム粒子の炭化粒子微量

ピット　第二主上＼号仕訂引称の床面では検出されなか／〕た、、第：圭）IH月日，朋亦は5か所つ－）1＼I十1は，深さ5、1（、）

川1と握り込みは浅いが言配置から主柱穴に相当する、I）5は，深さ2（丸、nlで言狛桂雷りのl巨火に位iit．‖ノており．

出入り11施設に伴うど、ソトである　なおI）5の覆上は，I〕1、f）1－1－の覆上と比較してしまりがないため言紅圭）

A号仕居跡の出入＝l施設に伴うど、ソトとしても使用されていた可能性がある、

覆土　第黒目日子住居跡の覆上は，2層に分層きれるつ再厚が最大で1（）川1と薄いため｝堆積状況は不明である

なお，第：某日1号仕居跡の覆上は，存在しない＿・

土層解説

ユ　褐色　ロームブロック中量

2　褐色　ロームブロック中量，焼士粒子p炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量（貼床j

遺物出土状況　第3生＼号仕Il朋亦からは、日油器片37点（林類2，梵類二持上　須恵器片13点　け位類12．悪類「）

が出上している　第1用図こう82は竜覆1月I．電前の昧Il’li及び第二主上Ⅴ引日吉刷り）貼昧l巨から出上した破片が接合し

だ斜斗であり言芯覆同一からのものは　二次焼成を受けている　ニ18封ま覆巨いからの川上である　第3t）Iう号住居

－1－1つ2（うー一一1－ll－1－
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第104図　第39A・39B号住居跡，第39A号住居跡出土遺物実測図
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跡からは，土師器片2点（杯類），須恵器片3点（杯類）が出土しているが，細片のため図示できるものはな

い。

所見　第39A号住居跡の時期は，出土土器から9世紀前葉と推定される。第39B号住居跡の時期は，第39A号

住居跡に建て替えられていることから第39A号住居跡より以前と推定される。

第39A号住居跡出土遣物観察表（第104図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

38 2 須 恵器 杯 ［12 ．6］ 4．8 ［7 潮
雲母 ・長石 ・

石英
暗灰 普通

底部回転へ ラ切 り後，多方向

のヘ ラ削 り

竜 内，寵前

床 面貼床中

2 5％

二次焼成

38 3 須 恵器 杯 ［13．2］ 4．8 ［6，6］
雲母 ・長石 ・

石英

にぷい赤

褐
普通
磨耗の ため休 部下端 の調整不

明，底部へ ラ削 り
覆土中

1 5％

二次焼成

第40号住居跡（第105・106図）

位置　調査I区南東部のI4d5区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第41号住居跡・第10号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．60m，短軸2．35mの方形で，主軸方向はN－24。一Wである。壁高は15cmほどで，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で中央部から竃にかけて踏み固められている。第41号住居跡との重複部分を除き，壁溝が周回し

ている。

竃　北壁の中央部に付設され，両袖部の一部が残存している。規模は焚口から煙道部まで75cm，袖部最大幅90

cmである。煙道部は壁外へわずかに掘り込まれ，緩やかな傾斜で立ち上がっている。第6・7・9層は神都で

あり，ロームを中心に構築されている。また，第10層は火床部の掘り方の埋土で，ロームブロックを埋め込ん

ヅ　可

第105図　第40号住居跡実測図

－128－
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で火床面を作り出している。火床面はあまり火熱を受けていない。

竃土層解説

1極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量

2　褐　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量
3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　極暗褐色　ローム粒子少量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量

7　褐　　　色　ロームブロック中量

8　褐　　　色　ロームブロック多量

9　褐　　　色　ロームブロック多量

10　黒　褐　色　ロームブロック少墓，粘土粒子・砂粒微意

ピット1か所。深さ15cmで，南壁寄りの中央に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　3層からなり・レンズ状の堆積状況を示した自然堆積で，第3層は壁溝の堆積土である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

2　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片69点（杯類3，嚢類65，鉢1），須恵器片11点（杯類9，鉢2）が出土している。こ

れらの遺物は，竃内とその周辺を中心に出土し，274は出土状況から本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。

第106図　第40号住居跡出土遺物実測図

第40号住居跡出土遺物観察表（第106図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

273 須恵器 杯 12．8 4．0 7．5 長石・石英・雲母黄灰 普通底部回転へラ切り後，一方向のヘラ裾）左袖部上 70％　PL55

274 須恵器 杯 13．3 4．5 7．6 礫・長石・石英暗灰黄 普通底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り電覆土上層90％　PL55

275 土師器 鉢 ［17．6］11．6 8．2 石英・雲母・砂粒赤 普通口緑部内・外面横ナデ 覆土上層80％

276 須恵器 鉢 ［24．4］12．8 14．0 長石・石英・雲母黄灰 普通口緑部内・外面横ナデ，体部内面当て具痕南壁際中層60％　PL55

第41号住居跡（第107図）

位置　調査I区南東部のI4d5区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第40号住居跡を掘り込んでいる。

－129－



規模と形状　長軸3．00m，短軸2・80mの方形で，主軸方向はN－190－Wである0壁高は10cmほどで・外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から竃にかけて踏み固められている。東壁から西壁にかけて壁溝が巡っている0

竃　北壁の西部に竃1，中央部に竃2が付設されている。竃1は袖部が残存し，焚口から煙道部まで95cm，袖

部最大幅115cmである。煙道部は壁外へ40cmほど掘り込まれ，緩やかな傾斜で立ち上がり，火床面はほぼ平坦

で，わずかに赤変している。第15～17層は掘り方の埋土，第18層は袖部の基部，第19層は袖部で，ロームで作

第107図　第41号住居跡・出土遺物実測図
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られた基部の上に，ロームを混ぜた粘土と砂で袖部が構築されている。基部や袖部には微墓ではあるが焼土が

含まれてお娠　作　替えが行われている。また　竃　は壁外に張cmほど掘　込まれた煙道部が残存しているだ

けでタ　竃2から竃iへの作軒替えが考えられる。

竃1土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土ブロック微量
2　にぷい赤褐色　ローム粒子の焼土ブロックe粘土粒子e砂粒少量

3　黒　褐　色　ロームブロック。焼土ブロックe粘土粒子・砂粒微量

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，粘土粒子・砂粒微量

5　極暗赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量

6　暗　赤　褐　色　焼土ブロックを粘土粒子が砂粒少量

7　灰　褐　色　粘土粒子や砂粒中鼠牒－ム粒子少量，廃土粒子微量

8　灰　褐　色　ローム粒子あ粘土粒子e砂粒少量，焼土ブロック微量

9　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・粘土粒子e砂粒微量

10　暗　赤　褐　色　廃土ブロック中量，粘土粒子・砂粒微量

竃2土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック微量

H

12

13

14

ユ5

16

17

18

19

暗　褐　色　ロームブロックe廃土ブロック。粘土粒子・砂粒少鼠

極　暗　褐　色

褐　　　　色

極暗赤褐色
黒　褐　色

暗　褐　色

褐　　　　色

ロームブロックや粘土粒子の砂粒微量

ローム粒子中農，焼土ブロックe粘土粒子や砂粒微量

ローム粒子焼上プロ、ソク少結粘目白’－・砂粒微量

ロームブロック少量，焼土ブロック微量

ローム粒子中量，廃土ブロック微量

ロームブロック多量，廃土ブロック微量

暗　褐　色　ロームブロック中鼠　焼土ブロック微量

暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック欄連載子・砂粒微量

ぽッ睦　　か所。深さ摘cmで　商壁寄りの中央に位置してお酌　出入　口施設に伴　ピットである。

尊皇　複層からな娠　第　層から流れ込むレンズ状の堆積状況を嘉した自然堆積である。第4層は壁溝の堆積

士である。

土層解説

ユ　暗　褐　色　ローム粒子中農

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　灰　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子0砂粒少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量

遺物出羞状況　土師器片83点（琢類6芦　棄類77）タ　須恵器片3点塚類n　高台付杯2　婆類鋼），鉄器1点（鎌）

が出土してお酌　土器片の中で底部片などから推定される個体数は土師器餐2点，須恵器杯3点，須恵器高台

相棒自説　須恵器婆　点である。これらの遺物は，竃周辺の覆土下層から床面を中心に出土している。277は

出「状況から本跡に伴う　上器と考えられる＿、

所凰　本跡の時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第姐号住居跡出土遺物観察表（第107図）

番号 種　 別 器　 楯 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

277 須恵器 高台付埠 13 ．7 5．9 8 ．8 長石・石敷雲母 灰自 普通 高台貼 り付け後，ログロナデ 中央部床面 70％　 PL 55

番号 器　　 種 長 可　 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

278 鎌 （15可 3・4
0．35 （43．6） 鉄 刃部先端欠損，曲刃鎌 （刈鎌） 北部中層 70％　　 PL 67

第鵡考健贋跡　第摘図）

位置　調査‡区南東部の‡4e6区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3．60m，短軸3。40mの方形で，主軸方向はN－230－Wである。壁高は5cmほどで，緩やか

に傾斜して立ち上がっているこ

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁の中央部に付設されている。天井部と煙道部は撹乱を受け，火床部と袖部の一部が残存しているだけ

である。袖部最太幅120cmで，煙道部の規模と形状は不明である。火床面はほぼ平坦で，あまり火熱を受けて

いない．、、

存立　ローム粒子が微量含まれる黒褐色土の1層からなり，覆土が薄く，堆積状況は不明である。

一一一ムー一一一131▼一一一一一



遺物出土状況　土師器片97点（杯類3，斐類94），須恵器片9点（杯類5，盤3，斐類1）が出土している。

これらの遺物は，中央部から北部の床面を中心に出土している0出土状況から，280は本跡に伴う土器と考え

られる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第108図　第42号住居跡・出土遺物実測図

第42号住居跡出土遣物観察表（第108図）

0　　　　　　　　　　　　　2m
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　士色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

279須恵器杯［13．3］4．06．7長石・雲母にぷい橙不良底部回転へラ切り後，多方向のへラ削り覆土上層60％

280土師器小形要12．416．57．0石英・砂掛スコリアにぷい赤褐不良口縁部内・外面横ナデ，体部内面へラナデ竃内・右袖部脇70％

－132－



第43号住居跡（第109・110図）

位置　調査I区南東部のI4h2区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4．30m，短軸3．70mの長方形で，主軸方向はN－220－Wである。壁高は18～26cmで，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から竃1と竃2にかけて踏み固められている。壁溝が周回している。

竃　東壁の南寄りに竃1，北壁の中央に竃2が付設されている。竃1は袖部が残存しており，焚口から煙道部

まで100cm，袖部最大幅100cmである。煙道部は壁外へ30cmほど掘り込まれ，緩やかな傾斜で立ち上がっている。

第7・9層は袖部で，地山を掘り残した基部の上に，ローム・粘土・砂で袖部が構築されている。火床部はほ

ぼ平坦に作られており，赤変硬化している。また，竃2は壁外に50cmほど掘り込まれた煙道部が残存している

だけで，竃2から竃1への作り替えが考えられる。

凸i d・．

第109図　第43号住居跡実測図
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電1土層解説

l　暗　掲　色　目－∴粒イ・中量＼母上ゾ「了リ▼ン微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　極　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　灰　褐　色　ロームブロックさ焼土ブロック少量ラ粘土粒子・
砂粒微量

5　にぷい赤褐色　焼土ブロック中鼠　粘土粒子・砂粒少逼

6　暗　赤　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少鼠粘土粒子6
砂粒微量

竃2土層解説

1　暗　赤　褐　色　焼土粒子0炭化粒子少量

2　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子0炭化粒子少量

3　褐　　　　色　ロームブロックも焼土ブロックや炭化粒子少量

7　暗　赤褐　色　焼土ブロック多鼠ロームブロックの粘土粒子0

砂粒中量

8　褐　　　　色

9　褐　　　　色

川　黒　　田　　色

H　暗　赤　褐　色

・－1　黒　　掲　　色

5　褐　　　　色

6　暗　褐　色

ローム粒子中量音焼士ブロック少量，粘土粒子も

砂粒微量

ロー⊥粒子中量．悦上プロ・ソク・机上粒「・砂

粒微量

ローム粒子少量

廃土ブロック多量，ローム粒子少量

ローム粒子・焼土ブロック少量

ローム粒子中量サ　廃土ブロック少量

ローム粒子中量

ぽッ匝　且か所。深さ飢cmで　南壁寄　の中央に位置してお娠　出入　日施設に伴うピットである。

尊堂12層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第8ゆ9層は壁溝の堆積七第摘～鐙層

は掘り方の埋士でタ　第10の12層は締まりが強い。第5層は第6層と含有物が同じだが色調が暗い。

土層解説

ユ　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ローム粒子少量，廃土粒子0炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ロームブロックの焼土粒子0炭化粒子微量

U－ムブし「ノケ・焼上ブし1りケ・炭化粒自哉量

l‾7－！、ブし「ソン少量

しトー！、プロ、ソケ少量

7　灰　褐　色

8　褐　　　色

9　暗　褐　色

摘　褐　　　色

Il　暗　褐　色

12　暗　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子の炭化粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒子少量

ロームブロック多量

ロームブロック中量

ロームプロ、ソク中量

‾‥与・＿、l二二＼∴　・ノ一・一㌦日、上目言　二信㍉′′′・、3∴・言．‥∴工・′：、∴！＼）・．至　言・－、　土　面′，

土製品1点（土玉）が出土してお娠土器片の中で底部片などから推定される個体数はラ土師器婆3息須恵

器棒1点，須恵器蓋l点芦須恵器盤l点，埜l息甑l点である。これらの遺物は主に竃内やその周辺で出土

している。出土状況から，28　6雷は本跡に伴　土器と考えられる。

所農　本跡の時期は，出土土器から8華摘己中葉と考えられる。

覆亀282
第醐　図　第購号住居跡出土遺物実測図

第購号住居跡出土遺物観察表　第且摘固）

卓醗28。攣
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0　　　2cm
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番号 種　 別 器　 種 日 可 元 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

281 須恵器 蓋 ［鵬 巨 6
－ 石英受餅パミス 褐灰 普通 天井部二回転のへラ削 り 竃煙道部 45％

282 土 師器 小形襲
捌 巨紬

－ 有薬 ・霊母 普通 日縁部内 e 外面横ナデ 竃右袖脇下層 20％

283 土 師器 婆 加 可 幽
… 長石・スコリア虜粒 明赤褐 普通 日縁部内 の外面横ナデ 竃右袖上 5 ％

番可 器　 可 長 可　 径 孔　 律 重 量 i 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 ！ 備　 考

284 「 土王　 日 日 07 0．5 2瀾 ！ 土製 外面ナデテ　胎土に砂粒 東壁際上層 i lOO％ PL 63

第朋考健腰掛（第1m囲う

位置　調査‡区南東部のヱ4待区に位置し　低台地上の平地部に立地している。

、′㍉一　主、∴：．：－i・上、：－‥一二＝：－、′ノ年′言．上‾　・い一中l′：＼）′　　∴‾′年′J・－　′二′一（、・′！一二　付’、

ーl…一つ3・11－1－1・



して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から竃にかけて踏み固められている。西壁下と北東壁下を除いて壁溝が巡っている。

竃　北壁の中央部に付設され，袖部が残存している。規模は焚口から煙道部まで125cm，袖部最大幅85cmであ

る。煙道部は壁外へ60cmほど掘り込まれ，緩やかな傾斜で立ち上がっている。袖部はローム・粘土・砂で構築

され，火床部はほぼ平坦に作られているが，あまり火熱を受けていない。

報土眉解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・炭化物・粘土ブロック・砂粒少量

⑥

＿＿旦＿18．6m

L＿⊥堅7二＿1二二：「ここ二ZK「1

4　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量

5　極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量

ニj

E　　　　　　上

、、・「、）・r一　　　二一・‘‾

0　　　　　　　　　　　　　2m
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第111図　第44号住居跡・出土遺物実測図
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ピット　1か所。性格は不明である。

Pl土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

覆土　4層からなるが，覆土が薄く，堆積状況の判断は困難である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片76点（杯類16，嚢類58，小皿2），須恵器片15点（杯類8，整類7）が出土している。

これらの遺物は，おもに中央部の覆土下層から床面にかけて出土している。285・286は出土状況から本跡に伴

う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。

第44号住居跡出土遺物観察表（第111図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

2 85 土 師 器 小 皿 ［10 ．8］ 1．5 ［7．2］ 石英・雲母・砂粒 赤 褐 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り P l 内 5 0 ％

2 86 土 師 器 賓 ［1 7 ．6］ （5 ．5） － 礫 ・石英 ・雲母 橙 普 通 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 中 央 部 下 層 5 ％

第45号住居跡（第112・113図）

位置　調査I区北部のI4g8区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

第112図　第45号住居跡実測図
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重複関係　第8号据立柱建物跡に握り込まれている、、

規模と形状　長執虹紺恥　短軸3080mの長方形で，主軸方向はN王好一Wである。壁高は　～摘cmで　外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ、上田で、中央部がやや踏み回められている、

毯　北西壁の中央部に付設され，天井部と袖部は残存していない。規模は焚日部から煙道部まで100cmほどで，

煙道部は壁外へ70cmほど掘り込まれており，緩やかに傾斜して立ち上がっている。火床部は地山を掘りくぼめ

られて作られ，あまり火熱を受けていない、、

竃土層解説

1窯　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量　　　2　極暗褐色　ローム粒子・焼士ブロック少量

覆土　再、有からなるが覆上が薄く，堆積状況は不明である、、

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色　ロームブロック少量き　焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロックe焼土ブロック少量，炭化物微量　　4　暗　褐　色　ロームブロックの焼士ブロック少量

遺物出藍状況　土師器片野点　塚類別　婆楽部）須恵器

片8点（、林類7、意「）が出上している、

所見　本跡の時期は，覆回‾－の出トト器からt‖世紀前葉と

推定される．
第m　図　第墟号佳屠跡出土遺物実測図

第45号住居跡出土遺物観察表（第113回）

＿＿＿＿∴＿＿＿＿l　＿…　‥…　…＿＿…‥∴

∴／圭l了　∴山一　∴・′ノ、、く．，

位置　調査I区南東部のIつ11（月亘に位置し，低台地上の、仁田部に立地している、一一、

重複関係　第272号上坑に握り込まれている

規模と形状　長軸3・2m　短軸　のmmの方形で，主軸方向はN…70－Wである。壁高は摘cmほどで　外傾し

て立ち上がる焼失家屋である、、

床　ほぼ辛J里で，中央部から芯にかけて踏み回められ，嘩溝が周回している、こ

竃　北壁の東寄りに付設され，磯部が残存している。規模は焚打から煙道部まで相貌m　袖部凝太幅摘むmであ

る。煙道部は壁外へ測cmほど掘　込まれ　外傾して立ち上がっている。第は層は掘　方の埋士　第蟻の摘層は

袖部の基部ヲ　蟻層は袖部で　ロームを埋め込んで平坦な火床部と袖部の基部が作り出され，粘土の砂のローム

で袖部が構築されている、1火床部はあまり火熱を受けていない、、－

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ローム粒子少量幾　廃土ブロックを粘土粒子の砂粒微量

ロームブロック。焼土ブロック少量，粘土粒子の砂粒微量

ロームブロック0粘土粒子せ砂粒少鼠　廃土ブロック微量

ロームブロックの炭化物少鼠　粘土粒子を砂粒微量

ロームブロックe廃土粒子少量ヲ　粘土粒子0砂粒微量

ロームブLJソク・焼上プロ・ソク・粘＝位「・砂粒少量

ローム粒子中鼠　焼土ブロックを粘土粒子や砂粒少量

9　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士ブロック微量

10　極暗褐色　ロームブロック0焼土ブロック少最

11暗赤褐色　廃土ブロック中量，ロームブロック少量

12　暗　褐　色　ロームブロック中量

13　暗　褐　色　ローム粒子中量

14　褐　　　色　ロームブロック多量

15　褐　灰　色　ロームブロックや粘土凝子ゆ砂粒中量

8　暗　褐　色　ロームブロック中最，焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量

だッ睦　　か所。深さ渕cmで　商壁寄りの中央に位置しており9　出入り口施設に伴うピットである。
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覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　　　4　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　5　極暗褐色　ローム粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化材微量

遺物出土状況　土師器片49点（杯類1，襲類48），須恵器片67点（杯類58，嚢類9），土製品2点（支脚，紡錘

車），石製品1点（紡錘車）が出土している。また，おもに南部の床面から炭化材が確認され，焼失家屋と想

④　　　　ト！

五

⊥『正匡訂無毒三三五三ヲ一二
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第114回　第46号住居跡・出土遺物実測図
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定きれる、＿、

所農　本跡は焼失家屋と想定されるがタ　二次焼成を受けた遺物が出土していないために住居の機能時の焼失と

は考えられない。また，床面で炭化材が確認されていることから学廃絶直後に焼失した可能性が高いが，炭化

材や焼土の検出量が少ないため芦　火災後に焼失物の処理が行われたか学　または廃絶前に家屋の一部が再利用の

ために取り除かれタ　残されたものが焼失したと推定される。本跡の時期は，覆土下層の出土土器から8世紀複

葉と考えられる。

第購号住居跡出土遺物観察表　第1摘図）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

2 88 須恵 器 林 1 3．0 4 ．0 7月 石英・雲掛パミス 灰 普通 底部回転へラ切り後，多方向のヘラ削り 中央部 下層 10 0％ P L 5 5

2 89 須恵器 杯 1 3．3 4 ．3 7．9 礫・有薬・霊廿 黒褐 不良 底部回転へラ削り乳 多方向のヘラ削り 北東部 下層 95％　 P L 5 5

2 90 須恵器
杯 i ［13 。0］ 4．7 7 ．6 長石。石英濱母 暗灰黄 普通 底 部多方向のへ ラ削 り 北東部床 面 5 0％

2 91 須恵器 高台付棒 ［13 ．9］ 5．6 8 ．7 轢・黒色粒子 暗灰 普通 高 台貼 り付け後， ロクロナデ 北東部下層 65％ 竃材付着

番号 器　　 楯 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 廿　　 賞 特　　　　　　　　　 徴 出工位置 備　　 考

2 92 紡錘車 4 ．2 4 ．2 1．3 3 5 4 土製 外商へ ラ磨 き，半球形，胎土極 めて堅緻 中央部床 面 10 0％　 P L 6 3

2 93
！ 紡錘車

寸．7 4．9 L 4 42 。9 滑石 漆付着 北壁際下層 10 0％　 P L 6 5

第堵ヲ凰考佳贋紗（第m5㍉Ⅲ風囲）

位置　調査I区中央部の才媛cO区に位置しタ　低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第47B号住居跡の上に構築して拡張されており，第58号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸6el0m，短軸5・10mの長方形で，室軸方向はN王ば∴Wである。壁高は5～路路で，各壁

とも外傾して立ち上がっている。また　第鮮B号住居跡とは主軸方向がほぼ一致し蔓南東壁が同じであるが，

他の壁は第丁目う号什耳引称のそれよりも外方に20cmほど拡張きれている、．

床　ほぼ平坦で，竃と㌘3からP4にかけて踏み固められている。

竃　北西壁の中央部に付設されている。袖部が残存しタ　楽日から燈遺部まで110cm　袖部最大幅1鋼cmである。

煙道部は壁外へmcmほど掘　込まれ　外傾して立ち上がっている。第5～9層は袖部でク　ロームを埋め込んで

から粘土の砂のロームを積み上げて構築され，火床面はあまり火熱を受けていない。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少鼠焼士ブロックゆ粘土粒子の砂粒微量　6　にぷい赤褐色　焼士ブロックの粘土粒子。砂粒少量
2　極暗褐色　ローム粒子の焼土ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量　7　にぷい褐色　ローム粒子中量

3　暗　褐　色　ロームブロック4焼土ブロック・粘土粒子e砂粒少量　8　暗　褐　色　砂粒中量，粘土粒子少鼠焼土粒子。
4　暗　褐　色　ローム粒子中鼠焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローム粒子微量

5　にぷい赤褐色　ローム粒子・廃土ブロック・炭化物・粘土粒子・砂粒少量　9　暗　褐　色　ローム粒子少鼠焼士ブロック微量

ぽッ紅　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは35～47cmである。P　は深さ諏cmほどで　商東壁寄　の中央

に位置しており、出入り口施設に伴うど、ソトである、1

存立18層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。第12～18層は，第47B号住居跡の床上

に貼られた貼床の層である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　焼土ブロック中量，粘土粒子少量，ロームブロック微量
3　黒　褐　色　砂粒少量，焼士ブロック微量

4　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量

ー▼・一一▼つ3911－ll－

5　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物少量

6　黒　褐　色　焼士ブロック中量，炭化物微量

7　黒　褐　色　廃土ブロック。粘土ブロックe砂粒少量
8　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック少量



9　暗　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量　　　14　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土ブロック微量

10　黒　褐　色　焼土ブロック・砂粒中量，ロームブロック微量　15　黒　褐　色　ロームブロック少量

11暗　褐　色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　16　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック少量

12　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量　　　　　17　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土ブロック・砂粒少量

13　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・砂粒微量　　　　　18　極暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片313点（杯・高台付杯・高台付椀36，嚢類277），須恵器片69点（杯・高台付杯42，蓋1，

盤1，嚢類25），土製品3点（支脚2，球状土錘1），鉄器2点（刀子）が出土しており，土器片の中で底部片

などから推定される個体数は，土師器高台付杯・椀5点，土師器嚢4点，須恵器杯2点，須恵器高台付杯1点，

須恵器蓋1点，須恵器盤1点である。これらの遺物は，全体的に覆土中層から下層にかけて出土している。

所見　本跡は第47B号住居跡が拡張された住居と考えられ，主軸方向がほぼ一致し，南東壁を同じくするが，

他の壁や主柱穴は第47B号住居跡の壁や主柱穴よりも外方にある。本跡の時期は，覆土下層の出土土器から10

世紀前半と推定される。

第115回　第47A号住居跡実測図
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第116図　第47A号住居跡出土遺物実測図

第47A号住居跡出土遺物観察表（第116図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

294 須恵器 杯 ［14．0］3．8 ［8．6］砂掛黒色粒子灰 普通休部下端・底部回転へラ削り北部床面 30％

295 土師器
高台付

杯
［14．9］4．0 6．8 石英・砂粒橙 普通

体部下端回転へラ削り，高台

貼り付け後口クロナデ 西部中層 40％

296 土師器 斐 ［17．7］16．9 9．7 礫・石英・雲母黒褐 不良体部上部ナデ，下部へラ削り西部中層～床面30％

番号器　　種長　さ 幅 厚　さ重　量 材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

297 支脚 （12．2）（9．2）7．5 （537．0） 土製 外面ナデ，胎土に長石・石英・パミス含む北部床面

299 砥石 （3．6）（4．7）1．4 （28．6）凝灰岩 砥面3面，両端部欠損 覆土下層

300 刀子 （13．0）（2．8）0．4 （23．5） 鉄製 刃部・茎部先端欠損，両関あり 東部床面 60％　　PL67

435 銀 （10．8）1．8 0．6 （17．2） 鉄製 鍍身部と茎部先端欠損，三角形式または長三角形式中央部下層 70％　　PL67

番号券　　種厚　さ 径 孔　径重　量 材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

298 球状土錘 1．8 2．3 0．6 8．0 土製 外面ナデ，胎土にパミス含む 東部下層 100％　PL63

第47B号住居跡（第117図）

位置　調査I区中央部のJ4cO区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第58号住居跡を掘り込み，第47A号住居跡に上部が掘り込まれている。
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規模と形状　長軸5．30m，短軸4．65mの長方形で，主軸方向はN－380－Wである。壁高は南西壁が25cmで，

他は第47A号住居跡に掘り込まれているため，5cmほどである。各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部を中心に踏み固められている。

竃　北西壁の中央部に付設され，天井部や袖部は残存していない。床面に残る粘土や残存する煙道部から推定

される規模は，焚口から煙道部まで150cm，袖部最大幅130cmである。煙道部は壁外へ30cmほど掘り込まれ，緩

やかに傾斜して立ち上がっている。火床部は地山を掘りくぼめて作られており，赤変硬化している。

埴土層解説
1褐　　　色　ロームブロック中鼠焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量　4　にぷい赤褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック微量

2　極暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量　5　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒微量
3　極暗赤褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量

1m

第117図　第47B号住居跡実測図
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ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは33－56cmである。P5は深さ20cmほどで，南東壁寄りの中央

に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

遺物出土状況　土師器片37点（杯類5，要類32），須恵器片16点（杯類13，短頸壷1，嚢類2）が出土してい

る。いずれも細片で図示できるものはない。

所見　本跡は出土土器が細片であるが，本跡を拡張している第47A号住居跡が10世紀前半と推定されるため，

時期は，それよりもあまり時期が隔たっていない9世紀末葉から10世紀初頭と推定される。

第48号住居跡（第118・119図）

位置　調査I区北部のI4h9区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第512号土坑を掘り込み，第8号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・70m，短軸3・50mの方形で，主軸方向はN－300－Wである。壁高は12－18cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　中央部がやや高まり，その部分から竃前にかけて踏み固められている。

・こ・

7

第118図　第48号住居跡実測図
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